
        
            
                
            
        

    
		
			
					
					第一章【蓮の秘密】　
				

					
					第二章【ラベンダーの造花】
				

					
					第三章【百合の王冠】
				

					
					第四章【菖蒲の棘】
				

					
					第五章【浜木綿の足跡】　
				

					
					第六章【花の嘘】
				

					
					電子書籍特別短編１【シークレットディスタンス】
				

					
					電子書籍特別短編２【とっておきのご褒美】
				

					
					あとがき
				

			

		
		
			
					
					表紙
				

					
					本文
				

					
					目次
				

			

		
	
    
        　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    

    























「信じてた人に、裏切られたの……」

    　優さんはそう涙を流した。彼女が泣いてる姿なんて初めて見たから、慰めることもできないでいたら、そんな役立たずな私の前から彼女は消えてしまった。

    　


    
        　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    

    
        第一章【蓮の秘密】　

        　

        　

        　綺麗な花には棘がある。

        　よく聞く言葉だけど、私の場合はその意味を高校に入学してから思い知ることになった。

        　植物に囲まれた中庭の通路を鼻歌まじりで歩いていく。初夏の日差しが眩しく、植物だらけだから空気もおいしい。けど、校内でここは不人気だ。理由は『虫がいそう』という、なんともお嬢様学校らしいもの。

        　この高校に入学してから驚かされることは多かったけど、この中庭の広さもその一つだ。

        　多分、卒業した中学の敷地より、この中庭の方が広い。

        　この華月女子高等学校は全国でも有数のお嬢様学校として有名で、ある山の中に構えているので、校舎も大きいし中庭も広い。入学して二ヶ月も経ってないから、まだ迷ってしまいそうになる。

        　その中庭の通路には数々の植物が植えられている。学校名に『華』があるから、どの季節でも何かの花が咲いているようにしてるらしい。

        　その通路を抜けていった先に、少しだけひらけた空間があった。観賞用の池と二人がけの木製のベンチがいくつか設置されている場所。

        　彼女はいつも通り、そこにいた。

        「女王陛下、またお昼寝ですか」

        　両目を瞑ってベンチに座っていた女子生徒――竈山祥撫かまやましようぶ先輩にそう声をかけた。

        　腰くらいまで伸ばした金髪に、とても白い肌。目は宝石のような碧眼で、西洋人形みたいに美形。植物に囲まれた空間でそんな人がベンチに座っている姿は、絵画にできそうな非現実感があった。

        　彼女は私の呼び掛けに、とても、とぉっても、機嫌が悪そうに半目だけ開けて反応した。

        「……うるさい」

        　小さくて低い声には、明らかな敵意が含まれていて、もう苦笑いするしかない。

        「お邪魔してすいません。まあ、文句は部長に言ってください。私は使いっ走りなんで」

        　ヘラヘラと笑いながら弁明してみるけど、半目がただ鋭くなっただけだった。

        　彼女は私が所属する弓道部の二年生で、その気分屋な性格から部活に顔を出すことは少ない。でも、それを注意できるような勇気がある人は部内にはほとんどいなかった。

        　何せ、彼女は華族派の中でも特別らしいから。

        「あ、隣に座ってもいいですか？」

        「黙れ。昼寝の邪魔だから、消えて」

        「塩対応すぎません？　後輩が会いに来たんですけど」

        「黙れ、と言ったわ」

        　本当に取り付く島もない反応で、ため息をついて肩をすくめる。

        「消えて」

        　しかもまだ本題にも入っていないのに完全拒否。

        　ベンチに腰掛けたままの彼女に、私は一歩も近づくことが許されない空気が漂っていた。私が嫌われているせいだけど、この人の場合、他の人にも似たような態度だから、ここに近づく人は少ない。

        　でも、だからって『はい、わかりました』と帰るわけにもいかない。

        「まあまあ、話だけでも聞いてください。明日、部の全体ミーティングがあるんですよ」

        「…………」

        　彼女の要求を無視して本題に入ったので、さらにきつく睨まれたけど、気にせずに続ける。

        「附つ柴くし部長は、ぜひ女王陛下にも出席して欲しいみたいですよ」

        「……その呼び方をやめて」

        「え、お似合いじゃないですか」

        　外見が海外のアニメ映画に登場しそうな女王様っぽいし、何より性格がこの学校によくいるお姫様タイプじゃなくて、堂々とした『女王様』だ。

        「……お前、本当に不愉快ね」

        「あはは、よく言われますよ。でも我慢してください。私はどうせ市民派です。礼儀を知らないんですよ」

        「市民派の中でも、お前は特に嫌いだわ」

        「ひっどいなぁ」

        「その薄っぺらい態度が特にね」

        　華族派と市民派。この学校ではほとんどの生徒が、そのどちらかに分類される。

        　もうすぐ創立一二〇年を迎える華月は、元々は本当にお嬢様しか入学できない高校だった。

        　でも、ある時から一般家庭出身でも入学ができるようになって、今じゃ生徒の半分くらいは私と同じ一般家庭出身で、そういう生徒は『市民派』と呼ばれる。

        　対して、やっぱり今も多くの良家出身の生徒も多く、彼女たちを『華族派』と呼ぶ。

        　もちろん、この二つの派閥は仲が悪い。

        　原因は、華族派が市民派を見下すから。

        「お前たちに常識がないことはわかっているけど、本当に不愉快だわ」

        　女王陛下みたいにはっきりと口にする人は少数だけど、態度で示す華族派の生徒は多く、市民派の生徒はそれで毛嫌いしている。

        「いやぁ、女王陛下が常識のことを言えますか？」

        「黙れ」

        「はいはい。で、どうですか？　ミーティング、出てくれますか？」

        　部内のミーティングなんだから基本的には全員参加が当然だけど、彼女の場合はこの性格なので、ほとんど部活に顔を出さない。ちゃんと約束を取り付けておく必要があった。

        「……面倒」

        「そう言うと思いました。でも、出てくださいよ。議題は風かざ鳥とりとの練習試合の件みたいですよ」

        「ああ、あれね」

        　風鳥学園といううちのライバル校があり、毎年二回、そこと練習試合をするのが伝統になっている。

        　風鳥もお嬢様学校で、昔からライバル関係にあるらしい。練習試合でも、本番くらいに真剣になるそうだ。先輩たちも気合いが入っている。

        　だから女王陛下にはミーティングに出てもらわないといけない。

        「女王陛下は一番の実力者ですし、参加は絶対でしょう」

        　こんな彼女ではあるけど、弓道の実力は部内で一番。この西洋人形みたいな外見で弓を引く姿はとてもアンバランスだけど、彼女が的を外したところを見たことはない。

        　うちの主戦力だ。

        「……本当に面倒」

        　ただ本人はこの様子で全く乗り気じゃない。その露骨な態度に思わず笑ってしまう。

        「部長は女王陛下にミーティングに出てもらって、試合にも参加させるって明言したいんでしょうね」

        「……それで、お前を使いによこしたというわけ？」

        「多分ですけど。部長から、絶対に連れてきて欲しいと強くお願いされちゃいました。今度、昼飯も奢ってもらう予定です」

        　冗談ではなく、昼休みにわざわざ部長が教室まで頼みに来たので、それを条件に引き受けた。

        　……もちろん、理由は他にもあるけど。

        　女王陛下は鬱陶しそうに、その長い金髪をファサッとかきあげた。

        「あたしにメリットがない」

        「メリットって……」

        「附柴やお前の事情など、関係ないもの」

        　こういう性格で、究極に面倒くさがり屋だから色んな先輩に目をつけられているのに、それも気にしてないから無敵状態だ。

        「じゃあ、私が女王陛下の言うことを何でも聞いてあげますよ」

        　胸を叩いて提案してみると、彼女は「は？」と返してきた。

        「いや、私が部長に奢ってもらうみたいに、私が女王陛下になんかしますよ。それでどうです？」

        　彼女は誰もが知る超大手銀行の頭取の一人娘だから、物事の『貸し借り』に対してすごく敏感なのは有名だ。

        　自分に対して代価がないと、てこでも動かない。

        「どうですか？」

        　女王陛下は半目のまま、睨みつけるような視線を向けてきた。その眼差しには、かなりの嫌悪が混じっているのがわかって、ビクッと震えてしまう。

        「お前に何ができるの、市民派」

        　その声は今までで一番尖っていて、得意の軽口を返すことができず、素面で「え」と戸惑ってしまった。

        「何でもすると言ったけど、何ができるというの？」

        「そ、そりゃ……色々あると思います、よ」

        　彼女の不機嫌が最高潮だったので、気圧されて言葉がすぼんでしまう。いつも不機嫌な彼女だけど、うっかり逆鱗に触れてしまったようだ。

        「……不愉快」

        　女王陛下は私から視線を外して、一言だけ呟いた。そして再び目を閉じてしまう。

        「明日のミーティングは出席すると附柴に伝えなさい」

        「あ、出てくれるんですか」

        「お前とこれ以上話したくないから」

        　承諾の理由が心にグサッと刺さり、次の言葉が出なくなる。でも、そんな私に彼女は動物を相手するように、シッシッと手を払った。

        「用は済んだでしょう。――消えなさい」

        　ここまで言われると、言い返したいことがたくさんあったけど、何を言っても無駄な気がしたので「それじゃあ」とだけ挨拶して彼女に背中を向けた。

        　中庭の通路を大股に歩きながら、内心で愚痴りまくる。

        　でも、とにかく目的は達成できた。これで部長からの信頼も得られたし、少しは部内で動きやすくなる。

        　――優さんのことを調べるためには、それは絶対に必要だった。

        　

        　２

        　

        　羽は馬ま優ゆうさん。私にとっては、憧れの姉みたいな人だった。二つ歳上で、家が近所だったから昔からよく遊んでもらった。

        　兄弟のいない私はよく近所の公園で、一人で遊んでいた。両親はともに仕事が忙しく、家にいても退屈で、日が暮れるまで公園で時間を潰していた。

        　いつもより両親が帰りが遅いと伝えられていた日があって、一人で家にいるのが怖かったから、陽が暮れても公園で遊んでいた。

        　ただ夜の薄暗さに怯えてしまい、公園の隅で体を小さくして泣いていた。

        「どうかしたの？」

        　優しい声だった。

        　顔を上げると、目の前に膝に手をあてて、私を心配そうに見つめる少女がいた。身長は私より高くて、目が大きくて、ショートカットの女の子。前髪についたピンクの髪ピンが似合っていた。

        「迷子？」

        　彼女は答えない私にまた質問してくるので、ふるふると首を横に振った。ただ、近くに誰かがいるというだけで、急に安心できた。

        　彼女はグスッと泣いている私に戸惑うこともしないで、頭をぽんぽんと撫でてくれた。

        「お姉ちゃんが、一緒にいてあげる」

        　無視もできたはずなのに、それから彼女は私の隣に座ると、泣き止むまで背中をさすってくれた。

        「大丈夫、大丈夫だよ」

        　彼女だって私より少し歳上だっただけで、夜の公園なんて怖いはずなのに、笑顔で慰め続けてくれた。

        　それが私と優さんとの出会いだった。

        　名前の通り、その優しさに触れた私はそれから彼女を慕うようになった。

        　

        　

        　そんな懐かしいことを思い出したのは、確実に現実逃避だった。

        　今こそ、優さんにあの時みたいに側にいて欲しいと切実に思うけど、その優さんが行方不明になっているから、こんなことになっているんだった。

        　昨日、女王陛下からミーティングに出ると言質を取った私は、そのことを嬉々として部長や他の部員に伝えた。

        　彼女の気ままな性格は周知のことだったので、ただそれだけで私は部長から褒めてもらえた。

        　そして今日、まさに今、ミーティングが開かれているけど、そこに女王陛下はいなかった。

        　校舎の空き教室を借りて開かれた弓道部のミーティング。三〇以上ある座席は全て埋まっている。

        　それでも足りなかったから隣の教室から椅子だけ借りてきて、私を含めた一年生がそれに座り、教室の後ろに並んでいる。

        　そしてその中で私だけが立たされて、教室中から冷たい視線を向けられていた。

        「……剣けん舞まいさん、どういうことかな？」

        　教卓の前に立っていた附柴部長が、眉間に皺を寄せながらわかりきった質問をしてくる。

        「え、えぇと……約束はしたんですけどね……」

        　部長は大きなため息をついて、教室中に重たい空気が漂う。

        　キリッとした顔つきに、黒い長髪をポニーテールにしてまとめている附柴部長。顔立ちが少し男性的でファンも多い。弓道も部内で唯一、女王陛下と渡り合えるほどの実力者。

        　そんな彼女でも女王陛下の扱いには困っていて、だからこそ私を頼っていたのに、この有様だ。私はもちろんだけど、部長も顔に泥を塗られた気分だろう。

        　申し訳なくて「すいません」とまた謝る。

        「まあ、剣舞さんが悪いわけじゃないんだけどね……」

        　教室中から浴びせられる冷たい視線に冷や汗が出てくる。

        　女王陛下め……いくら何でも酷すぎる。あれだけ暴言を浴びせておいて、約束まで守ってくれないなんて、横暴すぎて女王じゃなくて暴君じゃないか。

        「部長、あまり剣舞を責めてやるのは可哀想よ」

        　三年生の一人がわざわざ挙手をしたあと、私に冷笑を向けてきた。

        「所詮、剣舞は市民派なんですから、期待するだけ無駄よ」

        　その侮辱に彼女と同じく華族派の生徒がクスクスと笑う。弓道部では華族派の割合が高くて、私と同じ市民派の生徒は少ない。だから、露骨にこういう扱いを受ける。

        「部を割るような発言は控えてください」

        「事実を言ったまでだけど。というか、たかがあいつを連れてくるってだけのことをできなかった市民派が悪いのよ」

        「とにかく、控えてください」

        　部長が圧を込めて注意すると、先輩は「はいはい」と受け流した後、また私を鼻で笑った。

        　悔しいとは感じない。入部してからこんな扱いはよく受けるし、あまりこういうことに腹が立ったりしない。

        　私自身が派閥争いを馬鹿馬鹿しいと思ってるからだろう。

        　部長は悪くなった部内の雰囲気を変えるように、パンッパンッと手を叩いた。

        「欠席者はいますが、ミーティングを始めます。事前に説明した通り、議題は風鳥学園との練習試合についてです」

        　部長が話し始めると少し空気が変わって、全員が彼女に視線を向けた。彼女は教卓に両手をつけて、教室を見渡しながら声を張って説明を始めた。

        「一年生のために改めて説明しますが、風鳥学園は我が校とは長い間、ライバル関係にあります。この練習試合も年に二回、六月と十月に実施してますが、それはもう何十年と続いてる伝統的なものです」

        　部長の説明に先輩たちの目つきが鋭くなり、一年生はこくこくと頷いた。

        「公式試合ではありませんが、双方、それ以上の気持ちで挑んでいます。大袈裟に言えば、威信をかけています」

        　そこまで気合いが入っているとは知らなかったので「へぇ」と小声で呟いた。

        「我が校もベストメンバーで挑み、全力を尽くさねばなりません。……では、今から出場選手を発表します」

        　部長はくるりと背を向け、チョークを手にすると、黒板に『出場選手』と書いた。彼女らしく、凛々しく角ばった字だ。

        　そして彼女は一人ずつ名前を書いていく。チョークが黒板をなぞる音だけが教室中に響いていた。

        　そして部長は全ての名前を書き終えると、チョークの汚れを払うため手を叩き、またこちらを向いた。

        「以上が、今回の出場選手です」

        　そこに書かれた名前はほとんどが三年生で、部内でも実力者ばかり。当然、部長の名前も記されている。

        　そしてそのメンバーの最後に彼女の名前があった。

        『竈山祥撫』

        　出場選手で唯一の二年生。部の威信をかけている練習試合に選出されるなんて光栄なことだけど、この場にその彼女がいない。

        　教室の雰囲気は微妙だった。盛り上がるわけでもなく、異論が噴出するわけでもない。ほとんどの生徒は納得したように無反応で、何人かは彼女の名前を睨みつけている。

        「実力的にこれがベストメンバーだと判断しました。異論は、認めません」

        　部長が先手を打つように釘を刺した。ただ不満そうにしていた先輩たちも、女王陛下の実力は知っているので反対はできないみたいだ。

        　部長はその反応を確認してから、次の話題に移った。

        「次に、大前についてです」

        　大前とは、弓道の団体戦に置いて大将にあたるポジションだ。だから、全員が固唾を飲んで部長を注視していた。

        「大前を、竈山さんにしてもらおうと思います」

        　その爆弾発言で教室の空気は一変した。

        　バンッと机を叩いて立ち上がったのは、さっき私を馬鹿にした先輩だった。

        「附柴さんっ、あなたは何を考えているのっ！　あれにそんな重要な役を任せていいわけないでしょう！」

        　随分な言いようだけど、部長も言い返さないし、先輩に同意した他の部員が「そうよ！」と賛同の声をあげる。

        「あんなワガママなやつに、そんな役目は任せられない！」

        「いくら実力があって、竈山家の娘とはいえ、今回ばかりは見逃せませんっ！」

        「練習試合だって、今日みたいにサボるかもしれないじゃない！」

        　主に異論を唱えたのは三年生の先輩たちで、二年と一年はその光景を気まずそうに見ていた。

        　三年生は出場できない先輩もいる中、後輩の女王陛下にレギュラーを獲られて、更には重要なポジションも奪われようとしているんだから当然の反応だった。

        　しかも女王陛下はあの性格のせいで、一年や二年より、先輩たちに圧倒的に嫌われてるし。

        　何人かが立ち上がって抗議するのを部長は険しい顔で受け止めていた。予想していたことだろうけど、きっと胃が痛むと思う。

        　部長がミーティングに女王陛下を絶対に出席させたかったのは、これがあったからなんだ。本人がいれば、ここまではっきりとした抗議はできなかったはずだから。

        　同じ華族派のお金持ちのお嬢様たちでも、女王陛下は特別みたいだ。ほとんどの生徒が『竈山』という名前を聞くと遠慮してしまう。それくらい、彼女の家は名家みたいだ。

        　抗議に耐えかねた部長が、教卓の天板を叩いた。

        「言ってることはわかりますが、伝統の練習試合です。負けるわけにはいきませんっ」

        　部長の力強い言葉に抗議の声が止まって、彼女は三年生たちを見つめて続けた。

        「向こうも大前にはかなりの実力者を置きます。うちも本気で挑む必要があります」

        　そこで部長は少しだけ語気を弱め、まるで誰かに聞かれることを怖がるように小さな声になった。

        「しかも、去年の十月の練習試合をうちは棄権しているんです。ここで負けると、事実上の二連敗です。通算でも負け越しになります」

        「あ、あれはだって丘おか村むらさんが……」

        「事情はどうあれ、うちが棄権したことは事実です」

        　棄権は初めて聞くことで、私を含めた一年生たちは顔を見合わせる。

        　事情を知っているはずの先輩たちはなぜか気まずそうにしていた。

        　待てよ……。去年の十月と言えば、優さんが消えたのとほぼ同時期だ。この変な空気といい、彼女に何か関係しているのかもしれない。

        　空気を読まないで、ここで質問してみよう。入学して二ヶ月、やっと何か手がかりが掴めるかもしれない。

        「あの――」

        　私が手をあげて質問しようとした瞬間、教室の前の扉がガラガラッと派手な音をたてて開いた。

        　全員が視線を向けたそこには、眠そうな顔の女王陛下がいた。

        「竈山さん……」

        「竈山……」

        　部長や先輩が声をあげる中、彼女はそれを無視して、なぜか教室の一番後ろにいた私に向かってきた。

        　そしてこれまたなぜか、私の前で立ち止まる。長身で髪の長い彼女に見下ろされると、それなりの威圧感があった。

        「席を譲りなさい」

        「……え？」

        「席がないの。だから、どきなさい」

        　さも当然のようにそんな要求をしてくるので目を丸くしてしまう。助けを求めるため他の一年生に目線を向けたけど、全員が同時にそっぽを向いた。

        　は、薄情な連中め……。

        「ほら、早くしなさい」

        「なんで私が……」

        「お前が呼んだのだから当然でしょう」

        　筋が通ってるようで全く通ってない理屈に、もう言い返す気も無くなって、言われるがまま席を譲った。

        　女王陛下はお礼も言わずに席に座ると、そのまま目を閉じてしまった。

        　誰もがその自由すぎる態度に閉口していたけど、やっと部長が注意をした。

        「竈山さん、遅刻ですよ」

        「お前の伝書鳩が無能だったのよ。場所も時間も聞いてなかったもの」

        「いやいや！　ミーティングはいつもここでしてるじゃないですか！」

        　当たり前のように責任転嫁をされたので、慌てて弁明したのに、彼女は肩をすくめる。

        「いつも通りとも聞いてないわ」

        「横暴すぎません？　横暴だって言われたことありますよね？　百回くらい」

        　いや、この人の場合、百回でも足りないだろう。

        　もう何を言っても無駄だとわかり、私と部長が同じタイミングでため息をついた。

        「――竈山、遅れて来たのだから謝罪くらいしなさい」

        　険のある声で注意したのはさっきまで部長に抗議していた先輩だった。

        　目を吊り上げて女王陛下を睨みつける彼女は、その嫌悪を隠そうとしていなくて、教室の空気が張り詰めた。

        「あなたの家では、そんな常識も教育していないのかしら」

        　明らかな喧嘩腰な態度を誰も止めることができなかった。

        　ただ、そんな不穏な空気の中でも女王陛下は態度を崩さず、退屈そうにあくびをして、それにまた先輩が「ちょっと！」と苛立った。

        「なんなのよ、その態度は」

        「――あたしがいない方が、お前たちはよく囀ることができるでしょう」

        　一瞬で教室がシィンと静かになった。

        　しかしすぐに先輩が顔を真っ赤にして、鬼のような形相で「なんですって！」と怒りながら女王陛下に迫っていく。

        　後輩から『直接言えないくせに』とバカにされたんだから、怒るのも当然だ。

        　何人かの先輩が彼女を止めようとしたけど失敗に終わり、先輩は女王陛下の目前に迫っていた。

        「はぁ」

        　誰にも聞こえないように小さく嘆息して、今にも女王陛下に掴みかかりそうな先輩の前に立ち塞がった。

        「どきなさい、市民派！」

        　いきなり出てきた私という障害物に、先輩は今にも噛みつきそうな勢いで怒鳴ってきた。

        「まぁーまぁー、そんなに怒ったらせっかくの美形が台無しですよ。少し落ち着きましょう」

        　二人の間に入り、先輩に両手の掌を見せながら説得を試みる。

        「落ち着いていられるわけないわっ。今、部員全員の前でコケにされたのよっ」

        「とんでもないですよ。先輩は気まずい空気の中、女王陛下を注意してくれたんですから。むしろ尊敬してます。私にはできません」

        　頭からツノでも生えそうなくらいに怒ってる先輩に、私はあくまでニコニコと対応する。物怖じしない性格で助かった。

        「今のは誰がどう見ても女王陛下が悪いですよ。ねえ、皆さん？」

        　部内を見渡して同意を求めると、空気を読んでくれた何人かが力強く頷いてくれたし「そうだよ」と声をあげてくれた。

        「それでも許せるものではないわっ」

        「でも先輩、どうせこの人には何を言っても無駄です。それは私たち以上に先輩たちの方が知ってるでしょう？」

        「そ、それは」

        　先輩が隙を見せたところで一歩踏み出して彼女との距離を詰め、その手を取った。

        「ちょっと！」

        「ここで騒ぎになると先輩の悪評に繋がるかもしれませんし、こんな人は放っておいていいじゃないですか」

        　手を掴んだ状態でニッコリと笑いながら、そう迫ると彼女はまだ何か言いたそうにはしていた。

        　ただ最後には諦めて「はなしなさいっ」と私の手を払いのけた。

        「竈山っ、そこの市民派に感謝することねっ」

        　そんな悪役みたいな捨て台詞を残して、自分の席に戻ってくれた。

        　その姿を見て、ホッと一息ついた。

        「お前……」

        　そこでやっと女王陛下の方を向くと、彼女はこちらの真意がわからないから眉間に皺を寄せて、怪訝そうな顔をしていた。

        　座った彼女はこちらを見上げるような姿勢だったけど、間近で見ると、本当に西洋人形みたいだ。

        「ああ、気にしないでください。ああいのは無視できない性格なんです」

        　これは嘘じゃなくて本当だった。昔から揉め事とかを無視できず、お節介をやいてしまう。それで物怖じしない性格になったけど、嫌われたり、挙げ句には叩かれたこともあるから、長所というより短所だ。

        「…………」

        　女王陛下はそれでも表情を変えない。いや、むしろ眉間の皺が増えたような気がする。まさか、ここまでしたのにまた何か文句があるのかな。

        　ただ、私たち二人が何か言う前に、さっきの先輩の声が聞こえた。

        「まったく……こんな時に、丘村さんと羽馬がいれば」

        　その『羽馬』という名前に全身が反応して、体ごと先輩の方を向くと、まだ怒っている彼女を何人かが宥めていた。

        「あの二人は注意できたタイプだしね」

        「もう二人とも退部したんだから、言っても仕方ないよ」

        　呆然と先輩たちを見つめる。入学してから二ヶ月、やっと優さんの名前を他の生徒から聞けた。

        　そのことに放心していたけど、そこで部長がパンッパンッと手を叩いた。

        「皆さん、静粛に」

        　部員が彼女に注目すると、コホンッと咳払いをした。

        「今日のミーティングは、また後日改めて仕切り直します。速やかに、部活に戻ってください。――竈山さん、あなたは残って」

        　部長がそう指示すると、多くの部員はこの嫌な空気が漂う教室から逃げるように、足早に弓道場へ向かっていった。

        　あの先輩も最後に女王陛下をギッと睨みつけて教室から出ていってしまい、私と女王陛下、部長だけが残った。

        「剣舞さん、さっきはありがとう。助かったわ」

        「……え、あ、どういたしまして」

        　優さんの名前を聞いたせいで固まってしまったけど、部長のおかげで我に返った。

        「じゃあ、あなたも部活に戻って」

        「りょーかいでーす」

        　軽い返事をしてから荷物を持って、私も教室から出た。その間、女王陛下が何か言いたそうにしていたけど、結局最後まで声はかけられなかった。

        　廊下に出た瞬間に、視界の端で何かを捉えた。

        「うん？」

        　それは一人の女子生徒で、しっかりと顔は見えなかったけど、長い髪で白いマスクをしていた。

        　彼女はすぐに階段の方へ消えてしまったけど、まるで弓道部のミーティングが終わるのを待っていたかのようだ。

        　彼女が消えた方を見つめながら首を傾げた。

        　

        　３

        　

        　やっと優さんの名前を弓道部で聞くことができた昨日だけど、それ以上の収穫はなかった。

        　部活に戻っても、あの先輩は不機嫌なままで、とても話しかけられる雰囲気じゃなかった。というか、私に対してはいい印象を持ってない人だから、そもそも話しかけ辛い。

        「まいったなぁ。せっかくのヒントなのに」

        　翌日の昼休みの食堂。私は買ったばかりの焼きそばパンとオレンジジュースを片手に、空いている席がないかを探していた。

        　すると、一人の生徒が目に留まった。

        「あ、芙ふ蓉よう先輩じゃないですか」

        　食堂で二人がけのテーブルに、一人で腰掛ける顔見知りがいた。彼女は私を見上げると「あ、どうも……」と消えてしまいそうなほど小さな声で挨拶をしてくれた。

        　少し灰色っぽい髪色に、くすんだ瞳。いつも誰かに怯えているように、体を小さくしていて、自分から喋ることは滅多にない。うっかり見逃してしまいそうなほど、存在が希薄。それが二年生の須す井い芙ふ蓉よう先輩だった。

        　彼女の前の椅子が空いていて「ラッキー」と口笛を吹いた。

        「また相席させてもらって良いですか？」

        「あ……え、うん。もう、大丈夫」

        　どうやらさっきまでここに誰かが座っていたみたいだけど、もうその人は教室に戻ったようだ。なら遠慮も必要ない。

        「じゃあ失礼しますね」

        「ど、どうぞ」

        「先輩はもうお昼食べたんですか？」

        「うん……」

        　焼きそばパンを齧りながら話しかけても、芙蓉先輩はギリギリで聞き取ることができるようなボリュームの声でしか返事をしない。

        　いつも、こんな感じ。

        　芙蓉先輩は何か複雑な事情を抱えているようで、お昼休みに一人でここにいることがある。それで時々こうして彼女に話しかけるけど、あまり心を開いてくれない。

        「なんか次の授業、小テストがあるらしいんですよ。本当に憂鬱で。先輩って数学は得意ですか？」

        「普通かな……」

        「なら、私より得意ですね。数学は大の苦手なんで。今度、個別レッスンとかお願いできません？」

        「ご、ごめんね。難しい、かな……」

        「あー、そうですかぁ。いや、この高校、勉強のレベルが高くて、ついていくのが辛いんですよ。受験だって、ギリギリで合格したから覚悟はしてたんですけど、ここまで難しいとは思ってなくて、泣きそうですよ」

        「うん。大変、だよね」

        　話しかけると、芙蓉先輩が苦笑いを浮かべながら相槌をうってくれる。それが私たちの関係性。

        　自分でも口は軽いって自覚はあって、誰かが話を聞いてくれるってだけで楽しい。それに芙蓉先輩はいつも一人でいるから、なんだか放っておけない。

        　それから私のマシンガントークが続き、ついに昨日のことにまで言及していた。

        　もちろん、弓道部のいざこざや優さんのことは隠して。

        「うまくいかないんですよ」

        「えぇと、何が？」

        　主語も何もかもをすっ飛ばした私の悩みには、さすがの芙蓉先輩も首を傾げた。

        「いや、実はある先輩に話を聞きたいんです。でも、その人は私のことを嫌ってて、そういうことができないんですよね。他の人に言いふらすかもしれないし……。でも、どうしても話を聞きたいんです。マジで」

        　入学してから初めて手がかりらしいものを見つけた。見逃すわけにはいかない。

        　難しい勉強を頑張ってるのも、興味のない弓道をやって、部内で気まずい思いをしてるのも、全部このためなんだから。

        　全部――優さんを傷つけた奴を見つけるためなんだから。

        「……難しいことは、あまりわからないけど」

        「え？」

        「っ。ご、ごめんなさいっ」

        　芙蓉先輩から何か言ってくれるとは思ってなかったので聞き返したら、頭を下げて謝られた。

        「いやいや、やめてくださいよ！　こっちこそ遮ってすいません！」

        　二人して謝るというよくわからないことをしてから、話を元に戻した。

        「先輩、ぜひ続きを聞かせてくださいよ。先輩のアドバイスが欲しいです」

        「アドバイスってほどのものじゃ……」

        「なんでもオーケーですよ。ぜひ、お願いします。このとおり！」

        　手を合わせてお願いすると、芙蓉先輩はモジモジとしながら話し始めてくれた。

        「えぇと……その話っていうのは、絶対にその人しか知らない、のかな？」

        「うぅんと、微妙っすね。事情自体は、他の先輩たちでも知ってるはずですから」

        　絶対にあの先輩から話を聞かないといけないかって言えば、そうじゃない。一年生以外なら去年までのことは知ってるはずだから、誰でもいいはず。

        「あと……その話って言うのは、誰にも聞かれたくないんだよね？」

        「はい。むしろ、そこが重要ですね」

        　去年、優さんに何があったかはわからない。だから、私は慎重に動いていた。少なくとも私が彼女の知り合いだということは、絶対に隠し通したい。

        「よくわからないけど……なら、事情を知ってそうな、その先輩と仲が悪い人に聞いてみるって言うのは、どうかな？」

        　芙蓉先輩はよっぽど自分の提案に自信がないようで、話しているうちに段々と声が小さくなっていって、最後にはもうほとんど聞き取れなかった。

        　そんな先輩を呆然と眺めていると、彼女は「や、やっぱりなしっ」と今更発言を取り消した。

        「先輩――ナイスアイディアじゃないですか」

        　もちろん、その取り消しは無視した。

        　

        　

        　どうせまた中庭にいるんだろうと思っていたけど、やっぱりそうだった。

        　定位置であるベンチに腰掛けた女王陛下は、今日は昼寝をしてなかった。自分の長い金髪をブラシでとかしていて、私の顔を見ると眉間に皺を寄せた。

        「また伝書鳩？」

        「いやいや、今日はそうじゃないです。女王陛下に会いたくなったんです」

        「その軽口、本当にやめなさい」

        「本心かもしれませんよ？」

        　それでも彼女は「やめなさい」と取り合ってくれなかった。もちろん、本心じゃないから大人しく言う通りにする。

        　事情を知ってそうで、あの先輩と仲の悪い人といえば、この人しかない。

        　芙蓉先輩のアドバイスで、この人に頼ってみることにした。話を聞くのは難易度が高そうだけど、言いふらすようなことはしない。そういう人じゃない。

        「じゃあ冗談はやめますけど、実は相談がありまして」

        「他をあたりなさい」

        「女王陛下が頼りなんですよ。ね、ね、お願いします」

        　頭を下げながら両手を合わせて「このとおりです！」と拝んでみる。きっと長期戦になってしまうけど、そこは仕方ない。

        「……いいわよ」

        「そこをなんとか――って、え？」

        　予想外の返事にガバッと顔を上げて、目を丸くしてしまう。でも女王陛下は私を見ずに、自分の髪をとかしていた。

        「なに？　どうかした？」

        「い、いやぁ……協力してもらえると思ってなかったので」

        　あははと笑いながら本音を言ってみると、彼女はつまらなそうに鼻を鳴らした。

        「さっさと借りを返したいだけ」

        「借り？　ああ、もしかして昨日の先輩を止めたことですか。あれは気にしなくてもいいって」

        「お前がどう思っていようが、あたしがそう感じたの。さあ、早く用件を言いなさい」

        　気にしなくていいって遠慮したのに、彼女は納得してなかったみたいだ。

        　でも、それならありがたい。体を張った甲斐があった。

        「去年のことを教えて欲しいんです」

        「去年？」

        「昨日のミーティングで気になっちゃって。練習試合を棄権したとか、退部した先輩がいたとか」

        　優さんのことを聞き出すことが目的だけど、ストレートにそのことだけ尋ねると怪しまれてしまうから避けた。

        　もしかしたら、この人が優さんを裏切った人かもしれないんだから。

        「練習試合は……そうね、確かに急に中止になったわ。直前で参加者が怪我をしたから」

        「へぇ。あ、そういえば、大前の話は受けたんですか？」

        　女王陛下は昨日のことを思い出したのか、そこですごく顔を歪めた。

        「……しつこかったからね」

        　どうやら部長が粘り勝ちしたみたいだ。でも、部内の反発は避けられないし、これからが大変だ。

        「あと、丘村と羽馬って先輩について、教えて欲しいです」

        「……どうして？」

        　女王陛下はそこでやっと私に視線を向けた。あの碧眼を攻撃的に尖らせている。

        「え、教えてくれるんじゃ……」

        「質問には答えてあげる。でも、知りたい理由を言いなさい」

        　有無を言わさぬ態度に頭を抱えてしまう。だって、それを隠したいからこうしてるわけだし。

        　そういえば、昨日の先輩たちの口ぶりからすると、優さんと丘村先輩はこの人に注意できるタイプみたいだから、それが災いしてるのかもしれない。

        「いや、丘村って先輩は女王陛下が来る前にも話題にも上がってて、どんな人なのかなぁって」

        　自分でも『苦しいな』と思える理由を付け足してみたけど、案の定、女王陛下は表情を変えてくれなかった。

        「……知らないわ」

        「え、ちょっと」

        「そんな名前のやつは知らない。他を頼りなさい」

        「そんなぁ」

        　女王陛下はもう答えてくれる気がないみたいで、また自分の髪をとかす作業に戻ってしまった。せっかくのチャンスなのに、収穫がないなんて……。

        　慌てて彼女の目の前まで駆け寄り、膝をついてまた手を合わせた。

        「女王陛下っ、今日は一段と綺麗ですねっ！　だから教えてください！」

        「その軽口はやめろと言ったはずよ。さっさと消えなさい」

        「嫌です！　女王陛下が教えてくれるまで、ずっとここにいますよ！　いいんですか！」

        「好きにすれば」

        「借りがあるって言ったじゃないですか」

        「一つ目の質問には答えたわ」

        　なんとしてでも情報を聞き出したいのに、彼女はもう柔軟な姿勢を見せてくれない。こうなると難攻不落だ。

        　どうしようかって考えていたら、後方からガサッと誰かの足音が聞こえて、慌てて振り向いた。

        「誰かいるの」

        　細くて、少しだけ曇った声だった。

        「――あ」

        　現れたのは軍手をして、片手にゴミ袋を持った生徒だった。

        　セミロングの黒い髪。だけど前髪は長めで、両目に少しかかってる。しかも頬や顎の全体を覆うタイプのしっかりとしたマスクをつけているから、輪郭もわかりづらい。

        　制服の胸ポケットにやたら暑いメモ帳が入っていて、それが半分くらい飛び出しているのが少し不恰好だった。

        「……昨日の」

        　昨日、ミーティングが終わった後に見かけた人だった。ただ、彼女は私に気づいてなかったようで何も反応しない。

        　でも、私じゃなくて女王陛下には違っていて、呆れたようにため息をついた。

        「竈山さん、あなたはまたこんなところでサボってるの？　もう一年生じゃないんだから、先輩らしく振る舞いなさい」

        　聞いているこっちが震えてしまいそうになる。だって、女王陛下にここまではっきりと注意をした人を初めて見たから。

        　そして当然、それに素直に応える人ではなかった。

        「……もう弓道部の人間じゃないのだから、口出しするんじゃないわ」

        「たとえ部が違っても、あなたは後輩よ。少しは先輩の言うことに耳を傾けなさい。もう何度も言っているじゃない」

        　先輩のごもっともな意見は女王陛下にとっては耳障りなようで、はっきりとした舌打ちをした。

        　話の内容から察するに、この人は元々弓道部で、もう退部してる人ってことだ。まさか……。

        「えぇと……丘村先輩、ですか？」

        　恐る恐る口を挟むと、彼女はやっと私のことに気づいたようだ。

        「あなたは……」

        「あ、初めまして。一年生の剣舞です。弓道部で、この人の後輩です」

        　立ち上がって自己紹介をすると、彼女は一度だけ頷いた。

        「そう。聞いてるかもしれないけど、私は丘村――丘おか村むら紗さ希きよ。去年までは弓道部にいたけど、今は美化委員をしてるわ」

        　丘村先輩は持っていたゴミ袋を少し持ち上げて見せた。中には落ち葉や、誰かが捨てたゴミが入っていて、中庭の清掃をしているようだ。

        　この人が昨日、優さんと一緒に名前があがっていた丘村先輩……。

        　警戒心と猜疑心が強まる。この人は何か知っているかもしれない。私の中で話を聞く対象が女王陛下から丘村先輩に変わった。

        　でも、慎重に話を進めないと……。

        「剣舞さんは竈山さんを部活に連れ戻しに来たの？」

        「え、あぁ」

        「違うわ。こいつはあたしから羽馬や――」

        「わぁぁぁぁぁぁ！」

        　とんでもないことを口走りそうな女王陛下の口を慌てて塞いだ。当然、彼女はそれをとっても不快そうにしていて、視線で『殺すぞ』と脅してくる。でも、やめなかった。

        「そうなんです！　部長に頼まれて、この人を連れて行くことになってて！」

        　彼女が余計なことを言う前にすごい早口で嘘をつくと、丘村先輩は「そうなんだ」と納得してくれた。

        「なら早く行った方がいいわ。今日は美化委員が中庭の清掃をすることになってるから、もうすぐ他の委員も来るわ」

        「そうなんですね。なら、失礼します！」

        　女王陛下の手を掴むと、ぐいっと引っ張って立ち上がらせる。

        「ちょっとっ」

        「いいから！　ほら！」

        　不機嫌で今にも怒りだしそうな彼女を引っ張って、中庭から退散した。

        　せっかくのチャンスだったのに、この人に台無しにされた。でも、顔と名前を知れたし、どうせ他に人が来るなら今日は諦めてもいいかな。

        　中庭から出て、人の気配がしない廊下まで来たところで、女王陛下の手を放した。

        　彼女は掴まれた手首が少し痛むのか、そこをさすりながら鋭い視線を向けてくる。今まで見た顔の中で、一番怖い。

        「えぇと、ですね……あはは、なんて言えばいいんでしょうね」

        　笑いながら言葉を探るけど、彼女はちっとも表情を緩めない。このまま引っ叩かれても不思議じゃない雰囲気を纏ってる。

        「いや、急なことをしてすいませんでした！　じゃあ、今日はこれで！」

        　下手な言い訳をするのは無理だったから、思いっきり頭を下げて、すぐに背中を向けて駆け出そうとした。

        　――その首根っこを掴まれた。

        「ぐえっ」

        　首が絞まり、思いっきりのけぞってしまう。

        「待ちなさい」

        　カエルみたいな声を出した私を気にもかけず、女王陛下はそのまま私を引き寄せていき、後ろから顔を覗き込んでくる。

        　今までで一番近い距離にあの西洋人形みたいな美形があって緊張してしまう。

        「お前、何が目的なの？」

        「何って……」

        「去年のことを知りたがったり、それを隠したがったり、怪しいわ」

        　いつもは他人のことなんか興味がないという態度なのに、どうして今日に限って、そんな鋭い勘を働かせてくるんだって地団駄を踏みたくなる。

        「嫌だなぁ。ちょっと好奇心旺盛なだけですよ」

        　彼女が嫌いなヘラヘラとした笑みで誤魔化そうとしたけど「嘘ね」と簡単に看破されてしまった。

        「その軽薄な笑いをやめて、白状しなさい」

        「だから、本当に好奇心旺盛なだけですって」

        「……そう」

        　彼女は急に手を放すと、なぜか中庭に戻っていこうとした。

        　すごく、嫌な予感がする。

        「女王陛下、どこへ？」

        「お前には関係ないわ」

        「中庭は美化委員が活動するんですよ」

        「ちょうどいいわ。まだ、あいつもいるでしょう」

        　やっぱりそうだ。この人、丘村先輩に私のことを言うつもりなんだ。

        　慌てて彼女の前に駆け出して、手を大きく広げて行く手を阻んだ。長身の彼女が見下ろしてくる。

        「……どきなさい」

        「勘弁してくださいよ。そういうことはしないだろうって信じたのに」

        「お前が勝手に信じただけよ」

        　何も言い返せない正論に固まってしまうと、その私を押しのけて本当に中庭に戻っていこうとした。

        「――ああっ、もうっ！」

        　ストレスをぶつけるように髪をくしゃくしゃと掻き乱した後、完全に諦めた。

        「わかりましたっ！　ちゃんと話しますから！」

        　その降伏宣言に女王陛下は足を止めると、踵を返して私の前まで戻ってきた。

        「お前、名前は？」

        「え？　もう出会って二ヶ月以上経ってますよね」

        　いつも『お前』とか『市民派』と呼ばれていたけど、まさか名前も覚えてもらえていなかったなんて……。結構ショックだった。

        「興味のない人間は顔も名前も覚えられないの」

        「ひっど」

        「さっさと答えなさい」

        　改めてこの女王陛下の横暴さを思い知ったところで、私は二ヶ月前にもした自己紹介を、胸に手を当ててした。

        「はぁ……。剣舞です。剣けん舞まい蓮はす」

        　彼女はそれに「そう」とだけ応えると、なんとそのままどこかへ歩き始めた。

        「え？　あの」

        「今日はもう疲れたから、詳しい話は明日に聞くわ」

        　人のことをここまで引っ掻き回しておいて、そんな生殺しみたいなことをするなんて信じられなかった。

        「じゃあね、蓮」

        　彼女は別れの挨拶をすると、本当にそのまま立ち去ってしまった。その後ろを姿が見えなくなったところで、空を見上げて手で顔を覆う。

        「はぁ……変なことになっちゃったなぁ」

        　この二ヶ月、うまくやってこられたのに、まさかあの人に秘密を明かすことになるなんて……。

        　でも、少なくともあの人でよかったのかもしれない。

        『信じてた人に、裏切られたの』

        　優さんが失踪する直前に言い残した言葉がフラッシュバックしてくる。

        　その「信じてた人」を探しているわけだけど……少なくとも、あの人じゃないことは確かだろう。

        　

        　

        


    

    
        　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    

    
        第二章【ラベンダーの造花】

        　

        　

        　優さんと初めて会った日から、私は彼女にべったりと懐いた。

        　彼女も私のことを気にかけてくれるようになって、公園で一緒に遊んでもらったり、お互いの家に遊びに行くことも増えた。

        　一人っ子だった私にとって彼女は姉のような存在になっていた。

        　そういう関係は小学校に進学しても、中学になっても続いた。地元では私の優さんへの懐き具合は有名で、よく友達からもからかわれたけど、それさえ嬉しいくらいだった。

        　だから、優さんが「華月に進学する」と教えてくれた時は、ショックだった。

        　私が中学に進学してしばらく経った頃、二人で下校しているときに、彼女にしては珍しく言い淀んでから教えてくれた。

        「蓮、私ね……高校は華月を第一志望にしたの」

        　その告白に放心してしまい、持っていた鞄をドサッと落とすと、すかさず優さんが「もうー、何をしてるのよ」と拾ってくれた。

        　そして汚れた鞄をはたいてから返してくれたけど、私はそれを受け取れなかった。

        「華月って……全寮制の、あの？」

        「うん」

        　まだ中学一年生の私でも、その高校は知っていた。山の中にある全寮制の女子校で、全国的にも人気校だ。

        　ただ、その全寮制というのが私にとっては大問題だった。

        「レベルは高いし、地元は離れることになるけど、校風が良さそうなんだ。それに、今のうちに親元から離れるのも良い経験だと思ったんだよね」

        「じゃ、じゃあっ、会えなくなっちゃうじゃないですか」

        「うん。そうだね」

        　優さんは申し訳なさそうに顔を伏せてから、すぐに上げた。

        「だから、蓮に最初に教えたんだよ」

        　彼女が私を大事にしてくれてるからこその配慮だったんだろうけど、わがままでバカな私は首をブンブンと横に振った。

        「いやです！　優さんと離れ離れなんて、考えられません！」

        「そう言うと思った。本当に甘えん坊なところ、成長しないなぁ」

        　彼女は頬を人差し指でぽりぽりと掻いて「困ったさんだね」と呟きながらも、私のこの反応を予想していたようだった。

        「でもいやなんです！」

        「うん。私もいや。蓮とはずっと一緒だったもん」

        「なら」

        「でも、お互いにこういうのは必要だよ。いつまでもずっと一緒ってわけにはいかないんだしさ」

        　それはどこかでわかっていたことだけど、急に突きつけられたら駄々をこねたくなる。

        　高校なんて地元にもたくさんあった。てっきり彼女だってそこに進学するものだと思っていたのに……。

        「ほら、いい加減、鞄を持って」

        「うぅぅ」

        「早く」

        　拗ねて唸る私に優さんがまた鞄を突き出してくるから、ゆっくりとそれを受け取った。

        　その瞬間、優さんが私を抱きしめてくれた。

        「わっ」

        「ふふ、拗ねてる蓮にはこれが一番だからねぇ」

        　優さんは私の頭を撫でながら「いい、聞いてね」と耳元で優しく諭してくれる。

        「まだ卒業まで時間はあるし、そもそも合格も決まってないから。まだまだ蓮と一緒にいられるよ、安心して」

        　彼女の胸に顔を埋めて、全身で彼女の体温を感じる。子どもの頃からずっと変わらない、私が一番安心できる場所。

        「私は、蓮に応援して欲しいな」

        　ずっと側にいて、初めて彼女に何かを求められた。今までは私が甘えてばっかりで、それに文句も言わずに応えてくれていた彼女が、私にお願いしている。

        　それにまた「うぅぅ」と唸っていると、彼女がおかしそうに笑った。

        　優しくて、しっかりしてて、いつだって私の味方でいてくれた人。その人が目標を掲げているのに、それを邪魔するなんてしたくない。でも側にいて欲しい。

        「……わかった。応援、する」

        「うん。ありがと」

        「で、でも！」

        　抱きついたまま彼女を見上げた。

        「私も付いていきます！　優さんと同じ高校に入りますから、待っててください！」

        　その宣言に優さんがキョトンとした。はっきり言って、私の学力は華月に入学できるほど高くない。それは彼女も知っている。

        　でも、フフッと笑って、また頭を撫でてくれた。

        「そっか。なら、待ってるね」

        　その後、優さんは無事に華月に合格して、地元から旅立ってしまった。

        　その二年後、私も優さんとの約束を果たして、華月になんとか入学した。

        　でも、私が入学したときには、もう優さんはいなくなっていた。

        　

        　２

        　

        「私にとって優さんは特別な人だったんです」

        　優さんとした約束を思い出しながら、私にとって彼女がどれだけ特別かを話した。

        「ふーん」

        　私の椅子に腰掛け、肘をついている女王陛下は退屈そうにそれを聞いていた。

        　昨日の約束通り、私は彼女に全てを話すことにした。下手に誤魔化すと本当に言いふらされそうだったから、嘘や誤魔化しは一切なし。

        　誰にも聞かれたくないから、彼女を寮の自分の部屋に招いた。ただ部屋に入ると彼女はこちらの案内も待たず、当たり前のように私の椅子を占領したので、私は仕方なくベッドに座った。

        　寮の部屋は二人部屋で、今はルームメイトはまだ学校にいる。部屋には二人の勉強机が横並びに配置されていて、その後ろに二段ベッドがあった。

        「お前は羽馬の知り合いだったのね。それで去年のことを知りたがったの？」

        「はい。女王陛下は優さんとは、親しかったですか？」

        「親しい奴などいないわ」

        　胸を張るようなことじゃないのに、彼女はキッパリと断言した。

        「そうですか。でも、そんな気もします。でも、優さんが退学したことは」

        「それは知っているわ。弓道部で一時期、かなり話題になったし、去年は今より顔を出していたからね」

        　さすがの彼女も、一年生の頃は今みたいにサボりまくることはできなかったようだ。

        「なら、その後のことは知ってますか？」

        「……そのあと？」

        「はい。優さんが退学した後のことです」

        　彼女は当然それを知らなくて、首を左右に振った。

        「今、行方不明なんです」

        　それには日頃表情を変えない彼女でもピクッと反応し、目を細めた。

        「行方不明？」

        「はい。ここを退学した後、優さんは地元に戻ってきました。でも、その後すぐに姿を消しちゃったんです」

        　優さんが地元に帰ってきたのは、去年の秋だった。

        　いきなり大きな荷物を持って、地元に帰ってきた彼女と出会ったのはたまたまだった。中学からの下校途中に彼女と鉢合わせをして、突然のことに驚き固まってしまったけど、すぐに彼女に駆け寄った。

        『ゆ、優さん？』

        　彼女の前で立ち止まり、ただならぬ雰囲気を感じて、言葉が出なくなった。

        　久しぶりに会う彼女は別人だった。

        　くすんだ瞳に、少し痩せた頬。いつも私を甘えさせてくれた優しい空気は感じられなかった。

        『あぁ……蓮』

        　とても掠れた声だった。

        『ど、どうしたんですか……？　まだ冬休みじゃないですよね？』

        　華月に入学してからも彼女は夏休みや冬休みの長期休暇には地元に帰ってきていた。でも季節はまだ秋で、そんな時期じゃない。

        　その質問に彼女は悔しそうに奥歯を噛みしめ、ギュゥッと拳を握った。

        　彼女がそんな荒ぶった感情を見せるところを初めて見た。

        『退学、したの』

        『退学？』

        　意味を理解するのに時間がかかった。だって、そのときには私は優さんを追って華月に入学するため、必死に受験勉強をしている最中だったから。

        『え、あ、えぇ……どうして』

        　あまりの事態に頭がついていかない。ただ優さんは死んだ魚のような目で遠くを見つめながら、その目から涙を流すと、ぽつりと答えた。

        『信じてた人に、裏切られたの……』

        　それだけ言うと呆然とする私を置いて、彼女は立ち去ってしまった。

        　彼女が地元からも姿を消したのは、それからすぐだった。

        「今も見つかってません。姿を見たのはそれが最後ですから、どこで何をしてるのか……さっぱりです」

        　もちろん、私や友達、彼女の家族も一緒になって大捜索をしたけど、彼女を見つけられなかった。

        「……心配？」

        「もちろん。私にとっては、誰より大切な人です。早くまた会いたいです」

        　変わり果ててしまった優さんのことを思い出すと胸が痛むし、今も見つかってないから嫌な予感ばかりして、眠れないことだってある。

        　本当に珍しく女王陛下が言葉を探っていた。この人にもこういうところがあるんだ。

        「でも、また優さんと会う前にどうしても知りたいんです。去年、何があったのか」

        　膝に乗せた両手でギュッとスカートを掴む。

        「どうして優さんは退学したのか。そして……誰が優さんを裏切ったのか」

        　そう、それがどうしても知りたい。

        「その人を見つけて、そして優さんに謝ってもらいます」

        　細かい事情なんて知らない。でも、誰かが彼女を裏切って傷つけた。それだけははっきりしている。

        「そのために私は華月に入学して、弓道部にも入りました」

        　優さんが行方不明になってからしばらくは中学も休んだ。何もする気になれなかったけど、このままじゃダメだと思って、前より必死に受験勉強を再開した。

        　そしてそれが実って華月に合格できたから、優さんと同じ部活に入った。

        「意外と執念深いのね」

        「そうですね。ここまで必死になったのは初めてです」

        　一通り話し終えて、ふぅと息を吐いた。

        「これが、私の秘密です」

        　女王陛下に秘密を打ち明けるのを躊躇していたけど、ずっと抱えていたものを吐き出せて、なんだか心が軽くなった。秘密を抱えて過ごすのは、やっぱり辛かった。

        「……羽馬ね。ええ、覚えてるわよ」

        「あなたが他の人を覚えてるなんて、珍しいですね」

        　昨日まで私の名前すら覚えていなかったのに、とは言わないでおいた。

        「うるさかったから。よく何かにつけて注意してきたわ。市民派だから、相手にしなかったけど」

        　その光景を簡単に想像できて、クスッと笑ってしまう。

        　優さんの場合は多分、女王陛下のことを放っておけなかったんだと思う。そういう人だから。

        「退学したときも話題になったしね」

        「そのとき、理由は」

        「あいつは急にいなくなったの。だから、誰も事情を知らないはずよ。あの女が知らないんだもの、きっと全員がそうでしょう」

        「あの女？」

        「昨日のあいつよ」

        　丘村先輩のマスク姿の顔を思い出す。名前も言わないなんて、女王陛下はよっぽどあの人のことが嫌いらしい。

        「あの……やっぱり丘村先輩は、優さんと仲が良かったんですか？」

        　その質問に女王陛下は目を瞑り、少し黙ってから「そうね」と肯定した。

        「あたしが見た限り、派閥争いの垣根を超えて、仲が良かったと思うわ。いつも二人で一緒にいたわね」

        　彼女はそこで急に制服のポケットからヘアブラシを取り出すと、それを差し出してきた。

        「……え？」

        「お前に去年のことを話してやるわ。だから、髪をとかしなさい」

        　彼女からそんな申し出をしてくれるなんて予想外だった。でも、タダで教えてくれるわけじゃなく、それが代償なんだろう。

        　もちろん、それくらいならお安い御用だ。ヘアブラシを受け取って立ち上がると、彼女の背中に回って、その髪をゆっくりととかしていく。

        　まるで宝石の川みたいな黄金の長髪は、嫉妬するのも馬鹿らしいくらいに綺麗だった。

        「あたしが知る限り、羽馬は市民派のくせに部には溶け込んでいたわ。華族派からバカにされても、それで怒ったりしているところを見たことがない」

        　女王陛下の話を聞きながら、髪を傷めないように、ゆっくりととかしていく。

        「弓道の腕前は、はっきり言って下手だったわ。でも、あいつを慕う生徒は多かった。特に後輩にはね。華族派の中でも、あいつを慕う奴がいたくらい」

        　優さんの性格ならそういうことになっていても不思議じゃない。中学のときだって、私以外の後輩からも大人気だった。

        「華族派にも嫌味なく接していたし、少なくとも何かトラブルを抱えているようには見えなかった」

        「仲が悪かった人はいましたか」

        　女王陛下は少し迷ってから「さあ」と首を傾げた。

        「でも、あいつの悪口を聞いたことはなかったし、ないと思うわ」

        　この人の場合、他人に興味を持たないから証言の信憑性は微妙なところだけど、少なくとも目立った人間関係のトラブルはなかったみたいだ。

        「それに、だからこそ急に退学したときに、みんなショックを受けていたんでしょう」

        「そのときのこと、詳しく教えてください」

        「いいけど、大した話にはならないわよ」

        　そう前置きしてから、彼女は優さんが退学したときのことを語ってくれた。

        「本当に、ある日突然だったわ。事前にそういう連絡もなく、部員が集められて、そのときの部長から羽馬が退学したということだけ告げられたわ」

        　その日は本当に『なんてことない日』だったようだ。だからこそ、そのときの部員は全員が驚いたようだ。当然、誰も理由を知らなかった。

        「部内の誰も、羽馬からそんな話を聞いていなかったわ。そういう素振りもなかった」

        　しばらく部内は騒然としたそうだけど、誰も事情を知らないから、それ以上の騒ぎにもならなかったという。

        「でもそうね……あの女が一番ショックを受けていたわ」

        「丘村先輩も聞いてなかったんですか？」

        「多分ね。部長からそれを聞かされたときも、あいつが一番ショックを受けていたわ。あいつなら事情を知ってるんじゃないかって何人かが話しかけようとしたけど、あまりに青ざめていたから、それすらできていなかったもの」

        　彼女はそのときのことを思い出しているのか、遠くを見つめていた。

        「それからすぐよ。あいつが退部したのわ」

        「優さんが原因ってことですか？」

        「それは知らない。事情は聞いてないわ」

        　そこは完全に興味がなかったみたいだ。というか、そこまで丘村先輩が嫌いなのか。

        　でも状況的に、どう考えても優さんの退学とは無関係と思えない。一番仲が良くて、そして後を追うように退部してる。偶然じゃないはずだ。

        　黙って手を止めてしまうと、女王陛下が「手が止まってるわ」と注意してきた。

        「あ、すいません」

        「まあいいけど。あたしが知ってるのは、これくらいかしら」

        「その後、部内で二人が話題になったことは？」

        「知らない。あいつらがいなくなってからは、行く頻度を減らしたからね」

        　数少ない注意できる先輩がいなくなって、現在のようになっているらしい。これ以上の話を女王陛下から聞くのは難しそうだ。

        　でも、おかげで収穫があった。

        　調べるべきは丘村先輩だ。あの人が、優さんを裏切った人の可能性が高い。

        「ありがとうございます、女王陛下。助かりました」

        　彼女の前に回ってヘアブラスを返すと、彼女はじっとこちらを見つめてきた。

        「お前のブラッシングだけど」

        「上手でしたか？」

        「下手だったわ」

        「もっとオブラートに包んでもらっていいですかっ」

        「いやよ。面倒だもの」

        　彼女は私の抗議をあっさりと聞き流すと、ブラシを受け取って「それで」と切り出してきた。

        「これからはどうするの？」

        「もちろん、丘村先輩を調べますよ」

        　もうこの人に隠し事をしても無駄だから素直に話した。

        「だから、このことは内密にお願いしますね」

        　唇に人差し指を当ててお願いしてみたけど、期待通りの答えをくれる人じゃなかった。

        「そう……なら、条件があるわ」

        「えぇー、またですか」

        「当然でしょう」

        　やっぱり彼女の中では『貸し借り』は重要なことらしい。一体どんな条件を出されるんだろうと心配になりながら「どうぞ」と促した。

        　すると彼女は自分の胸に手を当てて、予想の斜め上の条件を突き出してきた。

        「その調査、あたしもするわ」

        「……え？」

        　一瞬、何を言われたのかわからなかったけど、彼女は繰り返してくれるほど優しくなかった。

        「だから、情報は常に教えなさい。あたしも協力するし、悪い話じゃないでしょう」

        「それは……そうですけど」

        「あの女のことなら、あたしも興味があるわ」

        　彼女はそこで唇を吊り上げて、嗜虐的な笑みを浮かべた。

        　どうやらこの人の目的は丘村先輩らしい。嫌いな先輩の秘密を知りたいんだろうか。だとすると目的はとても不純だ。でも、私には彼女の申し出を断ることはできない。

        　秘密を暴露されても困るし、それに協力があるのはやっぱりありがたい。

        「わかりました。なら、これからよろしくお願いします」

        　スッと右手を差し出すと、彼女はなぜか手を不思議そうに見つめていた。

        「握手ですよ。信頼の証しです」

        「お前、あたしを信じるの？」

        「当然です。それに、私は女王陛下のことを気ままでわがままな人だと思ってますけど、嫌いじゃないですからね」

        　率直な気持ちをぶつけると女王陛下は「変わったやつね」と嫌そうな顔をした。でも渋々といった様子で握手には応じてくれた。

        「なら、これからは丘村先輩の調査ですね」

        「そうね。それにしても……ピッタリだわ」

        「ピッタリ？」

        　意味がわからず首を傾げると、女王陛下が高貴な知識を披露してくれた。

        「蓮、覚えておきなさい。ラベンダーの一種に『オカムラサキ』という品種があるわ。そしてラベンダーの花言葉は――『疑惑』よ」

        　確かにそれは、本当にピッタリだった。

        　

        　３

        　

        「お疲れー」

        「また明日ねー」

        　自分の背丈より遥かに高い槍みたいなデザインの門扉に背中を預けていると、色んな人に声をかけられる。それに「じゃあねー」と応じながら、その人が来るのを待っていた。

        　先に帰っていくみんなは、校門から伸びた一本道を歩いていく。ここから歩いて五分くらいのところに寮があって、華月の生徒にとって、この道の往復こそが日常だった。

        　夕陽が山をオレンジに染める時間で、多くの生徒が談笑しながら、寮へ戻っていく。

        「……あれ？　剣舞さん？」

        　校門から出てきた附柴部長が私に気づいて驚いた。

        「どうしたの？　先に帰ったんじゃなかったの？」

        　さっきまで弓道場で一緒に部活をしていたけど、部長以外の部員は先にあがっていた。

        「ふふん。部長を待ってたんですよ。可愛い後輩でしょう？　一緒に帰りませんか？」

        「……何が目的？」

        「まあ、それは歩きながら」

        　部長は明らかに怪しい私に眉を寄せていたけど、一本道の帰り道では逃げられないから「わかった」と了承してくれた。

        　二人で並ぶと、部長が歩くたびにチャームポイントのポニーテールが揺れていた。

        「女王陛下、大前を受けてくれて良かったですね」

        「説得に時間はかかったけどね……。あと、ならもっと自由にさせろって条件を出された」

        　部長が女子高生には似合わない深いため息をついたので、ついつい苦笑してしまう。

        「でも、他の先輩たちも納得してくれてたし、ひとまず良かったじゃないですか」

        　女王陛下が大前になったことは当然、部内に通達された。すごい反発があるかと思ったけど、先輩たちは明確な反対はしなかった。

        「まあ……皆、やっぱり勝ちたいからね」

        「風鳥との練習試合って、そんなに重要なんですね」

        「伝統だから。あなたは市民派でわからないかもしれないけど、華族派じゃ二代や、人によっては三代続けてこの高校出身ってこともある。親の代から続く伝統だから、負けましたなんて報告をしたくないのよ」

        「そういえば風鳥もお嬢様学校でしたね」

        「そう。ただの練習試合じゃなくて、かなり後に尾を引くかもしれないの。華族派は、卒業してからも交流が続くことが多いからね。もしかしたら、卒業してから風鳥の生徒と知り合うかもしれない」

        　そこは市民派にはわからない悩みだった。先輩たちが渋々了承したのも、将来的なことを考えた結果らしい。お嬢様はお嬢様で大変なんだ。庶民で良かった。

        「なら、去年の棄権は異例だったんですね？」

        「もちろん、異例中の異例。部内でも相当揉めたから」

        　部長はその時のことを思い出し、またため息をついた。

        「原因は丘村先輩でしたっけ？」

        　その名前を出すと、部長が目つきを変えた。

        「どうして、知ってるの？」

        「だって、ミーティングで先輩が言ってましたから。棄権になったのは、丘村先輩がどうのこうのって」

        「ああ、そうだった……」

        「実はこの前、その丘村先輩とたまたま会ったんですよ。女王陛下も一緒だったんですけど、なんか今にも喧嘩をしそうな雰囲気で焦りました。それでちょっと、どんな人なのか気になって」

        　嘘にならない程度に話を進めると、部長は「そうなんだ」と信じてくれた。

        「あの二人は仲が悪いっていうか、色々あるからね。竈山さんからしたら、うるさい先輩だったはずだし」

        「色々？」

        「竈山さんの家も、丘村さんの家も、有名な銀行だから。この学校でも頭取の娘ってあの二人だけなはず。だからお互いに思うことはあるんじゃないかな」

        　女王陛下はそこまで教えてくれなかったけど、そういう因縁があったみたいだ。部長を頼って正解だった。

        「丘村先輩も退部したんですよね。どうしてですか？」

        「剣舞さん、あまり変な好奇心を働かせるのは品がないよ」

        「部長、あのミーティングに女王陛下を呼んだのも私だし、あの騒ぎを止めたのも私でしたよね？」

        　釘を刺されても、ニコッと笑いながら応戦してみると、部長はまたため息をついた。

        「剣舞さんって……竈山さんに似てきたね」

        「え、やめてくださいよっ」

        「やめて欲しいのはこっち。今より問題児が増えるのは耐えられない」

        　部長は声をひそめて話し始めた。

        「丘村さんの退部は、それこそ練習試合の責任をとってのことなの」

        「責任？」

        「去年の練習試合の直前、丘村さんが怪我をしたの。彼女は大前だったから、それが原因でうちは棄権した」

        　部長の話によれば、去年の練習試合の二日前に、丘村先輩が階段から転んでしまって足を怪我したらしい。

        　翌日にそのことを知らされた弓道部は大慌てで代役をたてようとしたけど、部内の意見がまとまらず、仕方なく棄権になったらしい。

        「それで責任をとって退部するって」

        「それはちょっと、可哀想じゃないですか？　怪我は事故でしょう？」

        「もちろん。でも、本人がそう希望したから、止めようがなかった。表面的には『一身上の都合』にして、彼女は退部した」

        　それだけ聞くと丘村先輩が気の毒だった。怪我をしたのは不注意だったかもしれないけど、代役をたてれば良かっただけなのに。

        「丘村さんは弓道がうまかった。言ったとおり、去年の大前は彼女だったの。事前に風鳥に挨拶も行ってたし、代役はそんな簡単に見つからなかった」

        「挨拶？」

        「この練習試合の伝統の一つでね、大前が事前に挨拶に行くの」

        　部長の説明によると、練習試合の前にお互いの大前が挨拶することが伝統の一つらしい。

        　これにも練習試合の勝敗が関係していて、基本的には前回負けた方が、相手校に挨拶に行くことになる。

        　だから今回は女王陛下が風鳥に行くようだ。

        「丘村さんほどの実力者は、そういない。それで部内で候補に挙がったのが……」

        「女王陛下ですか？」

        　部長は静かに頷いた。それでだいたい去年、何があったか想像できる。

        　代役の候補にあがったのは、当時はまだ一年生の女王陛下。今でさえ部内であれだけの反発があったんだから、去年はもっとひどかったはず。

        　それで部内がまとまらず、棄権することにしたんだろう。

        　女王陛下め、知ってたのに黙ってたな。

        「練習試合は伝統で、勝ち負けも重要だけど、皆で街へ出かけられる機会でもあるから、楽しみにしてる部員も多くてね。丘村さんは責任を感じちゃったんだと思う」

        　全寮制の女子校。なんだか優雅な響きだけど、不自由なところは多い。寮だと他の生徒に気を遣うし、学校では派閥争いがある。精神的にはキツい。

        　だから、この山から出かけられる機会はとても貴重だ。もちろん学校に申請をすれば外出許可は降りるけど、大勢で出かけるとなれば、スケジュールを合わせるだけで大変だ。

        「そういえば、丘村先輩が退部する前に、他の先輩も辞めたんですよね？」

        　部長がピタッと足を止めたから、私もそれに合わせて立ち止まる。

        　周りを歩いていた生徒が不思議そうにしながらも、私たちの横を通り過ぎていく。

        「剣舞さん、あなたはどこまで」

        「部長、女王陛下のコントロール役は、これからも必要ですよね？」

        「……羽馬さんのことね。ええ、きっと丘村さんの退部はそれも原因だと思う。あの人の退学に、誰よりもショックを受けてたから」

        　また歩き始めた部長が、さっきより声を小さくして話し始める。

        「仲が良かったんですよね？」

        「うん。二人でセットって感じだったかな。それに寮の部屋も一緒だった」

        「その人はなんで、辞めたんですか？」

        「それは知らない。本当に誰も聞いてないのよ。丘村さんですら初耳だって言ってた」

        　それが一番聞きたかったところなのに、部長でも知らなかった。

        　あてが外れたな。

        　そんな話をしていたら寮へ帰ってきて、二人で寮の玄関口に入ったところで、寮長のおばさんと鉢合わせした。

        「蓮ちゃん、ちょうど良かったわ」

        　寮長のおばさんは少しだけふくよかな体型をしていて、常にニコニコ顔でその穏やかで明るい性格が顔に出ている人だ。

        　彼女は私に一通の手紙を差し出してきた。

        「私宛？」

        「そう。あ、違うわ！　あなたのルームメイトの子。さっき渡し忘れちゃって」

        「ああ、わかった。渡しとくね」

        　全寮制のこの学校では手紙は貴重な連絡手段だった。だから日々、この寮には大量の手紙が届く。

        　手紙は寮長がここで渡すか、部屋まで届けられることが多いけど、量が多いからこうして誰かのを預かることもある。

        　手紙を受け取ると、寮長は忙しそうにどこかへ駆けて行った。

        「部長、今日はありがとうございました。このことは秘密にしておいてくれると嬉しいです」

        「それは良いけど……」

        　部長はなんだか歯切れが悪くて、なんだか懐かしむように目を細めていた。

        「羽馬さんもそうだった」

        「え？」

        「あなたと同じで、派閥の垣根を感じさせない人だった。だからこそ、市民派なのに部内でも人気だったし、丘村さんとも仲が良かった。しかも剣舞さんは、あの竈山さんと仲が良いから、少し重なるなって思って」

        「そ、そうなんですか」

        　優さんと似てると褒められるのはとても嬉しい。

        　でも、別に女王陛下と仲がいいわけじゃない。

        「でも、好奇心には気をつけて。よく言うでしょう？　好奇心は猫を殺すって」

        　

        　４

        　

        　昨日、新しく聞けた情報は、丘村先輩は練習試合の前に怪我をしたことと、それが原因で退部したってこと。

        　優さんのことでいえば、丘村先輩とはやっぱり仲良しで、ルームメイトだったってことくらい。

        　でも、より一層、丘村先輩が怪しくなってきた。

        　女王陛下も部長も知らない何かが二人の間であったんじゃないか。むしろ、それしか考えられない。

        　二人はルームメイトだった。寮で二人きりの空間で何かあったら、他の人にはわからないはず。

        「でも……もしそうなら、調べようがないんだよな」

        　昼休みに「うーん」と唸りながら歩いていると、今日もまた中庭に到着した。

        　相変わらず女王陛下がベンチに座っていて、私の姿を片目だけで確認すると、無言でヘアブラシを差し出してくる。

        「はいはい、仰せのままに」　

        　受け取って彼女の背中にまわると、この前と同じように髪をとかしていく。こういうケアが必要なのか疑問に思えるほど、彼女の髪はサラサラだった。

        「昨日、部長から色々聞いてきたんですよ。丘村先輩のことも、優さんのことも」

        　この前、こうして定期的に情報を共有することを決めていたから、さっそく昨日のことを報告することにした。

        「……行動が早いのね」

        「えへへ、取り柄です」

        「良いことよ」

        「え？　もしかして、褒めてくれましたか？」

        「さっさと報告しなさい」

        　せっかくの貴重な褒め言葉はとっても短かった。しかも二度は言ってくれない。

        　彼女の髪をとかしながら、収穫を報告していく。その間、彼女は「ふうん」とか「そうだったわ」とか、短い相槌だけはしてくれた。

        「新しい収穫はありましたけど、結局一番知りたいことは部長も知りませんでした」

        「あいつが知らないとなると、他の部員も絶望的でしょうね」

        「そうですね。というか女王陛下、練習試合のこととか知ってたのに黙ってましたね？」

        　少しの非難を込めて問い詰めると、彼女は「違うわ」と飄々と否定した。

        「本当に忘れてたの」

        「……マジですか？」

        「どうして嘘をつく必要があるの？」

        　話を聞いてるだけで部内のギスギスが伝わってきたのに、この人にとってはすっかり忘れてしまえることができる思い出だったらしい。

        「本当に……女王陛下は強いですね」

        「嫌味？」

        「半分は」

        「生意気。嫉妬と羨望にはもう飽きてるの」

        　本当にうんざりだというように彼女は鼻を鳴らした。

        　大金持ちの娘で、弓道の腕前も随一。きっと彼女がもっと穏やかな性格でも、心ない嫌味はたくさん浴びせられただろう。

        「相手にしていたらキリがないわ」

        　こういうところがまた反感を買ったりするんだろうけど、そうして自分を守ってるのかもしれない。

        「女王陛下も大変ですね」

        　ぽつりと出てしまった本音に、彼女は少しだけ耳を赤くしてから「余計なお世話よ」と早口で誤魔化した。

        「でも……思い出したわ。確かに練習試合の前に丘村が怪我をして、騒ぎになったわね」

        「階段から転んだって聞いてますけど」

        「そうね。足を怪我したから、試合にはでられないって謝ってたわ」

        「代役に女王陛下に白羽の矢がたったんでしょう？」

        「ええ。でも、部内の反対が大きかった。特に華族派ね。市民派は気にしてなかったから、別に良いんじゃないかって意見だったわ。それが余計に混乱を招いたんだけど」

        　ただでさえ女王陛下が火種になっていたのに、そこに派閥争いが追加された。部長が思い出すのを辛そうにしていたのも納得だ。

        「え、じゃあ優さんは……」

        「羽馬は『棄権は避けた方が良い』と主張してたわ。市民派はそうだったの。でも、部内では華族派の方が多かったから、棄権になった」

        　あの優さんがそんな非常時に好き嫌いで物事を判断するわけがないから、そうだと思った。

        「そしてその騒動からしばらくして、二人とも弓道部を辞めたってわけですか」

        「騒動が関係しているのかしら？　先に辞めたのは羽馬で、あの女はその後よ」

        　練習試合の話だけなら、優さんが辞める理由は一切ない。しかも彼女は退学だ。

        　でも、タイミング的に関係してないとも思えない。

        「二人の間で何かあったとしか思えません。その要因の一つが練習試合なんだと思います」

        「確かにね」

        「でも、そうなると困りました。部内の調査はこれが限界ですから……」

        　悩んでいると、女王陛下が「ねぇ」と切り出してきた。

        「羽馬ってどういうやつだったの？」

        「え？」

        「顔と名前は覚えてるけど、あたしはあいつについてそんなに知らないから」

        「あいつについてっていうか、あなたは誰のことでも興味ないから、知らないでしょう」

        「さっさと話しなさい」

        「はいはい」

        　適当な返事をしてしまったけど、どこから話していいか迷った。私には優さんとの思い出がいっぱいあって、短い時間じゃ語り尽くせない。それに私たちの関係はすでに話してる。

        「優さんは優しくて、お世話が好きで、とにかくお姉さんタイプでした。でも、一人っ子だったんですよ。私が妹を自称してました」

        　小学生くらいの時は『優お姉ちゃん』と呼んでいたけど、なんだかそれが気恥ずかしくなって『優さん』に変えてしまった。

        「運動は少し苦手でしたね。弓道が下手だって聞いても納得できます」

        　いつだってカッコいいお姉さんで、本人もそんな風に振る舞っていたのに、運動会の前になると突然ウジウジし始める。それを面白がったり、慰めたりするのが私の役目だった。

        「それがどうして、高校で弓道部に？」

        「ああ、弓を射る姿がカッコイイからって言ってました」

        　その恐ろしいほど単純な理由に、女王陛下は肩をすくめた。

        　でも、いきなりそういうちょっとポンコツなところを見せてくるのが優さんのチャームポイントだと思う。

        「でも、勉強は得意でした。だから華月を目指すって言った時も、優さんなら大丈夫だろうなって思いましたよ」

        「どうして、華月に？　進学校なら他にもあるでしょう」

        「ああ、それはおばさんとおじさんの希望もあったそうです」

        　質問されて、その理由を思い出した。優さんに『華月を目指す』と教えられてしばらく経ってから、私も彼女に訊いた。どうして華月なのかって。

        　優さんは少し恥ずかしそうに、その理由を教えてくれた。

        「優さんのおじさんは起業家なんですよ。優さんが小学生の頃に会社を辞めて、自分の会社を立ち上げたんです。会社の細かいことは聞いてませんけど、うまくいってるみたいですよ」

        　優さんの家には何度も遊びに行っているから、おばさんもおじさんもよく知ってる。私が小学校に上がったばかりの頃はよく一緒に遊んでくれたおじさんも、会社が忙しくなるとそういう機会も減った。

        「おばさんは学生時代に華月に憧れてたんですけど、当時はまだ華族派が主流で入学できる空気じゃなかったそうです」

        「なるほど。時代も自分たちの収入も変わったから、娘を入学させたいと思ったのね」

        「優さんも校風が良さそうだって気に入ってて、おじさんとおばさんのわがままだけってわけじゃないですよ」

        　そこを捕捉しておかないと、二人の印象が悪すぎる。

        「そう。でも、また思い出したわ」

        「女王陛下、忘れすぎじゃないですか？」

        　ついつい本音を口にしてしまうと、女王陛下がくるりとこちらを振り向いた。そして小さく手招きをしてくる。

        　なんだろうと思って顔を近づけると、細い指で、思いっきり鼻をつままれた。

        「痛っ！」

        　かなり痛くて鼻をおさえるけど、女王陛下はふんと鼻を鳴らした。

        「興味がないことは覚えてないの。文句を言うんじゃないわ」

        「……ひどい」

        「話の続きをするわよ」

        　まだ痛む鼻をおさえながら「どうぞ」と話の続きを促した。

        「その羽馬の父親は、竈山の家の客だったわ」

        「女王陛下の家って……確か銀行ですよね」

        「そう。融資を受けてると羽馬が言っていたわね」

        「ゆ、ゆう……し？」

        　聞いたことがあるけど、意味は知らない単語が出てきて、ついカタコトになってしまった。

        「やっぱり市民派ね。事業をするのに、銀行から金を借りることよ」

        「へぇ」

        　自分には一生、縁がなさそうなことだ。銀行はお金を預けるところで、借りるなんて発想もできない。

        「というか、そんな大切なことを忘れないでくださいよ」

        「うちの銀行から融資を受けてる家なんて、この学校だけでどれだけいるかもわからないわ」

        　彼女は鬱陶しそうに校舎を顎でさした。

        　でも、これで華族派の人たちが女王陛下を特別視してる理由がわかった。みんな、彼女の家を敵に回すのが嫌なんだろう。

        「羽馬は市民派なのにそうだったから、印象に残っていただけ」

        　他の人は本当に一人も覚えていないんだろうな。

        「高校での優さんについては、私はあまり知りません。文通をしてましたし、たまに地元に帰ってきた時は会ってましたけど、特に中学のときから変わったことはありませんでした」

        　だからこそ、こんなことになってる理由がわからなくて困ってる。

        　優さんの話が終わると、私たちの間には沈黙がおりた。

        「女王陛下――私、丘村先輩に会いますね」

        　部内での調査でこれ以上の進展があるとは思えない。そうなると、もう直接ぶつかってみるしかない。

        「もちろん、こっちの目的は隠して。それで何か聞き出せるかわかりませんけど、やってみます」

        　髪をとかす手を止めると、彼女がごく自然に私の手からブラシを奪い取った。

        「お前は相変わらず下手ね」

        　取り上げたブラシを見つめながら、彼女は心にチクッとくる小言をボソッと呟いた。

        「あ、あの、聞いてますか？」

        　女王陛下はその問いかけを無視して立ち上がると、くるりと体を振り向かせた。

        　スカートと長髪が、円を描くように美しく靡いた。

        「なら、そっちは任せるから」

        「そっち？」

        「あたしは他に事情を知ってそうなやつをあたってみるわ」

        　意外すぎる申し出だった。情報を教えろと命令されていたから、それには従ったけど、このめんどくさがりな彼女が自発的に動いてくれるなんて思っていなかった。

        　気持ちがまた顔に出ていたみたいで、女王陛下はムッと不機嫌になったあと、また鼻をつまんできた。

        「痛いっ」

        「お前が情報を教えてくれたんだから、あたしも返すわ。言ったでしょう？　協力すると」

        　何を言っているんだという呆れ顔で彼女は別れも告げずに去っていってしまう。

        「え、でも！　何かあてはあるんですか！」

        　遠ざかる背中に、鼻をおさえてたせいで変になった声で問いかけても、彼女は手をひらひらとするだけだった。

        「……ああいうところ、ズルいな」

        　単純に気ままでわがままなんじゃなくて、自分が動くべきだと思ったらすぐに行動してしまう。ギャップが、カッコよくてずるい。

        　彼女が何を頼るつもりかはわからない。でも、あの人ならきっと何か成果を上げてくれる。そんな根拠のない確信があった。

        　だから私も、もっと頑張らなきゃいけない。

        　

        　５

        　

        　華月の広大な敷地の中に、それは忘れられたようにポツンとあった。

        　校舎から離れたところに位置していて、授業や行事でも一切使われることのない場所。白い壁面には緑の蔦がまるで血管みたいに這っている。夕方って時間も相まって、すごく不気味に見えた。

        　そこは礼拝堂だった。

        　この学校が創立された当初は宗教色が強くて、よく使われていたらしい。でも時代も移り変わって、ここを使う生徒はいなくなった。

        　三角の屋根に、その先端についた大きな十字架。空がオレンジで、カラスが鳴いてるし、周りの木々も風で揺れてるから、本当に不気味だ。

        　そんな礼拝堂の大きな扉を両手でゆっくりと開けて行くと、木が軋む不快な音が鳴った。

        　中はシンプルな造りで、入り口からまっすぐと身しん廊ろうが伸びていて、それを左右で挟むように年季を感じさせる木製の長椅子が設置されてある。

        　そしてその身廊の先には祭壇があり、その向こうには大きなステンドグラス。

        　そのステンドグラスは色とりどりのガラスで構成されているけど、マリア様を模しているのは初見でもわかった。

        　そしてその前に一人の生徒がいた。

        　祈りを捧げるように手を握り、顎を引いて、そのステンドグラスに頭を下げていた。

        　ただそんな彼女も私のことに気づくと振り向いた。

        「……剣舞さん？」

        　相変わらずマスク姿の丘村先輩は、驚いたように目を大きくした。

        　マスクと前髪のせいで、本当に目だけしか素肌が見えない。

        「どうも。丘村先輩ってクリスチャンだったんですか？」

        「いいえ、そういうわけじゃないわ」

        　ならさっきの祈りはなんだったんだろう。宗教なんて別に隠すようなことじゃないのに。

        「あなた、どうしてここに？」

        「まだ入学して二ヶ月ですからね、学校探索ですよ」

        　もちろんそれは嘘で、彼女を探してここに来た。

        　校舎や中庭を探しても見当たらなくて、やっとここで見つけることができた。

        「部活は？　あなたも竈山さんと同じでサボり癖があるの？　感心しない」

        　ぎろりと目を鋭くさせた先輩に、両手を挙げて降参のポーズをとった。

        「あはは、サボりですけど女王陛下ほど頻繁にしないですよ。それに、先輩も知ってるでしょう？　弓道部は市民派の肩身が狭いんです。息抜きが必要なんですよ」

        　華族派の丘村先輩は「そ、それは、そうね」と申し訳なさそうに顔を伏せた。

        「しかも今は練習試合に向けて、レギュラーの人たちが猛練習してるんで、素人の一年生はいるだけで邪魔です。誰からも怒られません」

        「ああ、そういう時期ね」

        「知ってますか？　次の練習試合、大前は女王陛下なんですよ」

        　丘村先輩はすぐに鳩が豆鉄砲を食ったような顔をした。

        「え？　嘘でしょう？」

        「それが本当なんですよ。部長が頑張って説得しました」

        「附柴さんが頑張っても、他の人が納得しないと思うけど……」

        「さすがですね。確かに一触即発な状態になりましたけど、それでも最後には他の先輩たちも納得しました」

        　その事実がとにかく信じられないようで、先輩はマスクをしているのに、その上から口元をおさえていた。

        　気持ちはわかるけど、そこまでの反応をされるのは予想外で苦笑してしまう。

        「そんなに信じられませんか？」

        「まあ、ね……」

        　丘村先輩は動揺しながら、胸ポケットに手を伸ばした。

        　そこにはこの前と同じように厚めのメモ帳が入れてあって、慣れた手つきでそれを取り出すと、メモ帳に付属されている細い鉛筆で何かを書き記した。

        「気にしないでね。こういう癖だから」

        　こちらを見ずとも、私が不思議そうに思っていることを察した先輩が淡々と教えてくれた。

        「何かあるとね、こうしちゃうの」

        「メモ魔ってやつですか？」

        「そうね。忘れるのが怖くて、どんなことでもこうしてる。さすがに、今の話は忘れないと思うけど」

        　メモ帳を閉じると彼女は、またそれを胸ポケットにしまった。

        「竈山さんはちゃんとやる気になってる？」

        「やる気になってるかどうかはわかりませんね。でも――」

        　昨日の彼女を思い出す。去り際に、ちゃんと約束を守ると宣言してくれた姿を。

        「あの人は一度約束したら、それを投げ出すことはしませんよ」

        　まだその約束を果たしてもらったわけじゃないのに自信満々に答えてしまった。

        「珍しい子。あの竈山さんを信じるなんて」

        「それは本人にも言われちゃいました。それより、やっぱり気になるんですね。練習試合のこと」

        「もちろん。そんな話をしてきたってことは、去年のことは知ってるんでしょう？」

        　内心を隠すためエヘヘと笑いながら、身廊を進んで先輩に近づいていく。

        「大雑把な経緯は聞いちゃいました。丘村先輩って、責任感が強いんですね。怪我が理由なら、退部までしなくてもいいじゃないですか」

        「あの時も色んな人にそう言われた。でも、ケジメだから」

        　丘村先輩がコホッと咳き込んだ後に、ステンドグラスを見上げた。

        「あの時、その言葉に甘えても、いつか罪の重さに自分が耐えられなくなったと思う」

        「罪って……。本当に責任感が強いんですね」

        　普通は怪我をして練習試合を棄権することになったってだけで、そこまでの責任は感じないと思う。

        　やっぱり、何かありそう。

        「でも話を聞く限り、先輩より他の問題のせいだと思うんですよ。先輩の代役、女王陛下にしようっていうのを華族派は嫌がったらしいですけど、市民派は反対しなかったんでしょう？」

        「よく知ってるのね。でも、ちょっと違う。市民派が竈山さんを推薦したのは、それこそ華族派への当て付けだったから」

        「ああ、そういうことなんですか……」

        　なんだか当時の状況を思い浮かべると、関係ないのに胃が痛くなってきた。

        「それでより一層、話がまとまらなかったんですね」

        「殴り合いにならなかったのが奇跡。それくらいに揉めたわ。だから、ケジメが必要だったの。そういう問題を引き起こしたんだから」

        「でも、先輩は女王陛下を推薦しなかったんですか？　実力的には問題なかったんですよね？」

        「問題を起こした張本人よ。意見する資格なんかなかったわ」

        「自分じゃ言い辛いなら、代わりに誰かに言ってもらうって方法もあるじゃないですか。例えば、仲の良かった市民派の誰かとか」

        　空気が変わった。さっきまですらすらと答えてくれていたのに、それには即答せずに、顔を伏せて黙ってしまう。

        　そして顔をあげた時には、顔つきが硬くなっていた。

        「やっぱり、感心しない。何を知りたがってるの？」

        「いえいえ、ちょっと気になっただけですよ。そんな怖い顔しないでください」

        　警戒心を隠さない雰囲気に、これ以上踏み込むことはできないと察した。

        「なんで気になるの？　あなたにとっては、去年のことなんて、関係ないでしょ？」

        「こ、好奇心ですよ」

        「随分な好奇心ね。まるでゴシップ誌の記者みたい。記者の人は、それが生業だけど、あなたはどうしてそうまでして好奇心を働かしているの？　ぜひ、聞きたいわ。私だって、あなたの質問にたくさん答えたんだから、教えてくれるわよね」

        　カツカツと早足で私の前まで迫ってくると、顔を近づけて凝視してくる。その迫力に汗が出てきて、機械人形みたいにカクカクと首を動かして目を逸らす。

        　やばい……。

        「今のあなたの話、明らかに何か目的があると思うのだけど？　どうかしら？　目的、聞かせてもらえるわよね」

        　一際大きい足音が礼拝堂に響き、また彼女に詰められる。

        　完全に立場を逆転されてしまった。

        「え、えぇとですね、なんというか……」

        「あら、あれだけの饒舌はどこに行ったのかしら？　何か、やましいことでもあるの？」

        「ないですよ。嫌だなぁ」

        「なら、理由を聞かせて。早く、今すぐ」

        　唾をごくりと飲み込んで、作り笑いを浮かべたまま、必死に言い訳を考える。

        「ほら、先輩と私は一緒だから。気になったんですよ」

        　なんとか捻り出した嘘に、先輩は眉をひそめた。

        「一緒？　何が？」

        「名前ですよ、名前。私たち、名前が花が関係してるでしょう？　私は文字通り『蓮』で、先輩はラベンダー」

        　先輩の両目がカッと見開いた。そして、その瞳が大きく揺れた。

        　咄嗟に思いついたことを口にしただけだから、そんな反応をされるとは思ってなかった。

        「……よく、知ってるのね。私の名前が、ラベンダーの『オカムラサキ』と一緒だって」

        「女王陛下に教えてもらいました」

        「そう……」

        　何が原因かはわからない。でも、丘村先輩はさっきまでの攻撃的な態度を引っ込めると、私の横を通り抜けていった。

        「でも、あなたと私は違うわよ」

        　両手で礼拝堂の扉を大きく開けてから、彼女は少しだけこちらを振り向いた。

        「――私は、造花だから」

        　

        


    

    
        　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    

    
        第三章【百合の王冠】

        　

        　

        　華月の生徒会は特別だ。

        　そのことを知ったのは入学してからだったけど、華族派の間では有名なことで、入学前から生徒会に憧れる生徒も少なくないらしい。

        　物語の中に出てくる生徒会のように、とにかく権限をたくさん持っている。

        　各部活や委員会の活動費についても生徒会が協議して決めて、その金額を学校側が承認している。

        　体育祭や文化祭の統括、修学旅行の行き先を含むスケジュールの作成、そして校内で起きたトラブルの解決など。この学校で生徒会の管轄ではないことの方が少ない。とにかくその仕事量は多く、その反面、与えられてる権限もすごく多い。

        　その生徒会は各部活と委員会の長で構成される。つまり弓道部なら附柴部長で、彼女が生徒会役員という立場になっている。ちなみに、部長や委員長になるのにも部内での選挙を勝たないといけないので、とってもハードルが高い。

        　華月の生徒会役員だったというのは、卒業後にも活かせる経歴になり、ＯＢになってから特別視されるという。

        　だから、その中でも生徒会長は特に憧れる生徒が多い。

        　生徒会長の独断だけで、部活動の廃部や、生徒の退学まで決められる。だから、憧れる人もいるけど、怖がっている人もいる。

        　そして、そんな校内の最高権力者が、私の目の前にいた。

        「ヤッホー。待ってたよ、竈山くんにハスミン」

        「……はい？」

        　女王陛下に案内されて美術室に来たら、扉を開けるなり、そんな挨拶をされた。

        　美術室の壁際には多くのデッサン用の石膏像が不気味に並べられている。そこら中にイーゼルに載ったキャンバスが置かれていて、お世辞にも片づけられているとは言えない。

        　そんな雑多な部屋の真ん中で、その人は椅子に座っていた。

        　身長はとても小柄。一見すると、高校生というより小学生だ。それなのに髪の毛はすごく長く、足元まで伸びていて、髪が彼女の全身を包んでいるみたい。

        　そしてその髪も特徴的だった。白と銀を合わせたような、輝きを持った白。その色は例えるなら百合の花。

        　椅子が高いせいで、少し足が浮いていて、それをブラブラとさせている。手には絵の具のついた筆が握られていて、目の前にはキャンバスがあった。飛び跳ねた絵の具が、制服に斑点を作ってしまっていた。

        「……久く留る間ま、相変わらずね」

        「それはお互い様だよね、竈山くん。いやでも、そうでもないのかな？　まさかそっちから会いたいって言ってくれるなんて思わなかったもんね。嬉しいな。顔を合わせないうちに、心境の変化でもあった？」

        「お前とくだらない話をする気はないから」

        「ふふ、やっぱり相変わらずだね」

        　女王陛下の失礼な態度にも生徒会長は笑顔で、本当に面白そうにしていた。

        「あ、でもハスミンは初めましてだね」

        　彼女は椅子からピョンと飛び降りると、軽快な足取りで私の前まで来た。

        「初めまして、ハスミン。私が生徒会長で、美術部部長の久く留る間ま百ゆ合りだよ。よろしくね」

        「は、はすみん？」

        「剣舞蓮って名前なんでしょう？　だから、ハスミン。いいでしょ？」

        　ニッコリと笑いながら、握手のために右手を差し出してくる。

        「は、はぁ……。よろしくお願いします」

        「あ、硬くならないでね。後輩にも気軽に接して欲しいから。私のことは好きに呼んでいいよ」

        　握手をすると、その手をブンブンと振り回されて、それに満足すると百合先輩は椅子に戻っていった。

        　想像していた生徒会長と違いすぎていて、困惑してしまう。

        「あの人って、生徒会長で、華族派の人なんですよね？」

        　隣に立つ女王陛下にこっそりと耳打ちすると、彼女は不快そうな顔をしながらも「そうよ」と肯定した。

        「けど、あれは特別だから。例外だと思いなさい」

        「それはなんとなくわかります」

        　女王陛下に『生徒会長と会うことになった』と聞いた時も驚いたけど、今はそれ以上だ。

        　生徒会長といえば、生徒の中でも特別。それは一年生の私でも知ってる常識。だからどんな厳格な人なんだろうと身構えていただけに、そのギャップに腰が抜けた。

        「でも、本当に嬉しいんだよ。竈山くんが誰かを頼るなんて、私が知る限り初めてのことだもん。咲さく良らちゃんから君が会いたがってると聞いた時はビックリしたからね」

        「咲良ちゃん？」

        　知らない名前に反応すると、百合先輩が急に「そう！」とテンション高めの返事をしてきた。

        「咲良ちゃん！　私の自慢の妹なんだ。とっても可愛くて、それなのにクールでカッコいい子だから、ハスミンも会ったらきっと好きになるよ！」

        「そ、そうなんですね」

        「うん！」

        　すっごい良い笑顔でお勧めされると、もう頷くしかなかった。

        　わかったことが二つ。どうやら女王陛下と百合先輩の妹が知り合いで、その伝手で今回の約束を取り付けたってこと。

        　もう一つは百合先輩が重度のシスコンだってこと。

        「それより、話をしたいのだけど」

        「うん、そうしよう。それじゃあ――交換条件を出していい？　私はちゃんと話を聞くから、一つだけ、言うことを聞いてくれる？」

        　ちゃっかりとしている百合先輩の申し出に、女王陛下は平然と「ええ」と応じた。

        　やっぱり、こういう『貸し借り』の精神は女王陛下の中では当然のことなんだろう。

        「なら、そこに椅子が二つあるから、並んで座ってね」

        　百合先輩は自分の前にあった椅子を指さした。言われるがままに二人でそこに座ると、彼女は持っていた筆を適当に投げ捨てて、近くにあった鉛筆を手に取った。

        「二人とも可愛いから、いい絵になりそう。あっ、竈山くん、描いた絵はあげるからね。安心して」

        「いるわけないでしょう」

        　そんな素っ気ない返答に、百合先輩は「そう遠慮しないでいいよ」と、どうしても絵をプレゼントしようとしていた。

        「じゃあ、二人がモデルになってくれる代わりに、私は何をしたらいいの？」

        　キャンバスと私たちを交互に見ながら、百合先輩は素早く鉛筆を動かしていく。

        　女王陛下に肘で突かれた。どうやら、お前が説明しろということらしい。

        「百合先輩は、羽馬優さんを知っていますか？」

        「羽馬……あれ？　どこかで聞いたことある気がするなぁ。でも思い出せないや。相談事は、その羽馬って生徒についてかな？」

        「はい。ちょっと長くなるけど、聞いてください」

        　女王陛下にも話した私と優さんの関係、そして優さんが突然退学したことなど、できる限り丁寧に説明した。

        　話を聞いている間も百合先輩は手を止めることはなかったけど、ちゃんと相槌をうってくれた。

        　優さんが現在行方不明であること、そして失踪直前に意味深な言葉を残していたこと。それらの真相を知りたくて、私が入学したこと。全部話した。

        　一通り話し終えると、そこで百合先輩はやっと手を止めた。

        「やっぱり二人とも絵になるね。これは想像以上にいい作品になるよ」

        　顎に手を当てながら、満足そうにキャンバスを見つめていた。

        「え？　あの」

        「大丈夫だよ、ハスミン。話は聞いてるから。それにしてもハスミンは良い子だ。羽馬くんにとって、君は妹みたいな存在だったんだろうね。その妹が、姉のために必死になってるなんて感動的だよ」

        　そこで百合先輩は両手を頬に添えると、なぜか照れたように顔を赤くしながら、体をクネクネとさせた。

        「咲良ちゃんが私にためにそんなに必死になったら、嬉しくて昇天しちゃうね」

        　重度のシスコンが勝手な妄想でテンションを上げていた。

        「……あんな感じだと、その妹さんに嫌われているんじゃないですか？」

        　絶対に百合先輩に聞こえないように、本当に小声で女王陛下に尋ねてみると、彼女は「いいえ」と即答した。

        「あの二人は、どっちもどっちよ」

        「そうなんですね……」

        「むしろ、あいつの方が久留間に依存していると思う」

        　目の前で妄想に興奮してる百合先輩を見ていると、あれより重度のシスコンって、やばい人じゃないのかと心配になる。

        「さてさて、つまり二人は羽馬くんの退学の理由を知りたいってことだね」

        「はい。退学するとき、学校側に事情を説明してると思うんです。生徒会長なら、それを調べられませんか？」

        「調べられるっていうか、それって生徒会の管轄なんだよ。この学校で退学しようと思うと、最終的には生徒会長の許可がいるんだ。だから去年の生徒会長が事情を知ってるはず」

        「すごい。なら、すぐに調べて――」

        　予想を超える強権に驚きながら、期待を膨らませる。ただ百合先輩は申し訳なさそうに首を横に振った。

        「ただ、羽馬くんは例外だね。やっと思い出した。確かに、彼女の名前は生徒会が管理している退学届の一覧の中にあったよ」

        　百合先輩の話によれば、退学届は最終的に生徒会長が受理するので、退学届の控えを生徒会で保管しているらしい。そして彼女は、そこで優さんの名前を見たという。

        　ただ……。

        「理由が『非公開』だった。他の生徒は全部、理由まで書いてあったのに、彼女だけそうなっていたよ」

        「そんなことって……」

        　衝撃を受ける私に、百合先輩は「ごめんね」と謝ってくれた。

        「普通はこんなことないから、何かの力が働いたんだと思う」

        「久留間、どうしてそんなことになるの？　羽馬は市民派よ。そんな融通が利くはずがないのだけど」

        「さすがだね。私もそう思う。明らかに第三者の何らかの力が働いたんだろうね。しかも、その書類を管理していたのは学校側と生徒会長。その双方が忖度するほど力がある人物の意向ってことになっちゃう」

        　その説明に女王陛下が舌打ちをした。

        　そうなると、そんなことができそうな人は一人しかいない。

        「……丘村先輩ですか？」

        「ハスミンの話を聞く限り、確かに丘村くんは怪しいかな。それに丘村の家が動けば、学校や先代の生徒会長も忖度したはずだよ。ねえ、竈山くん？」

        　意味深に同意を求められた女王陛下は不快そうに鼻を鳴らすだけだった。

        「あの、百合先輩は丘村先輩とは知り合いなんですか？」

        「挨拶はしたことあるけど、話したことはほとんどないんだよ。彼女も竈山くんと同じタイプで、ちょっと素っ気ないから」

        「あれと一緒にしないで」　

        　丘村先輩と同じ扱いにされたことがよっぽど嫌だったらしく、女王陛下が珍しく声を張ると、百合先輩が苦笑した。

        「ごめんごめん。でも……そうなると、丘村くんに話を聞いてみたいところだけど」

        「それは無理よ。こいつが失敗したからね」

        　女王陛下がオブラートに包まずに、指さして責めてくる。

        「うぅ、だからすいませんって……」

        　丘村先輩との話し合いで怪しまれてしまったことは、ちゃんと報告している。

        　そのことを最初に報告したときは、呆れ返った表情で『お前、使えないわね』とまで言われている。

        「少しは使えるやつだと思っていたのに」

        「ああ、そうですよ！　私が悪かったんですよっ」

        「そうよ。決まってるじゃない」

        　自暴自棄になってみたけど、それすら真顔で受け止められてしまい、もう「ううぅ」と泣きそうな声を漏らすしか無かった。

        「まあまあ、落ち着いて。丘村くんから話を聞いてみたいけど、裏工作をしていたかもしれないんだよ？　素直に教えてくれるわけないって。竈山くんも、後輩が可愛いからってイジメすぎちゃダメだよ」

        「あたしは事実を言っただけ」

        　百合先輩がぴょんと椅子から飛び降りて、窓際の方へ向かっていくと窓を開けた。風が吹き込んできて、彼女の白い髪が大きく靡いた。

        「空気の入れ替えだよ。さて、ここから先が私の仕事かな？　先代の生徒会長と、そして先生たちに羽馬くんの件を聞いてみるね」

        　かなり難しそうなことなのに、百合先輩は何てことないというように提案してくれた。

        「久留間、こっちは条件をのんだのだから、ちゃんと成果をあげなさい」

        「じょ、女王陛下っ」

        　せっかく優しい提案をしてくれてる先輩に、しかも生徒会長に、この人は何を言い出すんだと腰を抜かしそうになった。

        「ふふ、そういうところ、私は好きだよ。それとハスミン、安心してくれて大丈夫だからね」

        　百合先輩は両手を腰に当てて、胸を張った。

        「私は後輩想いで頼りになる生徒会長だから」

        　自信満々にウインクする姿には、一切の不安を感じさせない安心感があった。とっても小柄なのに、すごい頼りになる。

        「なら、あたしはもう帰っていいかしら？」

        「うん。二人の姿は目に焼き付けたから。絵が完成したら、プレゼントするね」

        「だから、いらないわ」

        　モデルになるのが退屈だった女王陛下は立ち上がると、挨拶もしないで退室しようとした。

        　そこで、部長から伝言を預かってることを思い出した。

        「女王陛下、部長がそろそろ練習に顔を出してって言ってましたよ」

        「……面倒ね」

        「ま、練習試合の前に肩慣らしはしておいた方がいいんじゃないですか？」

        　それにちゃんとした返事をしてくれないまま、出て行ってしまう。そんな彼女の背中に「頼みましたよー」と投げかけておいた。

        　百合先輩と二人だけになったあと、ちゃんと立ち上がって頭を下げた。

        「百合先輩、本当によろしくお願いします」

        「もうー、硬いのは嫌だって言ったよね？　そんな他人行儀な事はやめてよ。私とハスミンの仲でしょー？」

        　百合先輩はこちらに寄ってくると、小柄な体を活かして下から私の額を押し上げた。

        「それにハスミンは面白いから頑張るよ」

        「面白い？」

        「あの竈山くんが君を気にいってるし、君もあの子の扱い方をわかってるみたいだからね。あの子のことは昔から知ってるけど、そんな相手はハスミンが初めてだよ」

        　百合先輩は女王陛下が退室していった扉を見ながら、感慨深そうにしていた。

        「あの気分屋さんが、後輩のために動くなんてビックリだ。すごいことだよ」

        「いや、女王陛下は丘村先輩のことを知りたいみたいです。嫌いみたいですから、弱みを握りたいんじゃないですか？」

        　百合先輩はそんな裏事情を「あはは」と笑って、そうかそうかと納得した。

        「竈山と丘村の家はお互いに銀行だから、思うところがあるのかな？」

        「百合先輩は女王陛下を昔から知ってるんですよね？」

        「華族派って、コミュニティが狭いんだ。子どもの頃に何度かパーティで会ってるよ。昔からあんな感じだね」

        　子どもの頃から何度もパーティに参加していること自体、市民派からすれば浮き世離れした話なんだけど、この人たちにとっては当たり前のことみたいだ。

        「じゃあ丘村先輩とも、子どもの頃に？」

        「ううん。丘村くんって、病弱で有名だったんだ。だから、そういう場所には顔を出せなかったらしいよ」

        　そこで丘村先輩のマスク姿と、時折咳き込んでいたのを思い出した。大きなマスクのせいで顔はほとんど見えないけど、あれは風邪とかインフルエンザに感染しないための予防なんだろう。

        「でも、竈山くんは会ってると思うよ。銀行同士の付き合いがあるはずだから」

        「じゃあ、仲が悪いのは……子どもの頃に何かあったから、ですかね？」

        「可能性はあるね。気が合いそうにない二人だし」

        　百合先輩はその不穏な過去を想像して、面白そうに笑った。意外といい性格をしている。

        「羽馬くんの件は頑張るから――ハスミンも、竈山くんのこと、よろしくお願いね」

        　小柄な体からかけ離れた慈母のような笑みを浮かべて、百合先輩は続けた。

        「強い子だし、弱いところを見せないけど、一人で生きていけるってわけじゃないから」

        　

        　２

        　

        　紙パックのいちごミルクを差し出すと、芙蓉先輩はキョトンとした。

        　それは未知の生物と遭遇したような反応で、目の前のそれが何か理解できない様子だった。

        　お昼休みに食堂に一人でいる芙蓉先輩を見つけたから、いちごミルクを二つ買った後、また彼女と相席をした。

        「お礼ですよ。どうぞ」

        「……お礼？」

        「はい。芙蓉先輩のアドバイスのおかげで、進展があったんです。受け取ってください」

        　グイッと紙パックを差し出しても、先輩は「でも……」と遠慮して受け取ってくれない。しばらく「どうぞ」「でも」と、押し問答が続いた。

        　結局、私のしつこさに負けた芙蓉先輩が「じゃあ」と受け取ってくれた。

        　私も自分の紙パックにストローをさして、全然乗り気じゃない先輩と乾杯をしてから飲んだ。

        「おかげさまで目標に近づけてます。本当はもっとお礼したいんですけど、これで勘弁してください」

        「そ、そんな、いいよいいよ。気にしないで」

        　先輩は手の平を突き出して、ぶんぶんと何度も首を左右に振った。きっと遠慮されると思ったから、いちごミルクにしたんだけど、正解だったみたいだ。これ以上のものだったら受け取ってもらえなかった。

        「でも、よかったね」

        「はい。想像の斜め上の展開になってますけど、少なくとも自分一人じゃどうにもならなかったと思います」

        　芙蓉先輩のアドバイスでは、女王陛下に話を聞くだけの予定だった。それが秘密を告白して、まさかあの人と一緒に捜査することになるなんて思ってもいなかった。

        「気苦労は増えましたけど、助かってます」

        「気苦労？」

        「ええ。今よく一緒にいる人と性格が違いすぎて」

        　女王陛下と一緒にいるととにかく心臓に悪い。この前の百合先輩との話し合いがそうだ。目上の人が相手なのに、あの態度を崩さない。

        　百合先輩が理解のある人で助かったけど、弓道部の先輩達から目をつけられるのも仕方ない。

        「時々、胃に穴が開きそうになりますよ」

        　先輩に愚痴っても仕方ないけど、こうして口に出さずに貯め込むのは嫌だから、付き合ってもらおう。

        「……あのね、少しだけど、その気持ちわかる、よ」

        「え？」

        「私も……そういう人の側にいるから」

        　先輩は弱々しい笑みを浮かべた。こんな笑顔だけど、それでも彼女が笑うのはとても珍しいことだ。

        「だから……怒らない方がいい、かな。常識が違う人に怒るのは、疲れちゃうだけだから」

        　そのアドバイスはなぜかとんでもなく説得力を持っていた。それに先輩も自信を持っているように見える。少なくとも、この前のアドバイスのように言葉を選んだりしていない。

        　きっと先輩が経験から得た心得なんだろう。

        「わかりました。そうしてみます」

        「うん。難しいけどね」

        　ふと、先輩の制服のポケットから何かがはみ出しているのに気づいた。それはヘアブラシの柄先で、思わず「あ」と声をあげてしまう。

        　だって、女王陛下が渡してくるヘアブラシと同じものだったから。

        　先輩が私の声に「な、なに？」と驚いてしまった。

        「すいません。それ、ヘアブラシですよね。先輩のですか？」

        　指さして訊いてみると、先輩はそれを取り出して「ううん」と否定した。

        「えぇと……私のものじゃなくて、預かってるだけ」

        　その理屈がよくわからず首を傾げてしまう。

        「ごめん。深く考えないで」

        「あ、はい」

        　もしかしたら先輩も、その側にいる人のことで何か問題を抱えているのかもしれない。できるなら力になってあげたいけど、事情を知らないのに口出しするのは気が引ける。

        　それに先輩から相談もされてないのに、出過ぎた真似は、かえって先輩を困らせてしまうかもしれない。

        　いつか、素直に相談してくれたら、その時に力になろう。

        　あるいは、私じゃ力になれないかもしれないから、誰か先輩の力になれる人と、先輩が出会えるといいな。

        「それより、ヘアブラシがどうかした？」

        「たまたま、それと同じヘアブラシを持ってる人を知ってるんですよ」

        「そうなんだ。これ、結構高価だよね」

        「……いえ、初耳です。どれくらいするんですか？」

        　芙蓉先輩はスラスラとその金額を教えてくれた。途端に、汗が吹き出てくる。だって庶民の私からすれば、それはヘアブラシにかける金額じゃなかった。

        　そんな高価なものを持たされていたんだと思うと、今になって緊張してきた。

        「私、それで髪をとけって言われてるんですけど……今度から手が震えてできないかも……」

        　今更震え始めた自分の両手を見つめていると、芙蓉先輩が「ふふっ」と小さく笑った。

        「大丈夫だと思うよ。このブラシ、少しの力加減で上手にとけるから」

        「えっ……そうですか？」

        　いつも女王陛下の髪をとくとき、力を入れている。彼女の髪でも、時々櫛が引っ掛かるところがあるから、そういう時は特にそうしていた。

        「うん。コツはあるけど、それを掴めば扱いやすいブラシだと思う」

        　いちごミルクを両手で持って、ハムスターがひまわりの種を抱えるみたいなポーズで飲んでいる先輩から、後光がさしているように見えた。

        「え、えぇと……どうか、した？」

        　芙蓉先輩が見つめられて困惑していたけど、そんな彼女にすごい勢いで、自分のいちごミルクを差し出した。

        「先輩っ！　いちごミルクをもう一本プレゼントします！　だから、お願いがあります！」

        「……へ？」

        　

        　芙蓉先輩は「一本あれば十分だよ」と、追加のいちごミルクは受け取ってくれなかった。

        　でも、私のお願いをきいてくれて、髪のとかし方を教えてくれた。

        「肩の力を抜いてね。そぅっと、やってみて」

        　芙蓉先輩のヘアブラシを借りて、彼女の髪を教えられた通りにとかしてみる。

        　ヘアブラシの持ち方や、動かし方、力加減などを先輩は丁寧に教えてくれて、それを実践してみる。

        「おおっ」

        　自分でも驚いてしまうくらいに、上手にできた。流れるように手が動いていき、気持ちがいい。

        　先輩の髪は長くないから、これが女王陛下の髪ならもっと気持ちいいだろう。

        「どう、かな？」

        　自分の指導に自信がないのか、先輩が不安そうにしているので、力強く何度も頷く。

        「すごいです！　なんか、一気に上達した気がします！」

        「そう、よかった」

        　先輩が胸を撫で下ろしている最中も、私は上達したことが嬉しくて、何度も先輩の髪をとかした。

        　これでもう女王陛下に下手だなんて言わせない。彼女の驚いた顔を想像すると、自然と笑顔になった。

        「ふふふ、ぎゃふんと言わせてやる」

        　そんな独り言になぜか先輩が「いいね」と羨ましそうにした。

        「よくわからないけど……信頼しあってるんだね」

        「そ、そうですか？」

        「だって、剣舞さんはわざわざこうやって上達するために練習してて……その人は剣舞さんにブラシをお願いしてるんでしょう？」

        「あの人は面倒だから、そうしてるんですよ」

        「あの、ね。そのヘアブラシが高価なのは、もう手に入らないからなんだ。海外の有名な老舗で作られた物なんだけど、そこは何年か前に閉店して……もう手に入らないんだよ」

        　またとんでもない事実を教えられて、手汗が吹き出てくる。

        「そういうのは先に言ってくださいよ……」

        「ご、ごめんね。でも、言ったら緊張すると思ったから」

        　先輩の予想は正しくて、練習の前にそれを聞かされていたら、落ち着いて先輩の指導を受けられなかったはずだ。

        「だから、ね。そんな大切なものを貸すってことは、その人は剣舞さんを信頼してるんだよ」

        　その高価でレアなヘアブラシを見つめる。見ただけじゃ、その価値はわからない。

        「信じ……られてるのかな？」

        　あまり自信が持てなかった。

        　

        　３

        　

        　いつもは西洋人形みたいな外見なのに、弓道着に着替えると、そのギャップに異質さを感じる。

        　とはいえ、それが不気味な異質さかといえば、そうじゃない。なんだか、いつにも増して高貴に見える。

        　白い上衣に黒い胸当て、そして紺色の袴。どこから見ても日本的な格好なのに、瞳は青くて髪は金色。あの長髪も、弓道の時だけはヘアゴムでまとめている。

        　そんな格好で弓を構え、的を定める姿は西洋のハンターみたいだった。

        　弓道場の射座には彼女しかいなくて、他の部員は私を含めて、彼女の後ろでずらりと並び、その一挙手一投足を眺めていた。

        　一年生や二年生はそこから何か学ぼうとしているのに対し、三年生の先輩たちは粗探しをするように睨んでいた。

        　弓道場は女王陛下が来ると、いつもと違う緊張感が走る。

        　普段は閉じられているか、面倒くさそうに半分しか開かれていない彼女の目が、この時だけは狙いを定めるために細くなっていた。

        　彼女の視線の先には霞かすみ的まとと呼ばれる、黒い円が三つ描かれた的があった。

        　すうっと、彼女が小さく息を吸う音が聞こえた。

        　次の瞬間、彼女が矢から指をはなすと、バンッと爆発音に近い音とともに、矢が的に突き刺さった。

        　本当に中央付近。

        　矢を放った後の姿勢もお手本のように美しくて、見事な一射だったのに、それを少しも表情に出さない。まさに「無心」だった。

        　これで部活に来るのが久しぶりなんだから、やっぱり実力は部内で飛び抜けている。

        　しぃんと静まり返っていた弓道場に、パンパンと拍手が鳴った。部長が無言のまま、私たちを一瞥してから拍手を始め、後輩全員がそれに倣う。

        　三年生の先輩たちは、やっぱり拍手はしなかった。

        　部長が女王陛下の側までいき、また一本、矢を差し出した。

        「竈山さん、お見事だね」

        「……別に」

        　部長がせっかく褒めても素っ気ない態度で、自分が当てた矢を細目で確認してから、珍しく悔しそうにした。

        「狙ってた場所ではなかったわ」

        「わかってる。あなたは、もう少し円の外側を狙ってた。真ん中に寄りすぎたね」

        　女王陛下の狙いをどうして部長が理解できるのかわからなかったけど、その指摘は当たっていたようで、彼女は否定しなかった。

        「でも、それでも十分じゃない？　あとは練習試合までに、もう少し弓に触れておけば、あなたなら問題ないと思う」

        「……また来いと？」

        「練習試合までは、そうしてもらわないと困る。これは、二人きりのときにも言ったはず。もう日にちも迫ってきたし、気合い入れてね」

        　女王陛下はため息をついても、それを聞き流したりせず、部長が差し出した矢を受け取った。

        　そんな彼女に苦笑したあと、部長が私たちに目を向けた。

        「みんなは竈山さんから色々学んでね。見ての通りの腕前だから、きっと勉強になることは多いよ」

        　私を含めた後輩たちが「はいっ」と声を揃えて返事をした。

        「じゃあ、見学はこれくらいにして、練習に戻ろ――」

        「待ちなさい」

        　部長の号令が、棘のある声で遮られた。

        　三年生の集団から一人、女王陛下に向かっていく。ミーティングの時に彼女に噛み付いていた人で、部内にいた全員の顔が強ばった。

        　先輩は女王陛下の前に立つと、挑発的な笑みを浮かべた。

        「竈山、勝負をしましょう」

        「……勝負？」

        　いきなりの申し出に女王陛下が、あからさまに面倒くさそうにした。ただ、先輩はそれには怒らず「そうよ」と笑みをたやさない。

        「私が勝ったら、大前を辞退しなさい」

        　その条件に弓道場がざわめき、先輩のすぐそばに立っていた部長が瞠目した。

        「ちょっと、それは私が決めることで」

        「あなたの無茶苦茶な選定に、一度は従っただけでもありがたいと思って欲しいわね。それに私は竈山と話しているわ」

        　先輩は部長のことをあしらうと、また女王陛下へ視線を向けた。

        　身長差のせいで、先輩が彼女を見上げている形になっていたけど、その顔にはなぜか自信が溢れていた。

        「どう？」

        「あたしにメリットがない」

        　無茶な条件付きの勝負とはいえ、先輩からの申し出なのに、女王陛下は虫でも払うかのように素っ気ない態度だった。

        「なら、お前が勝ったら、お前がしたいようにしなさい。どんな命令でもきいてあげる」

        　その条件にまた弓道場がざわついた。その喧騒の中で、先輩だけが女王陛下を不敵な笑みで見上げている。

        「どう？　悪くない条件でしょう？」

        　悪くないというか、分が悪い。相手は女王陛下で、他人に遠慮する人じゃないから、何を命令されるかわからない。

        　そして、実力だって女王陛下の方が上なのに……。

        　女王陛下はしばらく先輩を見つめてから、ため息をついた。

        「いいわ」

        「竈山さんっ」

        「附柴、お前は関係ない。これはあたしとこいつの問題よ」

        　女王陛下からもあしらわれてしまった部長は「ああもうっ」と悪態をついた後に、髪をかきむしった。

        「一年生っ、新しい矢を持ってきて！」

        　半ば自棄になった部長が大声でそう命令するけど、この空気の中で動ける一年生はいなくて、全員が顔を見合わせた。

        「……ま、仕方ないな」

        　ずっと静観していたけど、なんだか他人事じゃない気がしたから、私が新しい矢を部長に届けた。

        　部長に矢を渡すときに女王陛下と目があったけど、お互いに何も言わなかった。

        　矢を渡したあとはまた射座の後部に下がって、他の部員と共に観戦することにした。部員たちがコソコソと話している間に、粛々と対戦の準備が整えられていった。

        「いいですか、勝負は一本です。より的の中央に当てられた人の勝利とします」

        　二人からあれだけの扱いを受けた部長が、頼まれてもいないのに勝負を仕切っていた。

        　射座では距離をとった二人が並んでいて、その中央に部長が立っていた。

        「がんばれっ」

        「ファイトッ」

        「やっちゃえ、やっちゃえ」

        　三年生たちが拳を振り上げて先輩に向かって声援を送る。当人はもう射撃の準備に入っていて、目を瞑って集中しているからそれには応えない。

        　ただ先輩と違って、女王陛下を応援する部員は一人もいなかった。完全に日頃の行いのせいだけど、それだけで彼女にとっては敵地のような雰囲気が出来上がっていた。

        　なんだか、それが面白くない。

        「女王陛下、がんばってくださいね」

        　大声じゃなくて、できるだけ控えめに、ギリギリで女王陛下に届くような声で応援したつもりだったけど、彼女への声援というだけで異質だったようで、部員が全員こっちを見た。

        　三年生の先輩たちについては、明らかに睨んできた。

        　それなのに女王陛下はチラリと一瞥しただけ。頷くわけでも、ましてや笑顔をくれるわけでもない。本当に、あの人らしい反応だった。

        　弓道場が静まり返ると二人は示し合わせたように、左手で持った弓を掲げるようにして右手で弦を張り、矢の先を的に向ける。

        　数秒間、二人が同じ姿勢で固まった。

        　そして次の瞬間――二本の矢が、同時に放たれた。

        　バンッという激しい音が鳴り、二人の矢が霞的に的中した。

        　その場にいた全員がそこに視線を向け、唾を飲んで目を凝らす。

        　先輩の放った矢は中心から少しずれていて、対して女王陛下の矢はど真ん中を射抜いていた。

        「……勝者、竈山さん」

        　部長が静かに宣言した。

        　でも、他の誰も何も言わない。そこには盛り上がりも高揚感もなくて、むしろ全員がどうしたらいいかわからないと困惑していた。

        　ただ、そんな空気の中、先輩は霞的をジッと見つめていたかと思うと「うふ」と笑った。

        「竈山、お前の勝ちなんだから、早く命令して」

        　ここまで大勢の前で負けたのに、先輩は悔しさを感じさせない清々しさで、まるで勝者のような余裕を感じさせた。

        　女王陛下はその先輩に、珍しく少し当惑しているようで、あの青い瞳を揺らした。

        「どうしたの？　どんな命令でも従ってやるわよ」

        　二人の間に挟まるように立っていた部長が、止めに入るタイミングを伺っていたけど、揉め事が起こる雰囲気でもなかった。

        「質問に、答えて」

        「質問？　それが命令？」

        「……ええ」

        　女王陛下は明らかに先輩に対して怯んでいた。そんな彼女は初めて見たけど、それほどに先輩は堂々としていて、その態度が予想外だったんだと思う。

        「どうして、こんな勝負を？　お前とあたしの実力差なら、結果なんてわかっていたはずよ」

        　失礼な質問なのに、先輩はそれを鼻で笑うと、弓を持ったまま女王陛下に近づいていき、さっきのように見上げた。

        　そして女王陛下の右胸を指さした。

        「私はお前を信じてない」

        　それはあまりにはっきりとした宣言だった。普通ならそれだけで喧嘩でも起こりそうなものだけど、女王陛下もそれをわかっていたからか、眉一つ動かさない。

        　先輩はニヤッと笑うと、さっき女王陛下が放った矢を指さした。

        「外そうと思えば、外せたわ。お前の実力を知ってるからわかる。それを、試したかっただけ」

        　意外すぎる勝負の理由に部員がざわついた。他の三年生たちでさえ知らされていなかったようで、みんな目を丸くしている。

        「……そんな理由で？」

        「練習試合でも負けたくないの。やる気がない奴が大前なんかに居座っていたら、勝てる試合も勝てないわ。だから、お前はちゃんと、部員に自分のやる気を見せなきゃいけないのよ」

        　先輩はそこで急に私を指さした。

        「お前を応援する物好きもいるんだから。そろそろ、先輩としての自覚を持つことね」

        「…………」

        「まあ、ちゃんと真剣勝負したんだから、練習試合までは信じてあげるわ」

        　先輩はそれで満足したようで、部長に「今日はもう帰る」と一方的に宣言すると、誰にも何も言わず弓道場から去っていった。

        　その彼女の背中を、未だに困惑した表情で女王陛下が見つめていた。

        　

        　４

        　

        　色々あった部活が終わって、私と女王陛下は二人並んで寮へと帰っていた。

        　あのあと、部長が部活を仕切り直し、先輩が一人欠けた状態で練習は続けられた。その間もずっと、女王陛下はぼんやりとしていて、心ここにあらずといった状態だった。

        　部活が終わってからもそうだったから、一人にするのも忍びなく、一緒に帰ることにした。

        　夕焼けに染まった寮までの一本道を二人で歩いているけど、隣の女王陛下が難しい顔で黙っているので居心地が悪い。

        「いやいや、先輩の行動には驚きましたね」

        「…………」

        「あのぉ、聞いてます？」

        「少し、黙りなさい」

        　静かにしろ、黙れとはよく命令されるけど、今日のそれはいつもと違っていた。いつも眠そうに、気怠そうにしている女王陛下が、眉間に皺を寄せて何かを考えていた。

        「先輩のこと、気になりますか？」

        　原因なんかはっきりしてたから、黙りなさいという命令を無視して突っ込んでみる。

        「……わからないわ。あいつは、どうしてあんなことをしたの？」

        「それは答えてくれてたじゃないですか」

        　素直じゃなくて、むしろ捻くれた答えだったけど、あれが先輩の真意なんだろう。

        「あの人は練習試合に本気で、女王陛下がどこまで真剣なのかを確かめたかったんですよ」

        　だからこそ、自分が大恥をかくリスクを負ってまで、あんな勝負を仕掛けた。あれのおかげで部員は女王陛下が試合で手を抜くようなことはしないと確信しただろうし、先輩も自分の中で納得できたはずだ。

        「先輩のこと、見直しました。いつも誰かに噛み付いているイメージでしたけど、ああいうところがあるんですね」

        「……信じてあげる、と言っていたわ」

        「素直じゃないですよね。もっと『頑張れ』とか、色々言いようはありそうですけど」

        　ただ、もしかしたらあれが彼女の精一杯だったのかもしれない。嫌いな後輩に負けて、それを部員に見られて、悔しいはずがないから。

        「わからない」

        　譫言のように女王陛下はそう繰り返し、どこか遠くを見つめていた。

        「何がわからないんです？」

        「どうして、そんなことで他人が信じられるのかしら」

        「そんなことって……あの勝負は、先輩にとって一世一代のものでしたよ」

        「でも、たった一度の勝負で、相手はあたしだった。あいつはあたしのことが嫌いなのよ」

        　どうやら嫌われている自覚はあったらしい。

        　いつもと違う彼女の態度になんと答えていいかわからなかった。私は先輩の真意を理解してるつもりで、それをちゃんと言葉にした。女王陛下もそれを理解できないほど鈍感じゃない。

        　だから彼女はもっと根本的なところで、何かにひっ掛かっていて、それがわからない。

        「先輩が信じたことが、信じられないってことですか？」

        「そう、ね」

        「どうしてです？　先輩は素直じゃなかったですけど、気持ちを隠してたわけじゃないですよ。女王陛下だって、人を信じたことくらい――」

        「ないわ」

        　私の言葉を遮って、彼女は力強く断言した。あまりにはっきりした答えに、足を止めてしまうけど、彼女はそんな私を無視して歩き続ける。

        「他人を信じたことなんて、一度もないわ」

        　その言葉尻から哀愁や寂しさは感じられず、だからこそ嘘じゃないことがわかった。

        　ズキンと、胸が痛くなった。それは気持ちの問題なのに、つい胸に手を当ててしまう。

        「……どうしてですか？」

        　早歩きで彼女に追いつくと隣に並んで、笑顔で彼女の顔を覗き込み、気持ちを悟られないようにした。

        「あたしの家は銀行なの」

        「それは知ってますよ」

        「金の貸し借りで人生を台無しにしてきた連中を、子どもの頃からたくさん見てきた」

        　淡々と語る彼女の目は虚で、その悲惨な光景を思い出しているようだった。

        「金は簡単に人を弱く、醜くするわ。誰かを信じて、裏切られて、人生を破綻させて……死んだやつも知ってるわ」

        　高校生の私だって想像したくもない現実。でも、それを彼女は子どもの頃に見ている。

        　急に彼女が足を止めて、吐き出すように呟いた。

        「信じるというのは、裏切られる覚悟をするということよ」

        　それはきっと、他人を信じない彼女が信じている、悲しい信念だった。

        　何か気の利いた言葉をかけたいと思ったけど、得意の軽口は役に立たなかった。

        「――後輩にそういうことを教えるのは、感心しない」

        　急に後ろから声をかけられて、慌てて振り向くと見知った顔がいた。

        「丘村先輩……」

        　いつも通りマスク姿の丘村先輩が、コホッコホッと咳き込んだ。

        「そんなこと、胸に留めておくべきよ。知って、気持ちのいいものじゃないんだから」

        　丘村先輩は非難するように女王陛下を注意したけど、特に反応は返ってこなかった。

        　そういえば、丘村先輩の家も銀行らしい。似たような経験をしてきたのかもしれない。

        「あ、いえ、私が質問したせいですよ。気にしないでください」

        「剣舞さん、あなたは本当に変わってるわね。そこまで竈山さんに肩入れするなんて」

        「あはは、今日は別の先輩からも『物好き』と言われたところです」

        　丘村先輩は理解できないと言いたげだった。

        　ただすぐに相手を私じゃなくて、女王陛下に戻した。

        「大前に選ばれたって聞いた。偉そうなことを言うつもりはないけど……頑張りなさい」

        　言葉はキツめだけど、どうやら丘村先輩は女王陛下を激励に来たらしい。もちろん、この人がそれを素直に受け取るはずもないけど。

        　女王陛下は丘村先輩には何も言わず、細い目で観察でもするように彼女を見つめていた。

        「あなたの目は、子どもの頃から変わらないわね。その値踏みするような視線、苦手よ」

        　丘村先輩がため息をついて「嫌だわ」と小さく首を横に振った。

        　百合先輩が、二人は子どもの頃に会っているはずだと言っていたけど、どうやら本当だったらしい。

        「へぇ、二人って子どもの頃からの知り合いなんですか？」

        「一度だけパーティで会ったことがあるわ。でも、挨拶もしなかったわ。昔は体が弱くて、私は会場の隅で座っていただけだから」

        　先輩がまたコホッコホッと咳き込む。体が弱いのは、あまり治っていないようだ。

        「女王陛下って子どもの頃はどんな人だったんですか？」

        「だから、挨拶もしてないのよ」

        「見た目とか、雰囲気とか色々あるじゃないですか。あっ、女王陛下も、丘村先輩の子どもの頃ってどんな感じだったのか教えてくださいよ」

        「ちょっとっ！」

        「いいじゃないですか、教えてくれたってー」

        　丘村先輩が顔を赤くして抗議してくるけど、それを受け流す。

        　これは本当にただの好奇心だった。この無愛想な二人がどんな子どもだったか、純粋な気持ちで知りたい。

        　ただ、私の期待に応える気がない女王陛下はキッパリと即答した。

        「覚えてない」

        　彼女は丘村先輩の激励に応えることはなく、スタスタと歩き始めた。

        「丘村のことなんか、全く覚えてないわ」

        　嫌味のようにそれを強く念押しすると「あ、ちょっと」と手を伸ばす私を無視して寮に帰ってしまった。

        「あぁ……気を悪くしないでくださいね。あの人は、ああいう人なんですよ。私なんてつい最近まで名前も覚えてもらえてなかったんですから」

        　そんなフォローになっていないフォローしかできなかったけど、丘村先輩にそれは聞こえていなかったようだ。

        「……本当、変わってない」

        　女王陛下の背中を見つめながら丘村先輩はなぜか微笑んだ。

        「さあ、私たちも早く帰りましょう。この道、警備は厳重だけど、やっぱり夜になると危ないわ」

        　

        　５

        　

        　いろんな事があった放課後だっただけに、かなり疲れて、お風呂や食事を済ますと、すぐさま眠気が襲ってきた。

        　ただ、今日は手紙を書く日だった。

        　入学してから定期的に優さんの家に手紙を送っていた。内容は主に学校生活のことと、私が見聞きした優さんの情報。返信はないけど、彼女の後を追って華月に入学したことは優さんの家族も知っているから、報告するのが義務だと勝手に思っている。

        　手紙を書き終えると、さらに眠気が襲ってきて、やらなきゃいけない宿題もあったけど、とてもやる気になれず、勉強をしているルームメイトに「今日は早く寝るね」と挨拶をして、早々にベッドに潜った。

        　まだ灯りのついている室内で、しかも二段ベッドの上段だったから、明るくてすんなりと眠れなかった。布団を頭からかぶって、ぎゅっと目を閉じる。

        『他人を信じたことなんて、一度もないわ』

        　女王陛下の言葉を思い出すと、少しは信じられているんじゃないかって勝手に期待していたことが恥ずかしくなる。

        　きっとあの人は、私のことだって信じていない。

        　そしてそんな寂しい信念を抱えた女王陛下のことを考えていると、自然と優さんのことも思い出す。

        『信じてた人に、裏切られたの』

        　そう涙して、消えてしまった優さん。

        　信じることは裏切られる覚悟をすることだと女王陛下は言っていた。普通はそんなことないと思う。でも、あの人がそんな考えに至るにはきっと色々あったんだろう。

        　その理屈で言うと、きっと優さんは裏切られる覚悟をしてなかった。逆に言うと、その人に全幅の信頼を寄せていたんだ。

        　誰かを信じて裏切られた優さんと、誰も信じていない女王陛下。

        　どっちが辛いんだろう……。

        　そんなことを考えていたら、突然、お腹の上に何かがのしかかってきて「ぐぇっ」と年頃の乙女らしからぬ声をあげてしまった。

        「な、なにっ」

        　布団からガバッと顔を出すと、なんと私のお腹の上に百合先輩が跨がっていた。

        「ヤッホー、ハスミン。もうオネムだった？」

        　学校指定の白いブラウスを着た彼女は、制服じゃないからいよいよ小学生にしか見えなかった。

        「え、えぇと……」

        「このままハスミンと一緒に寝るのも、修学旅行みたいで面白そうだねー。恋バナとか枕投げとか、やってみたくない？」

        「は、はぁ」

        　いきなり登場して、なおかつ変な想像に花を咲かせる百合先輩は本当に楽しそうで、なんといえばいいのかわからない。

        　ふとベッドの階下に目を向けると、ルームメイトが突然の訪問者である百合先輩を信じられないという顔で見ていた。

        　夜にいきなり生徒会長が訪ねて来たんだから、困惑するのは当然だった。

        「あの、百合先輩……急にどうしたんですか？」

        「ああ、そうだったね。実は」

        　彼女はそこで私の耳元に顔を寄せると、ルームメイトに聞こえないように言った。

        「例の件でわかったことがあるんだ。私の部屋に来られる？　もう、竈山くんも呼んでいるよ」

        　その後、ルームメイトに適当な嘘をついて、百合先輩の部屋に移動すると、そこにはベッドに腰掛けて眠そうにしている女王陛下がいた。

        　彼女も白いブラウスを着ていたけど、百合先輩からは感じられなかった色っぽさが溢れていた。

        　百合先輩に勧められて、私も女王陛下の隣に座った。

        「私のルームメイトは咲良ちゃんだけど、今は別の部屋に行ってもらってるんだ。三人で話したかったしね」

        　百合先輩は自分の椅子に三角座りをして、空席になっている隣の勉強机を指さした。

        「夜にガールズトークって、テンション上がるよね？　二人とも好きな人とかいるの？」

        「久留間、くだらない話をするなら帰るわよ。眠いの」

        「えー、つれないなぁ。というか竈山くん、あれだけ昼寝してるのに夜も眠れるんだね」

        　百合先輩とのガールズトークは楽しそうだけど、私も眠かったので、今は女王陛下と同意見だった。

        　私たちの眠気を察した百合先輩は「恋バナはまた次の機会だね」と、どこまで本気かわからないことを言った後、本題に入った。

        「頼まれていたことを調べたらね、気になることがわかったんだよ」

        「っ。優さんの退学理由は――」

        　先走って、立ち上がり大きな声を出してしまったけど、百合先輩は首を横に振った。

        「ごめんね、それはまだわかんない」

        「そ、そうですか……」

        　落胆して座り直すと、女王陛下が不機嫌に「なら」と切り出した。

        「用件は何？」

        「これは羽馬くんの退学に関連してるかわかんないけど、彼女が退学する少し前、トラブルが起きてたみたい」

        「トラブル？」

        　百合先輩は少し気まずそうにしながら教えてくれた。

        「羽馬くんと丘村くんの部屋で、窃盗事件があったって」

        「……窃盗？」

        「うん。二人が部活から帰ってきたら、部屋の中が荒らされていたみたいなんだ」

        　百合先輩が掴んだ情報によると、その日、部活から帰ってきた丘村先輩が部屋に入ると、朝は綺麗に整理されていたはずの部屋が荒らされていたらしい。明らかに何かを物色したような形跡があり、後から帰ってきた優さんと一緒に当時の生徒会長に報告したという。

        「物騒な話ですね……まさか、寮で窃盗なんて」

        「うーんと、ね。これは秘密にして欲しいんだけど、残念ながら珍しいことじゃないんだ」

        　百合先輩が頬を人差し指でかきながら、言いづらそうに教えてくれた。

        「実は数日前も被害の報告を受けてるし、年に何度か、そういう事件は寮の中であるんだよ」

        「そんなっ」

        　まだ寮で暮らし始めて日が浅いとはいえ、そんな話は聞いたことがなかった。

        「この手の事件は生徒会が中心になって、他の生徒に極力知らせないように処理することが多いから、表沙汰になることは少ないんだ」

        　彼女は口元に指を立てて「秘密だよ」と念押ししてくる。

        「いやでも、それって良くない、ですよね？　注意喚起とか、必要じゃないですか」

        　年頃の女子高生が集団生活をしている寮だ。もちろんトラブルは日々あって、毎日が平和で平穏じゃない。

        　そんな重大な事案が発生してるなら、寮生に知らせて、注意するよう呼びかけた方が良いに決まってる。

        「そうしてしまうとねぇ……」

        　未だに何かを言い辛そうにする百合先輩。でも、真正面に座る女王陛下は違った。

        　フフッと、不敵に笑った。

        「そんなことを表沙汰にすれば、派閥争いが激化するものね。お前の立場では隠蔽するのが得策というわけ？」

        「あーあ、言っちゃった。私が頑張ってオブラートに包もうとしてるのに、こんな時だけ饒舌になるのはひどくない？」

        　顔を両手で覆った百合先輩が天を仰いでいる間、二人の会話から彼女が何を恐れているのか理解した。

        　窃盗事件が起きれば、間違いなく華族派は市民派を疑う。当然、市民派はそれに反発するから、そこで派閥争いに新たな火種が生まれるんだ。

        　生徒会長として、先輩はその火種を消していた。

        「……そういうことですか」

        「念のために言っておくけど、過去に本当にそうなってしまった事例があるんだよ。だから、この寮でそういう事案が発生した場合は内々に処理するのが、嫌な伝統になってる」

        　深く、本当に深くため息をついた百合先輩は「釘を刺しておくけど」と私を指さした。

        「窃盗事件の犯人が華族派だったことは何例もあるんだよ。窃盗事件が起きたからと言って、すぐに市民派が犯人だなんて絶対に思わないからね」

        　それは生徒会長というより、華族派の一人である久留間百合という生徒の強い意志表明だった。

        「この寮で事件が起きれば、絶対に生徒が犯人だから、派閥争いを抜きにしてもギスギスしちゃうしね」

        「でも、ここ山の中ですよ？　外部から入ってこれません？」

        「ハスミン、それは甘いよ。ここはお嬢様学校だから校舎も寮も、すごい警備がされてるんだよ。寮と校舎を繋ぐ一本道だって、生徒から見えないようにしているけど、実はたくさんの警備員さんがいるんだ。生徒に恐怖感を与えないように、日頃は隠れてくれているんだよ」

        　生徒会長だからか、彼女はそういう情報も熟知していて、華月がいかに堅牢で安全な場所かを教えてくれた。今こうしている間にも、私たちはたくさんの大人たちによって守られているらしい。

        「話が逸れちゃったね。とにかく、丘村くんと羽馬くんの部屋で窃盗事件が起きてたってことは早く伝えておきたかったんだ」

        「それも、当時は表沙汰にされなかったんですよね？」

        「うん。でも、それは生徒会の判断じゃなくて、二人の強い希望だったんだって」

        「二人の？」

        　意外な事実にキョトンと呆けてしまうけど、横から肘で突かれた。

        「練習試合への影響を恐れたのよ」

        　言われてみれば当然のことで、女王陛下は『なんでわからないの』と呆れていた。

        「そういうことみたい。幸い、二人とも盗まれたものはなかったって報告してるし、当時の生徒会も深く調べず、そのままにしたんだって」

        「窃盗事件なのに、何も盗まれてなかったんですか？」

        「丘村くんも羽馬くんも、一応はそう申告してる」

        　はっきりと口にはしないけど、実際のところはどうなのかわからないってことだ。

        　顎に手をあてて、頭の中で経緯をまとめていく。退学の少し前に窃盗事件が起きた。でも被害はなくて、二人の意向で表沙汰になることはなかった。

        　でも、その後に丘村先輩は怪我をして、練習試合は中止になって、優さんは退学した。

        　何か関係しているような気がする……。

        「あー、二人とも難しい顔をしてるねぇ。そんな怖い顔をしたらだめだよ？」

        　場を和ませようとして百合先輩が明るく振る舞ってくれるけど、いい返事をすることができなかった。

        「これで私からの報告は終わりだから……恋バナでもしよっか？」

        「バカを言わないで」

        　女王陛下が立ち上がって、眠そうに目を擦った後、チラリと私を見た。

        「明日」

        　そう短く告げられたので、こくりと頷く。

        「わかりました。放課後、いつもの場所で」

        　言葉は短かったけど、段々と言いたいことが理解できてきた。

        　女王陛下は何も挨拶しなかったけど、百合先輩は退室する彼女に「バイバーイ」とノリノリで手を振っていた。

        「ハスミン、どうする？　二人で恋バナする？」

        「百合先輩がしてくれるなら付き合いますよ」

        「よし、じゃあ私の妹がどれだけ可愛いか力説してあげようじゃないか」

        「やっぱり帰ります」

        　それは全然恋バナじゃないし、そもそもその話だと延々と続きそうだ。

        「でも今日はありがとうございました。私じゃ調べられない情報だから、本当に助かります」

        　そこは素直にお礼をしたのに、百合先輩は「うーん」と複雑そうな表情をした。

        「あのねハスミン、これはアドバイス。――あまり、思い詰めないでね」

        「え？」

        「じゃあ、おやすみ。よく寝るんだよ」

        　

        


    

    
        　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    

    
        第四章【菖蒲の棘】

        　

        　

        　翌日の放課後、約束通りに中庭で女王陛下と集合した。先に中庭に着いていた彼女はまたベンチに座っていて、すぐさまあのヘアブラシを無言で渡してきた。

        「はいはい」

        　受け取ってから、いつものように彼女の背中に回って、髪をとかしていく。

        「女王陛下は昨日の話を聞いて、どう思いましたか？」

        「丘村も羽馬も、何かを隠したんでしょう」

        　即答だった。迷いも遠慮もなく、彼女ははっきりと言い切って、私もそれに同意見だった。

        「部屋が荒らされていたのに何も盗まれてないってことは、ないでしょうからね……」

        「練習試合のため、何かあっても隠蔽するしかなかったんでしょう」

        　そう考えるのが自然だった。百合先輩もそう思っていただろうけど、口にしなかっただけだ。

        「……でも、二人が練習試合を気にしたってことは」

        　ブラシを動かす手が自然と止める。次の言葉を口にするのが怖かった。

        「……犯人は、どちらかだったってことですよね？」

        　そうなってしまう。だって、二人とも被害者だったら練習試合のことを気にすることはないはず。

        　でもそうじゃなかったら、どちらが犯人でも、部に影響を与えてしまう。だから隠匿した。

        　そして昨日の話を思い返すと、犯人は絞られてしまい、汗が吹き出てくる。

        「あ、あのっ、優さんはそんなことはしませんよっ！　絶対ですっ！」

        　女王陛下に訴えても仕方ないことなのに、必死に彼女の無実を主張した。

        「あの人はそんな人じゃないですっ！　それに優さんのおじさんだって起業家でお金には――」

        「静かにしなさい」

        　まだ続けようとしていた私を、彼女が冷え切った声で黙らせた。ただその後すぐにこちらを見上げてきて「落ち着きなさい」と宥めてくれた。

        「誰も羽馬が犯人だなんて言ってないわ。取り乱すんじゃないわよ」

        「だ、だって」

        「確かに窃盗事件が起きたら市民派が怪しまれるわ。でも、どう考えてもルームメイトから盗むようなバカな真似はしないでしょう。自白してるようなものよ？」

        　指摘されてしまうと、それは本当に当たり前のことで、口を開けたまま固まってしまう。

        　昨日の夜、この考えに至ってから怖くて仕方なかった。何度も、心の中でそんなはずないって否定していたけど、自分じゃその疑いを払拭できなかった。

        　でも女王陛下のおかげで、心がスッと軽くなった。

        　同時に足から力が抜けていき、その場でしゃがみ込んで「はぁぁ」と息を吐いた。

        「よかったぁ……」

        「呆れた。そんなに怖かったの？」

        「そりゃあ、すごく怖かったですよ。優さんがそんなことするはずないってわかっていても、あの人を疑ってしまう自分が、怖くて嫌になりました」

        　おかげで昨日の夜はほとんど眠れなかった。ベッドで唸りながら転がり、枕に頭を打ちつけていたりしたから、ルームメイトから「うるさい！」と五回も怒られた。

        　でもそれくらいに私にとっては深刻な問題だった。

        　少ししてからようやく力が入るようになったから立ち上がって、また彼女の髪をとかしていく。

        「でも、そうなると余計に謎ですよね？　なんで二人は、窃盗事件を隠匿したんですか？　もしかして本当に盗まれたものがなかったんですかね？」

        　どちらかが犯人だから庇っている。そう考えた方が簡単だっただけに、謎が増えてしまった。

        「羽馬は貴重品とか、持っていなかったの？」

        「丘村先輩が、優さんの何かを盗んだってことですか？　それもありえないでしょう。だって、寮に先に戻った丘村先輩が部屋が荒らされていることに気づいたんですよ？」

        　仮に丘村先輩が優さんの何かを盗んでいたのなら、優さんが帰ってくる前に部屋の片付けをしてしまえばいいだけだ。

        「少なくとも、華族派の丘村先輩が欲しがるような特別なものを優さんが持っていた憶えもありません」

        「そう……」

        　女王陛下は目を瞑って、無言で考え始めた。

        「窃盗事件の後に、丘村先輩が怪我をしたってことになりますよね？　それも偶然なんですかね？」

        「……わからない」

        「窃盗事件があって、怪我をして……。練習試合が中止になって、その後に優さんが退学して、丘村先輩は退部した」

        　掴んでいる情報を時系列に並べていく。やっぱり優さんの退学と窃盗事件が無関係だとは思えない。全ての発端が、そこだと思う。

        　二人でそれぞれ考え始めると黙ってしまい、女王陛下は目を閉じたままだから眠っているか起きているかもわからない状態だった。

        　その間も黙々と髪をとかしていく。芙蓉先輩に教えてもらった通りにやっていくと、以前よりもスムーズにできた。

        「はい、終わりましたよ」

        　髪をとかし終わってから、彼女の前に立ってブラシを差し出した。

        　そこで目をパチリと開けた彼女はブラシを受け取ることはなく、自分の髪の毛を指でくるくると巻いていく。それが終わると、サラサラと髪を撫で始めた。

        「蓮」

        　久しぶりに名前を呼ばれた。

        「上手だったわ」

        　短くて、最低限で、声に抑揚がなくて、褒め言葉としてはあまりに素っ気ない。

        　でも確かに、彼女から褒められた。

        　たったそれだけのことなのに、胸の奥から込み上げてくるものがあった。ブルッと体が震えて、次の瞬間には自然と笑顔になった。

        「ふふ、すごいでしょう？　練習したんですよ？」

        「練習？」

        「はい。内容は秘密ですけど、女王陛下に喜んでもらえてよかったです」

        　彼女はブラシを凝視して、今度は私を見つめる。その瞳には、純粋な戸惑いがあった。昨日、先輩と勝負した時と同じだ。

        　なぜ、こんなことをするのかわからないと戸惑っているみたいだ。

        「せっかくやるなら、喜んでもらいたいですよ。下手って言われるのも悔しいですし」

        「そう……」

        　そう説明しても、彼女は釈然としてないようだ。

        　なんだかその反応が迷子になった子どもみたいで面白く、ついふふっと笑ってしまう。

        「ねぇ女王陛下、もっと褒めてくださいよ。頑張ったんですから。ほら」

        　膝をついてから彼女に向かって頭を向けると「なに？」と訝しげにされた。

        「いや、こういう時は頭を撫でたりしてあげると良いんですよ」

        　ほらほらと促すと、彼女はゆっくりと手を伸ばしてきて、不器用に頭を撫でてくれた。

        　小さな手のひらと細い指が、ぎこちなく撫でてくるのでくすぐったい。でも久しぶりにこうされたのが嬉しくて唇が綻ぶ。

        　そういえば、昔は優さんによく撫でてもらったな。

        「これでいいの？」

        「はい。もっと褒めたくなったら、抱きしめてくれてもいいですよ」

        　勢いに任せ両手を広げて、どうぞと誘ってみると、彼女がゆっくりと手を下ろしていき――思いっきり鼻をつまんだ。

        「痛いっ」

        「調子に乗るんじゃないわ」

        　ここでとことん甘やかせてくれないところが優さんとの一番大きな違いだった。でも、やっぱり彼女に褒められたのが嬉しく、鼻をおさえながらも「えへへ」と笑ってしまう。

        「ヘアブラシは預けるわ」

        「え、いいんですか？」

        「いいから、そう言っているわ」

        　冷静に考えれば、面倒ごとを押し付けられただけ。でも、このヘアブラシの価値は知っているし、女王陛下がこのタイミングでそう頼ってくれるのは、やっぱり信頼されてるんじゃないかって思えて嬉しい。

        「はい、じゃあ、預からせてもらいますね」

        　最初は嫌々受け取ったはずのヘアブラシを、大切にギュッと握った。

        「蓮、明日も放課後を開けておきなさい」

        「それはもちろんいいですけど、どうするんですか？　何か思いつきました？」

        　彼女はそれにぶんぶんと首を横に振ると、不機嫌そうに目つきを悪くした。

        「もう、考えるのが面倒になったわ」

        　とっても彼女らしい言葉を吐き捨てた後、校舎を指さした。

        「あいつから直接話を聞きましょう」

        　正面突破な案だったけど、反対しようとは思わなかった。

        　それが一番確実だったから。

        　

        　２

        　

        　校舎の中を探し回るのを女王陛下は心底嫌がった。自分から丘村先輩に会うと言ったのに「あいつはどこ」「疲れた」「面倒」と愚痴が止まらない。

        　夕陽が差し込む廊下なんて、いかにも青春って光景の中を歩きながら、私は彼女を宥めるのに注力していた。

        　今日の美化委員は校舎の掃除をしていると聞いたので、丘村先輩に会うために校舎を探索していた。

        　定期的に校舎や中庭、それに寮などを清掃するのが美化委員の仕事らしい。なにが楽しいのかさっぱりわからないけど、委員会にはそれなりの生徒が所属しているようで、さっきから一所懸命に掃除をする生徒をよく見かける。

        　でもその中に丘村先輩はいなかった。

        「……蓮、あいつを連れて来なさい」

        「いや、それができたらやってますよ」

        「使えない……」

        「ひどすぎません？　泣きますよ？」

        「勝手にしたらいいわ」

        　ここで私が本当に大泣きしても、この人は顔色ひとつ変えないだろうな。

        　そんなやりとりを数回繰り返したところで、ついに丘村先輩を見つけることができた。彼女は校舎の三階で、つま先立ちをしながら窓を拭いていて、私たちと目が合うと、顔を険しくした。

        「二人とも、感心しない」

        　マスク姿で窓を拭きながら、いつものセリフをぶつけてくる。

        「もうすぐ練習試合なのに……。特に竈山さん、あなたは大前でしょう。こんなところにいていいの？　あなたの実力は知ってるけど、自惚れはミスを生むわ。それに――」

        「羽馬について、聞きたいことがあるの。時間を作りなさい」

        　頭ごなしにいきなりお説教を始めた丘村先輩もどうかと思ったけど、その話を遮って先輩相手に『時間を作れ』と命令する女王陛下もどうかしていて、さっそく頭が痛くなった。

        　ただ、優さんの名前は絶大な効果があったみたいで、丘村先輩はピタリと動きを止めた。

        「……どうして優のことを？」

        　明らかに動揺したのを隠すように雑巾を動かし始めた。

        「丘村先輩、優さんが今、行方不明なんです」

        「――え」

        　今度こそ動揺を隠しきれなくなった彼女は、目を大きく見開いて私を凝視してくる。

        「隠していてすいません。私は優さんと知り合いなんです」

        「……それで、去年のことを知りたがったのね。でも、優が行方不明ってどういうこと？」

        「去年の秋、華月を退学した後に地元に戻って来ました。でも、その後すぐ消えて……今も見つかってません」

        「そ、そんなっ……」

        　本当に衝撃を受けたようで、雑巾を落とすと窓に額をあてて放心していた。

        「私は今、優さんについて調べているんです。お願いです。話を聞かせてください」

        　もう隠し事はやめて、頭を下げてお願いをする。

        　丘村先輩は私を横目で見ると、少し間を置いてから「……わかった」と返事をしてくれた。

        「話は礼拝堂でしましょう。先に行ってて。私は染そめ井いさんに許可をもらってくるから」

        「染井さん？」

        「美化委員の委員長よ。誰かさんと違って、黙ってサボるのは嫌なの」

        　それは完全に嫌味だったけど、私の隣の人はそれに何も感じてないようだった。

        「許可はもらえそうですか？」

        「安心して。染井さんは頭は固いけど、話せばわかってくれるから」

        　雑巾を拾った彼女がそう断言する。後は彼女を信じるしかないので、私と女王陛下は指示された通り、先に礼拝堂に向かった。

        　いつもはほとんどの生徒がいない礼拝堂だったけど、今日に限って、一人の先客がいた。

        　長椅子の一つを占領するように、セミロングの金髪が特徴的な生徒が寝転がっていた。

        「あ」

        　私と女王陛下が礼拝堂に入ってくると、彼女はむくりと起き上がって、鬱陶しそうな目を向けてくる。

        「なに？」

        　一年生では見たことがない顔だから、二年生か三年生だろう。すでに視線で『出て行け』と語ってる。

        「嫌、ちょっとここで人と会う約束をしてて……」

        「私が先に使ってる」

        　彼女もあまり人の話を聞くタイプではないようだった。助けを求めて女王陛下に視線を向けても、彼女は興味なさそうにしている。

        　つまり、私がなんとかしろということらしい。

        　ジロリと睨んでくる相手に、どう言おうかと迷っていたところで、丘村先輩が遅れて到着した。

        「ごめんなさい、待たせ――」

        　礼拝堂に入ってきた彼女が目にしたのは、戸惑っている私と、そんな私を睨む見知らぬ生徒だった。

        「あ、やばっ」

        　でもなぜか私を睨んでいた生徒が、丘村先輩の顔を見るなり慌てた様子で立ち上がって、私たちの横をすり抜けて礼拝堂から走って出て行った。

        　その素早い反応に出遅れた丘村先輩だったけど、すぐに礼拝堂から遠ざかっていく背中に叫んだ。

        「白根さんっ！　染井さんが探していたわよっ！　サボりも大概にしなさいっ！」

        　私たち二人を置き去りにして、謎のやりとりを繰り広げた丘村先輩が「まったくもうっ」と憤慨しながら礼拝堂の扉を閉めた。

        「知り合いですか？」

        「美化委員の後輩なの。あなたたちと同じで、サボり癖がある子なのよ」

        「あの、私はそんなにサボってないですからね。基本的には真面目ですよ。今は特別なんです」

        　女王陛下と同じ扱いを受けるのは不名誉だったので弁明しておいたけど、先輩には無視されたし、女王陛下には睨まれた。

        　でも、扉が閉められた礼拝堂の空気は重くて、それぞれがもう余計なことは喋らなかった。女王陛下は長椅子に座って、丘村先輩は身廊を進むと、以前と同じように祭壇の前でステンドグラスを見上げた。

        「それで、優が行方不明って……本当なの？」

        「はい。地元では騒ぎになって、私も何日も捜しました……でも、まだ見つかってません」

        　ステンドグラスを見上げた彼女の表情はわからなかったけど、体が小さく震えていた。

        「そう……無事なら、いいんだけど」

        「私は優さんと、子どもの頃からの知り合いなんです。ずっとあの人に憧れていて、それでこの高校にも入学しました」

        「あなたの話で思い出した。優は確かに、地元に可愛い後輩がいるんだって語ってたわ。あなた、だったのね」

        　その話は少しだけ元気がもらえるものだった。優さんは高校でも、私のことを覚えていてくれたし、大切な後輩だって友達に語ってくれていたんだと思うと胸が熱くなる。

        「優さんは行方不明になる前に、ある言葉を残してます。私はその謎を追ってるんです」

        「なんて言ってたの？」

        　ゴクリと唾を飲み込んだ後、あの日の優さんの顔を思い出しながら口にした。

        「信じてた人に、裏切られたの」

        「…………」

        「優さんはそう言って、泣いてました。私は……その言葉の意味を知りたいんです」

        　丘村先輩はこちらを見ない。あの言葉を聞いても、何も言わないから、もどかしくなった。

        「丘村先輩、優さんが信じてた人は、先輩ですよね？」

        　確信を込めて尋ねても彼女は答えない。ステンドグラスを見上げたままだ。

        　その薄い反応で頭に血が上った。

        「先輩っ、答えてくださいっ！」

        「……わからないわよ、そんなこと」

        　やっとこっちを向いた先輩は、右手で顔を覆っていて、その表情を見せてくれなかった。

        「そのときの優が誰を思っていたかなんて、私にはわからないわ」

        「先輩ですよ。先輩しかいません」

        「そんなの決めつけよ」

        「なら先輩は、優さんが信じてた人っていうのは、誰だと思いますか？　先輩より優さんと親しかった人なんていたんですか？」

        　彼女は表情を見せなかった。でも、左手は赤くなるほど力強く握っていて、何かに耐えるように、その拳を震えさせていた。

        「……知らないわ」

        「先輩っ」

        「確かに私は優と仲が良かった。ルームメイトだった。……友達だったわ」

        　回想するように、ゆっくりと優さんと自分との関係性を口にしていく彼女の声もまた、震えていた。

        「でも、退学だっていきなり聞かされて、あの子は別れも告げずに私の前から姿を消したの。ずっと気にしてた……。あなたは知らないでしょう、私は何度も手紙を出してるのよ。それに返信だって来ないっ」

        「それは……」

        「今だって、行方不明だってことをいきなり聞かされて……。知るわけないわ。知りたいのは、こっちなのよっ！」

        　礼拝堂に悲しみと怒りの混じった叫びが響いた。救いを求めるようでもあり、罰を乞うようにも聞こえた。

        　さっきまで詰問していたのに、それに気圧されてしまって何も言えなくなった。

        「……くだらない」

        　黙った私と先輩に対して、女王陛下が遠慮も配慮もない言葉を突き刺してきた。

        「この場にいないやつの気持ちなど、考えるだけ時間の無駄よ」

        「そうですけど……」

        　それを知りたいと思っている私たちにとっては、無駄とわかっていても、求めてしまう。

        「あたしたちも色々調べたわ。去年の練習試合の前、お前たちの部屋で窃盗事件があったわね？」

        　話が進まないと判断したのか、女王陛下が丘村先輩に確認すると、彼女は舌打ちをした。

        「生徒会め……内密にするという約束だったのに」

        「恨むなら久留間にして」

        　あっさりと情報提供者を暴露した女王陛下は、まだ続けていく。

        「お前たちはそれを隠蔽した」

        「練習試合の前よ、余計な騒動なんか起こしたくなかったの。それは優も同意見だった」

        　そこは予想通りの答えだった。

        「他にも隠蔽したことがありますよね？　優さんの退学理由です。生徒会長が書類を確認したら、理由は書かれていませんでした。それは普通じゃありえないそうです。誰かが改竄を生徒会と学校側に頼んだんです」

        　丘村先輩の沈黙が何よりの答えだった。行方不明と聞いた時と違って、驚かない。知ってたんだ。

        「丘村先輩がやったんですか？」

        「……さあね」

        　もはや誤魔化す気もない返事に、また苛立ちが募る。

        「先輩、それも今、調べてもらってますよ」

        「久留間が調べているわ。判明するのも時間の問題でしょう」

        　そこでやっと先輩が右手を下ろして、その目を見せた。

        　彼女はなぜか少し笑っていた。

        「やめておきなさい。すぐに彼女を止めるべきね」

        　それは間違いなく嘲笑だった。

        「後悔するわよ？」

        「……どういうことですか？」

        　余裕に溢れた彼女の態度が不気味だった。

        「言うわけがないでしょう」

        　彼女は私から女王陛下に視線を向けると、語気を強めた。

        「あなたも止めてあげなさい。何が目的で剣舞さんに協力してるのか知らないけど、他人のことを詮索するなんて、はしたないわ。それに、あなたらしくもない。今までずっと、他人のことなんて無視してきたくせに」

        「ちょっと先輩、それは言い過ぎですよっ」

        　女王陛下のことだとはいえ、口を挟まずにはいられなかった。

        「勝手に人のことを色々調べておいて、しかも犯人扱いをして、よくそんなことが言えたわね」

        「あなたが怪しいからです。優さんのこと、ちゃんと話してください。退学のこと、本当に何も知らないんですか。あの人が言っていた『信じてた人』は――」

        「知ってどうするのよ。もう、優はここにいないのに」

        「いないから、知りたいんですよっ！　どうしていなくなったのか、知りたいんですっ！」

        　ずっと我慢していた想いが、口から溢れ出していく。

        「私は優さんと約束したんだっ！　また後輩になるって！　あの人だって、それを喜んでくれた！」

        　あの日、泣きながら交わした約束。私はそれを果たすため苦手な勉強を頑張った。優さんがいなくなった後も、それでもここに入学した。

        「私には知る権利がありますっ。優さんがどうしていなくなったのかを。去年、一体何があったんですかっ！　あなたは知ってるはずですっ！」

        　ずっと調べてきた情報や、今の丘村先輩の言動全てが、彼女こそ優さんを裏切った人だって裏付けている。

        　去年、二人の間で何かがあった。そして優さんはいなくなったんだ。

        「窃盗事件、そしてその隠蔽。その後にお前が怪我をした。それで練習試合は中止になって……その後、羽馬は退学して、お前は退部した。何もなかったとは思えない」

        　感情的になって荒い息をしている私に代わって、女王陛下が続けてくれた。

        「羽馬の言葉から察するに、蓮が言うようにお前とあいつの間で何かあったと考えるのが合理的よ。何を隠しているの？」

        「先輩、教えてくださいっ」

        　丘村先輩は急に胸ポケットからメモ帳を取り出すと、それに何かをスラスラと書き、慣れた手つきでメモ帳をしまった。

        　そしてまたステンドグラスを見上げた。まるで、自分じゃない誰かに意見を求めるように。

        　そのまましばらく黙っていたけど、小さく息を吐いた後、目を伏せた。

        「窃盗事件は面倒ごとになるのを避けただけ。怪我は私の不注意だし、優の退学については知らない。退部したのは怪我の責任をとっただけ」

        　それは本当に従来通りの答えで、つまり彼女は『何も答えない』を選んだ。

        「先輩っ」

        「話は終わりね。優が見つかったら、私にも教えて」

        　身勝手な要望をした彼女はカツカツと身廊を進み、扉から出て行こうとした。ただ、私の横を通り過ぎる際、ポンと肩に手を乗せて、小さく呟いた。

        「忠告はしたから」

        　こちらの制止を無視して、礼拝堂から出て行こうとした。

        「花言葉の『疑惑』は、お前にピッタリね」

        　先輩が扉を半分開けたところで、長椅子に座ったままの女王陛下が、面白がるように笑った。

        　出て行こうとしていた先輩が、女王陛下に攻撃的な視線を向ける。

        「……ラベンダーの花言葉のこと？」

        「ええ」

        　自分の名前のことだからか、先輩はちゃんと花言葉を知っていた。

        　しかし、ふっと鼻で笑うと「なら」と切り出した。

        「あなたたちは『浜はま木ゆ綿う』という花があるのを知ってる？」

        　それは初耳だった。丘村先輩だけじゃなく、優さんもまた花と同じ名前だったなんて、とても数奇な偶然だ。

        　ただ知らなかったのは私だけみたいで、女王陛下は何も反応してないから、たぶん知っていたんだろう。

        「剣舞さん、その花言葉もピッタリだから覚えておくといいわ。浜木綿の花言葉はね――」

        　意味深に言葉を区切ってから教えてくれた。

        「『どこか遠くへ』よ」

        　

        　３

        　

        　優さんの卒業式、私は当然泣いた。たぶん卒業生より泣いたと思う。

        　ハンカチが使い物にならなくなり、何度も何度も鼻をかんだ。おかげで目も鼻も真っ赤になった私の顔を、優さんは「あはは」と笑った。

        「蓮ってば、泣きすぎよー」

        　でも、さすがの優さんもその日ばかりは涙目だった。

        　立派に卒業生代表としての挨拶までして、最後まで頼れる先輩だった。その姿を見ながら泣いていたら、周りの同級生から笑われたけど、そんなの気にしてられなかった。

        　式が終わってからも優さんは忙しそうにしていた。彼女が地元から離れ、華月に進学することは皆が知っていたので、数えきれない人が彼女に別れを告げていた。

        　その姿を遠目で眺め、目に焼き付けながら、校門の前で花束を抱え、彼女の手があくのを待っていた。

        　そして最後の生徒と別れを告げた彼女がこちらに来てくれたところで花束を差し出したら、笑われたというわけだ。

        「うっ……だって」

        「泣き虫は治らなかったね」

        「優さんの前だけですよ、泣くのは」

        「ふふ、なら成長したね。公園で泣いてた時より、大人になったんだ」

        　優さんは人の恥ずかしい姿を思い出して笑った後、花束を受け取ってくれた。

        　そしてそのままの流れで、私を胸に抱き寄せた。

        「明日から私はいないけど、ちゃんとやるんだよ」

        　背中をポンポンと優しく叩き、赤ちゃんみたいにあやしてくれる。大勢の前でこんなことをされて恥ずかしいはずなのに、私はギュッと彼女を抱きしめた。

        　しばらくはこうして甘えられない。だから、今のうちに堪能しておきたかった。

        「忘れないでくださいね……」

        「私が蓮のことを忘れるわけないよ。こんなに手のかかる後輩、他にいないもん」

        「意地悪……」

        　またグスッと鼻を啜る。

        「追いかけますからね」

        　その宣言だけは声を震わさないようにした。

        「うん。待ってるよ」

        　そう約束したのに、彼女は待っていてくれなかった。

        　本当に、どこか遠くへ消えてしまった。

        　

        　そんなことを思い出しながら、家族へ宛てた手紙を書いていた。

        　もう夜も遅くて、ルームメイトは眠っている。邪魔にならないように灯りは最低限だけにした暗い部屋の中で、なんとも言えない気分で筆を進めていた。

        　家族に宛てた手紙には『学校は楽しい』や『友達もできた』と、当たり障りのないことを中心に書いた。ただ『優さんのことで進展があったら、すぐに報せて欲しい』とも忘れずに書き記す。

        　地元から旅立つ時に、家族には「優さんのことで何かわかったら、すぐに連絡して」と言い残していた。でも、今のところ連絡は来ていない。

        　今日の丘村先輩との話し合いを思い出すと、筆先に自然と力が入った。

        　間違いなく、彼女は何かを知っている。それなのに、何も教えてくれなかった。優さんが行方不明になっているのに……。

        『あの調子では、口を割ることはないでしょう』

        　女王陛下は今日の話し合いの後、そう断言した。だから私たちはもう打つ手がなくなってしまい、後は百合先輩が情報を掴んでくるのを待つしかない。

        　ジッとしているのは辛い。だから、せめて家族に手紙を書いていた。もしかしたら地元では何か進展があったかもしれないと淡い期待を込めて。

        　手紙を書き終えると、大人しくベッドに潜り、翌朝、寮母さんに手紙を渡して登校した。

        　授業中も休み時間も上の空で、何度もクラスメイトから「大丈夫？」と心配された。その都度、いつもの軽口を交えて「大丈夫だよ」と返事はしていたけど、やっぱり落ち着かなかった。

        　丘村先輩からは何も聞けなかったけど、彼女がしてきた忠告について、ずっと気になっていた。あの態度は何か不穏だ。彼女は隠し事をしているのに、それを暴かれることをあまり恐れているように思えなかった。

        　むしろ、知ったら後悔するぞと脅しているように感じられた。

        　それで心がざわついている。

        「はぁ……」

        　考えれば考えるだけ不安になって、マイナス思考に陥って、元気がなくなる。そんな負の連鎖を頭の中でずっと繰り返していた。

        　部活に顔を出してもそれは変わらずで、何度も部長や先輩から「剣舞さん、集中できてない」と注意をされた。

        　この状態で弓を引いても練習にならないし、体を動かしていると怪我をしてしまいそうだったから、部長に「しばらく見学します」と申し出た。

        　弓道場の隅っこで、膝を立てた三角座りをしながら、他の部員の練習風景を眺める。一年生は先輩たちから構え方など基礎的なことを教えてもらっていて、練習試合が控えている先輩たちは黙々と矢を放っていた。

        　元々、弓道に興味はなくて、ここに入部したのは優さんのことを調べるため。もしこの先、優さんの退学の理由を知ることができたら、どうしようかな……。

        　いや、そんな考えをし始めると、そもそもこの学校にいる理由だってなくなってしまう。優さんの後輩になるためにここを目指して、彼女のことを知るために入学した。

        　でも丘村先輩に昨日言われた通りだ。

        『もう、優はここにいないのに』

        　改めて人から言われると、それは心を抉る事実だった。

        　今まではずっと優さんのことを知りたいって一心でやってきた。慣れないお嬢様学校にも、華族派に嫌味を言われることが多い部活にも、その目標があったから頑張れてきたけど、この先のことを考えると不安になる。

        　優さんがいない。私のことを『手のかかる後輩だ』なんて言って、世話を焼いてくれる人はいない。泣いている私を慰めてくれる人はいない。

        　急に目頭が熱くなってきて、それを隠すために慌てて膝の中に顔を埋めた。

        　誰にも聞かれないように鼻を啜った。

        　不安で、寂しくて、怖い……。

        　そんな感情が渦巻いているせいで、本当に涙が溢れてきて、堪えられそうにない……。

        「――蓮」

        　凛とした声が目の前から聞こえて、反射的に顔を上げてしまう。

        　すぐ目の前に女王陛下の顔があり、こんな至近距離で彼女の顔を見たのが初めてだったのも相俟って「わっ」と声をあげてしまう。

        　弓道着に、髪をまとめた姿の彼女がその反応に少し不機嫌になった。

        「変な声を出すんじゃないわ。それに、何度呼べば返事をするのよ」

        「え、あ……え？」

        　表情から気怠さと少しの苛立ちを感じ取れた。どうやら何度も呼びかけられていたらしい。

        　今日もこの人はサボると思っていたから気を抜いていた。

        「す、すいません」

        「まあ、いいわ。それよ――」

        　女王陛下が何かに気づいて、目を丸くしていた。

        「蓮、なぜ泣いているの？」

        　いきなり彼女が登場したことで、涙を拭くことも忘れていた。この人にそんな情けないところを見られたことが恥ずかしくて、顔が紅潮していく。

        「違いますっ。こ、これは、あの、汗で……」

        「汗は目から出ないわ」

        「おでこの汗が滴ってきて……」

        「ずっとここで見学していたのに、なぜ汗をかくの？」

        　下手な言い訳があっさりと否定されてしまい「ううっ」と唸ることしかできなくなった。

        「見ないで、ください……」

        　両手で顔を覆って、せめてそれを隠した。

        「……はぁ。世話がやけるわね」

        　でも彼女はそれに気を利かせて立ち去ったりしないで、深いため息をついた。

        　すると、急に体が前に引き寄せられて「わわっ」と驚いているうちに、顔が何か柔らかいものに触れた。

        　自分が女王陛下に抱き寄せられていると理解するのに数秒かかった。

        「じょっ」

        「うるさい。こうすれば誰にも見られないでしょう」

        　彼女の体温を感じていると、頭がさらに混乱してしまう。胸の中で「えっ」とか「あっ」とか、不審者みたいな途切れ途切れの声ばかりが漏れる。

        　というか、ここって弓道場で、今は部活中で……。

        「は、恥ずかしぃ……」

        　やっと言葉にできたのは、死んでしまいたくなるほどの羞恥を自覚したからだ。

        「見られたくないです……」

        「わがままばかりね」

        「絶対に、女王陛下にだけは言われたくないんですけど……」

        　人の気も知らない彼女は、不器用な手つきで背中をさすってくれていた。

        　それは優しさとは違っていて、面倒だから仕方なくこうしているという感じ。でも、今はそんな雑な気持ちが嬉しくて、また目頭が熱くなる。

        　きっと今、すごい数の視線を向けられているはずだという現実から逃避して、もうどうにでもなってしまえという気持ちで、彼女の胸に顔を押し付ける。

        　こうして誰かに甘えるのは久しぶりだった。ずっと一人で気を張っていたから、余計に今はこうしていると安心できる。

        　私の涙が止まるまで、彼女はずっと胸を貸してくれた。

        　

        「死ぬほど恥ずかしいです……」

        「そう」

        　やっと泣き止んで彼女からはなれると、お礼よりも先にその率直な気持ちを口走っていた。

        　案の定、弓道場にいた部員が遠目でこちらを見ている。誰もが驚いていて、何があったか気になっているようだけど、近づいては来なかった。

        　これはきっと、女王陛下と別れた後、質問攻めにされるはずだ。

        「あ、あのっ……ありがとう、ございました」

        　ちゃんとお礼も言ったけど、それにも彼女は「そう」としか返してくれなかった。

        「優しいんですね。意外と」

        「その赤くなった鼻をつままれたいの？」

        　右手を向けてくるから、咄嗟に鼻を守りながら首をブンブンと横に振る。

        「……泣き顔なんて、見せるべきじゃないわ。どこに敵がいるのかわからないんだから」

        　物騒な理由だけど、彼女は華族派の中でも特別で、敵意を持っている人も多い。だから、そういう考えなのかもしれない。

        「わかりました。でも……」

        「うん？」

        「女王陛下が泣く時は、言ってくださいね。私は、絶対に敵じゃないですから」

        　この人が泣いている姿なんて想像できないけど、いつかそんな時が来たら、お礼をしたかった。

        　彼女はそんな偉そうな申し出に、キョトンとしていたけど、急に鼻をつまんできた。

        「痛いっ」

        「泣き虫の癖に生意気よ」

        　あんなみっともない姿を見せた後だから、泣き虫なんかじゃないとは否定できなかった。

        「そういえば、どうして部活に？　練習試合に備えてですか？」

        「違うわ」

        　唯一思い当たることだったのに、彼女はそれを即座に否定すると、近くに置いてあった自分の弓を手にして、それを差し出してきた。

        「え？」

        「構えてみなさい」

        　それはある意味で、さっきの行動より予想外だった。呆然としていると、女王陛下が「早くしなさい」と急かしてくる。

        「まさか、教えてくれるんですか？」

        「それ以外に何があるの？」

        　肯定されてしまい、本当に信じられなかった。この人が、後輩を指導する？　

        「どうかしましたか？　熱でもあるんですか？」

        「……もう一度泣く？」

        　子どもならその声だけで泣いてしまうくらい低い声だった。

        「じょ、冗談です……」

        「はぁ……。お前、練習したのでしょう？」

        「ああ、ヘアブラシのことですか？」

        　こくりと顎を引くように小さく首肯した。

        「礼はするわ。でも、あたしがお前にできることなんて、これくらい」

        　貸し借りに敏感な彼女なりのプライドだった。正直、むちゃくちゃにありがたいかって言うと、そうでもない。弓道の腕前なんて気にしたことないし、上達しようとも考えてなかった。

        　でも、この人が私のために部活に来て、時間を作ってくれるってだけで心があったかくなる。

        　さっきまでの気分が消えていき、自然と笑顔になった。

        「なら、よろしくお願いします。優しく教えてください」

        「それは嫌」

        　その後、本当に彼女は私に弓道を教えてくれた。本当に優しくなくて「なんでできないの？」「さっき言ったでしょう」「運動神経が悪い」と酷評ばっかりの指導で、近くの部員が同情の視線を向けてくるほどだった。

        　でも、絶対に「もういいわ」と投げ出すことはなくて、何度も「やってみなさい」と私が言われた通りにできるまで付き合ってくれた。

        　だから、彼女の指導のおかげで初めて矢を的にあてられた時は感動した。

        「女王陛下っ、見てくださいっ。当たりましたよっ」

        「そういう競技よ」

        　彼女は淡々としていたけど、私は的を指さして飛び跳ねるように大はしゃぎしていた。

        　今まで、そんなこと気にしたこともなかったのに、上手になると一気に楽しくなる。たった一度成功しただけなのに、色んな人に見て欲しい。

        　子どもみたいに喜ぶ私を女王陛下は呆れていたけど、ポンと頭に手を乗せてくれた。

        「ま、よくやったわ」

        　私が勧めた『褒め方』を実践してくれて、また嬉しくなる。

        「もっと褒めてくださいっ」

        「嫌よ」

        　二人きりで盛り上がっていたから、周囲の変化に気づくのが遅れた。

        　誰かの気配を感じるなと思ったら、何人かの一年生が緊張した様子で私たちに近づいてきた。

        「あの、竈山先輩」

        　その先頭にいた生徒が上擦った声で女王陛下を呼んだ。

        「……あたし？」

        　てっきり彼女たちは私に用があるんだと思っていた女王陛下が、自分を指さした。

        「は、はいっ。あの……」

        　彼女は周りにいた他の生徒たちと目を合わせた後、全員が一緒に頭を下げた。

        「私たちにも、教えてください」

        　女王陛下はずっと後輩には怖がられていた。でも私が教えてもらっている姿を見て、勇気を出してみたんだろう。

        「どうして」

        　そんな後輩たちの気持ちなんて察することができない彼女が、いつもの様子で拒否しようとしたから、慌てて袖を引っ張った。

        「私からもお願いします。みんな、女王陛下に教えて欲しいんですよ」

        　部活もよくサボるし、気ままな気分屋だけど、その実力はみんなが知ってる。だから、教えてあげて欲しかった。

        　みんなにも、私みたいに上達して欲しい。

        　女王陛下は私と、頭を下げている彼女たちを交互に見た後に「……面倒ね」とオブラートに包まず呟いた。

        「まず全員、構えてみなさい」

        　その言葉にみんなが頭をあげて、パァッと表情を明るくした後に「ありがとうございますっ」とまた頭を下げた。

        「礼なんていいから、さっさとしなさい」

        　照れているんじゃなくて、本当に早く終わらせたいようだった。でも、それでもみんな嬉しそうに準備を始める。

        　彼女にとっては初めての後輩への指導だったはずだけど、感慨深そうにすることもなく、淡々と、むしろ私の時と同じように辛辣に指導していた。

        　そんな様子を、遠目で部長や三年生たちが微笑ましそうに眺めていた。

        　その日、女王陛下は下校時間ギリギリまで一年生に付き合ってくれた。

        　私は凹んでいたのが嘘みたいに、下校するときには上機嫌になっていた。女王陛下は「疲れた」とだけ言って、早々に寮に戻ってしまったから、私は他の一年生たちと談笑しながら帰った。

        　今日初めて女王陛下と話した一年生も多くいたけど「怖かった。でも、想像していたより優しかった」と好印象を抱いてくれたようだ。

        　自分のことじゃないのに鼻が高くなる。

        　そのまま気分良く、鼻歌を歌いながら自分の部屋に戻った。

        「ただいまー」

        　部屋の鍵は開いていた。てっきりルームメイトが先に帰ってきているんだと思って、明るく挨拶しながら扉を開けた瞬間、目を疑った。

        　いるはずのルームメイトがいない。それだけじゃなく、部屋が異常な状態だった。

        　机の上にあったものが散乱していて、ベッドは乱暴に布団が捲れ上がっているし、クローゼットも開けられていて、ハンガーにかけてあったはずの服が床に放り出されている。

        「な、なに……これ……」

        　浮ついた気分が一瞬で消し飛んで、頭が真っ白になる。

        　しばらくそんな状態で部屋の惨状を眺めていたけど、ゆっくりと一歩ずつ、部屋の中に入っていく。

        　部屋の中央に立って、明らかに誰かが荒らした室内を見渡す。ひどい有様だけど、荒らされているだけ。何かが壊されたりはしていない。

        　自分の机の上に、何かがあるのが目に入った。辺りは散らかっているのに、そこだけは目立つように綺麗だった。

        　それは一枚のメモ用紙で、恐る恐る手に取った。

        『余計なことはするな』

        　たった一言、そう書き殴られていた。

        　メモ用紙を持つ指が震える。こんなの、脅しだ……。

        「ただいま――って、なにこれっ」

        　ルームメイトが戻ってきて、部屋の惨状と立ち尽くす私を見て目を剥いていた。

        　咄嗟に、メモ用紙を背中に隠した。

        「あ……えぇと」

        　私だって詳細な状況説明なんてできない。でも、これを大騒ぎにはしたくなかった。

        「生徒会長を呼んでくるから、待ってて」

        　

        　４

        　

        　百合先輩の部屋に駆け込んで、状況を説明すると彼女は素早く対応してくれた。

        　まず騒ぎにしたくないという思いは一致していたので、二人でルームメイトを説き伏せて、今回の件は表沙汰にしないことにした。

        　荒らされた部屋を調べてみると、私もルームメイトも盗まれたものはなくて、本当に部屋が荒らされていただけ。二人とも貴重品は持ち歩いていたから「運良く被害を免れたんだろうね」と百合先輩が結論づけると、ルームメイトはそれに納得していた。

        　ちなみにルームメイトは私より先に寮に戻っていたけど、宿題でわからない問題があったから、それを近くの部屋の友達に教えてもらいに行っていたらしい。

        　すぐ戻る予定だったから、鍵は開けっぱなしにしてしまったようだ。

        　そのことで何度も謝られてしまい「気にしてないよ」と宥めるのが大変だったし、ひどい罪悪感に見舞われた。どう考えても、原因は私だった。

        　その証拠に、ルームメイトはこう証言した。

        『部屋を出て行った後、マスクをした人とすれ違った』

        　犯人は明らかだった。

        　三人で部屋を片付けている最中、百合先輩がコソッと耳打ちをしてきた。

        「明日の放課後、竈山くんと一緒に美術室に来て」

        　部屋の片付けが終わると、百合先輩は自分の部屋に戻った。

        　

        　翌日の放課後、女王陛下に経緯を説明すると、さすがの彼女も文句は言わずに美術室に同行してくれた。

        「犯人は丘村ね」

        「間違いなく、そうでしょうね」

        　もちろん、百合先輩にも女王陛下にもメモ用紙のことは隠さずに報告している。だから、三人とも犯人はわかっていた。

        　美術室は前回と同じで、百合先輩が一人でキャンバスと睨めっこをしていた。制服に絵の具が飛び散っているから、制作の途中らしい。

        「あ、来たね。座って、座って」

        　これもまた前回と同じように、彼女の指示どおりに二人並んで椅子に座った。

        　その間も百合先輩はキャンバスを睨んでいて、唸りながら指に挟んだ筆をぷらぷらとさせている。

        「竈山くん、事情は聞いた？」

        「ええ。蓮が世話になったようね」

        「それはいいよ。私の仕事だからね」

        　百合先輩がこめかみに手を当てて、首を捻り出した。自分の思うような作品ができないようだ。

        「丘村くんを、どうしたい？」

        　女王陛下がすぐに私に視線を向けた。お前が答えろということらしい。

        「間違いなく、あの人の犯行です。私にメッセージまで残してます。やっぱり、あの人は何かを知っていて、隠してます。もう一度、ぶつかってみるつもりです」

        「前回ははぐらかされたけど、今回はそういうわけにはいかないわ。仕掛けてきたのはあっちなんだから」

        　女王陛下も同意見だったようで心強かった。

        　私たちの決意を聞いて、百合先輩は「なるほどね」と首肯すると、筆をイーゼルに置いて、体をこっちに向けた。

        「二人の気持ちはわかったよ。もしそうするなら止めないし、丘村くんに必要な措置をとってもいい」

        　校内で一番の権力者が実行する措置とは、どんなものなんだろう。あの人に良い印象は抱いてないけど、それでもザマアミロとまで思えない。

        「でもね、それは私の話を聞いてから決めてほしいな」

        「……何かわかったのね？」

        　女王陛下が目線を鋭くさせると、百合先輩はそれに「そうだね」と怯むことなく応じた。

        　なんだか、今日の先輩はいつもの雰囲気と違っていた。ふざけたことも、突拍子もないことも言わず、終始淡々としている。

        　ツーッと自然と背中に汗が流れた。

        「依頼を達成したよ。今日やっと、先代の生徒会長から手紙が返ってきた」

        　先輩は胸ポケットから二つ折りにされた手紙を指で挟みながら取り出して、ヒラヒラとさせた。

        「内容に嘘がないかどうか、事情を知ってそうな先生からも裏付けをとったんだ。そしたら、間違いないって認めてくれた。当時の生徒会長と学校側が証言してるから、これから言うことが、間違いなく羽馬くんの退学の理由だよ」

        　先輩はヒラヒラとさせていた手紙を開いて、その中身を改めて確認した後、私に視線を向けた。

        「まずハスミン、君は本当に何も聞いてないの？」

        「……どういう意味ですか？」

        「君の話じゃ、羽馬くんと君は仲良しだった。だから、何も相談されていなかったのか、知りたいんだよね」

        　相談？　なんの相談だ？

        　だって優さんはいつだって私の悩みを聞いてくれる存在で、何かを相談されたことなんて、昔から一度もない。

        「……そうか。まあ、そうだろうね。知っていたら、こんな調査はしないよね」

        　百合先輩が意味深に納得するのが怖かった。

        「久留間、はっきりと言いなさい」

        「ああ、うん。別に焦らすつもりはなかったんだよ。でも、約束して。この情報は、絶対に口外しないで欲しい。とっても、プライベートな話だから」

        　もちろん、そんなことをするつもりなんかない。だけど、その確認はより恐怖心を煽ってきた。

        「じゃあ、言うね。羽馬くんの退学の理由は――」

        　目を伏せて、言いづらそうにしながらも百合先輩ははっきりとそれを告げた。

        「学費の滞納だった」

        　美術室がシィンと静まり返った。

        　彼女の言っていることの意味が理解できず、口を半開きにして固まってしまう。そんな私に、百合先輩が説明をつけ加えていく。

        「彼女が二年に進学してからすぐ、彼女の家から学費の支払いが途絶えたらしい。もちろん、その件についてすぐに学校と彼女、そしてご両親を交えて話し合いがあった。そこで彼女の両親から『事情がある。少し猶予が欲しい』と打診されたから、学校側は一度、それを特別に承認した」

        「まっ……」

        「しかし、半年が過ぎても学費は滞納されたままで、学校と両親が改めて話し合った。その時も『もうすぐなんとかします』と返事があったらしい。学校側が渋々それを許可したんだけど、しばらくしてから羽馬くん本人から退学の申し出があったそうだよ」

        「待って……」

        「極めてナイーブな問題だったから、学校側はそれを他の生徒には秘密にすることにした。さらに、丘村くんが退学理由の隠匿を要望してきた。だから、書類上ですら理由は秘密にされた。ちなみに、滞納された学費はまだ支払いがされていないようだね」

        「待ってくださいっ！」

        　立ち上がって大声をあげると、捲し立てるように話していた百合先輩を止めることができた。

        　それで百合先輩は黙ってくれたけど、私もすぐには喋れなかった。運動をしたわけでもないのに、息がハァハァと荒くなって、汗も止まらない。心臓がすごい勢いで跳ねている。

        「待ってください。そんな、そんなわけないですよ。だって優さんの家は起業家で……」

        「学費が滞納した理由が、事業が行き詰まったからだそうだよ。それでも、なんとかしようとしてたみたいだけどね」

        　すぐに否定されても「でもっ」と声を張った。

        「そんなわけないですっ！　だって、去年の夏休みに私は優さんと会ってて、そんなことは言ってなかったし、特に悩んでる様子もなかったんですよっ」

        「うん。だから、最初に確認したんだよ。きっと、君に心配をかけないように振る舞っていたんだろうね」

        「そんな……。じゃあ私は、優さんに少しも頼られていなかったんですか？」

        　打ちひしがれていると、百合先輩が「違うよ」と優しく声をかけてくれた。

        「そんなことを相談されても、君も困っただけだからだよ。落ち着いて」

        「どう落ち着けって言うんですかっ！」

        　相手が先輩で、しかも生徒会長だということも忘れて、乱暴に怒鳴ってしまう。

        「百合先輩の言う通りなら、私はなんのためにここに来たんですかっ。そんな事情があるなら、行方不明になる前に一言教えてくれればよかったじゃないですかっ！」

        　そんなことを優さん以外に言っても、ただの八つ当たりでしかないのに、自分を止めることができなかった。

        　頭を抱えて、ぶんぶんと首を振る。

        「この数ヶ月、私は何をしてたんですか？　地元から一人でここに来て、必死に秘密を隠して、嫌なこともたくさん我慢して、なんとかここまで調べて……私は、あの人が必死に隠してたことを暴いただけ？　ふざけんな。そんなわけない。そんなこと、あるはずないっ！」

        　力が入りすぎて、指の爪が頭皮に食い込んでいく。

        「ああ、違いますよ。そうですよ、何を言ってるんですか。優さんは、誰かに裏切られたんですよ？　今の話じゃ、その言葉の意味がわかりません。だから、きっと――」

        　顔を上げると、百合先輩がすごく申し訳なさそうな、でもどこか憐れむような視線を向けていた。

        　違う。違う、違う。

        「きっと、他に何か理由があるはずですよ。そうじゃないと」

        　まだ続けようとしていたのに、それは「はぁぁ」という深くて、不快なため息でかき消された。

        「くだらないわね」

        　女王陛下が自分の人差し指に髪をクルクルと巻きつけながら、気だるそうに言った。

        　その態度が気に障った。

        「……何がくだらないって言うんですか」

        「全部よ。ことの真相も、お前の言い訳も、全部くだらないわ。蓋を開けてみたら、この程度のことだったなんて、無駄骨もいいところだったわね」

        「言い訳じゃないですよっ！」

        　唾を飛ばすほどの勢いで否定しても、彼女はこっちも見ずに「言い訳よ」と繰り返した。

        「久留間の掴んだ情報が嘘だと思えない。羽馬は単純に金がなくなって、学校から消えた。それだけよ」

        「だからっ、それじゃあおかしいって言ってるじゃないですか！　女王陛下だって、一緒に調べてくれたでしょうっ」

        「うるさいわ。みっともないから、喚かないで」

        　彼女はこっちの気も知らないで、手をヒラヒラとさせて、面倒くさそうにする。

        「全部、辻褄が合うじゃない。教えてあげるわ。面倒だから、一回で理解しなさい」

        　彼女は髪を巻くのをやめた人差し指をこちらに向けてきた。

        「まず一つ目。久留間の情報通り、羽馬は学費を滞納していた。つまり、金に困っていた」

        　彼女は次に中指をたてて、まるでピースのようにした。

        「二つ目。羽馬が退学する前に、あいつらの部屋で窃盗事件が起きていた」

        「まさか優さんが何か盗ったって言うんですか」

        「むしろ、それ以外ないわ」

        「何も盗られてないって二人揃って証言してるんですよ。興味なさすぎて忘れちゃいましたか？」

        「それで嫌味のつもり？　そんなくだらないことも、ちゃんと覚えてあげてるわ」

        　今度は薬指を立てて「三つ目」と続けた。

        「あの女はその後、怪我をした」

        「丘村先輩の怪我は不注意だって」

        「そうじゃなかったんでしょう。窃盗事件で羽馬は何かを盗んだ。金か、換金できる何かでしょう。あの女は、当然盗まれたことに気づいた。でも証言はしなかったのよ。練習試合のことがあったからね」

        「違う……」

        「でも、当然そのことで羽馬を咎めた。盗んだ物を返せと迫ったのかもしれないわね。ただ場所が悪かった。きっと、そこがあの女が怪我した場所よ。逆上した羽馬が、あいつを突き落とした」

        「勝手なことを言うなっ！」

        　座ったままの彼女の胸ぐらを掴んで、拳を振り上げたら「ストップッ！」と百合先輩が大声で止めてきた。

        「ハスミン、やめて。手を出しちゃダメ。ハスミンを処罰したくないから」

        「っ」

        　奥歯を噛んで必死に怒りを堪えるけど、女王陛下の平然とした表情が神経を逆撫でしてくる。

        「あなたは間違ってる……。その推理でも、裏切った人は誰かわからない……」

        　いまだに胸ぐらを掴まれたままなのに、女王陛下は「はぁぁ」とため息をついた。

        「理解力がないわね、お前」

        「何が言いたいんですかっ」

        「つまり、全ては羽馬の被害妄想なのよ。あいつは自分が盗んだことを、親友のあの女なら黙ってくれると思っていたんでしょうね。だからこそルームメイト相手に盗みをしたの。でも、そんなことあるはずがない。それを糾弾されたから、勝手に『裏切られた』と感じたのよ」

        　彼女の推理で全てが繋がってしまった。否定したくても、考えがまとまらない。

        「あの女が『調べるな』なんて警告してきた理由はこれね。あいつの秘密が知れるかと思って協力してみたけど、骨折り損ね。くだらない」

        　最初から私に協力した理由が丘村先輩だった彼女にとって、この真相は本当に期待外れだったんだろう。何度も何度もため息をついていた。

        「違う、そんな、わけない」

        「所詮は、市民派だっただけよ」

        　その一言で限界だった。これ以上、この人の話を聞いていると、本当に手をあげてしまいそうだ。

        　彼女を解放して、距離をとるように後ずさる。

        「違う……あなたは、間違ってる……。優さんはそんなことしない。そんな人じゃない」

        　頭の中に優さんの顔がたくさん思い浮かぶ。優しい表情ばかり。そうだ、あの人が人から何か盗んだり、逆上して怪我をさせたりするわけない。

        「私は、優さんを信じてます。絶対に、そんなことないです」

        　何一つ論理的ではないのはわかっていても、それだけは譲ることができなかった。

        　でもそんな想いさえ、女王陛下は鼻で笑った。

        「勝手に信じたらいいじゃない」

        　完全な嘲笑だった。彼女は自分が導き出した結論に自信を持っていて、それを受け入れられない私を馬鹿にしていた。

        　もう、限界だった。

        「そうですよ。私は、信じます。あなたと違って、私は人を信じられますから。誰も信じたことがないような、誰にも信じてもらったことがないような、心が寂しいあなたと違ってね」

        　ポケットからヘアブラシを取り出して、それを彼女の足元に向かって投げつけた。

        　ガンッと音をたててヘアブラシが床にぶつかり、そのままどこかに転がっていった。

        「さよなら」

        　百合先輩に呼び止められたけど、それを無視して美術室から走って飛び出した。

        　目的もなく廊下をかけていると、足がもつれて、派手に転んでしまった。膝を擦りむいて、そのまま立ち上がれなくなる。

        　痛い。でも、誰も「大丈夫？」なんて心配してくれないし、手を差し伸べてもくれない。慰めてもくれないし「何をしているの？」と呆れてもくれない。

        　痛みのせいで、美術室では必死に我慢していた涙が溢れてきて、それが頬をつたって廊下に雫となって落ちていく。

        　本当に、独りになってしまった。

        　

        


    

    
        　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    

    
        第五章【浜木綿の足跡】　

        　

        　

        　それから、私は部活に顔を出すのをやめた。

        　理由は放課後に自分で優さんのことを調べる時間が欲しかったのと、あの人と会いたくなかったから。だから、中庭にも近づかないように心がけた。

        　部活について面倒ごとになると嫌だから、部長に「体調が良くない日が続く」と適当な嘘をついた。

        　あの人が推理したことは適当で間違っているから、改めて一から調べ直す必要があった。

        　百合先輩が掴んだ情報は本当なんだろう。それが確かに退学の理由なんだとは思う。でも、だからといって優さんが誰かに危害を加えるはずがないんだ。

        　絶対に、彼女は誰かに裏切られた。それだけは間違いない。

        　当初の目的通り、その人を突き止めてやると意気込んだけど、それはうまくいかなかった。

        　まず、すでに弓道部のことは散々調べていたし、部活に顔を出せないので誰かへの聞き取りもできない。

        　だから今度は先生たちをターゲットにしてみた。いろんな先生に優さんのことを聞いてみたけど、返ってきた反応はどれも同じ。優しい生徒だったと証言してくれる反面、退学の話になると口籠もった。

        　仲の良かった生徒を聞いてみると、やっぱり真っ先に名前があがったのが丘村先輩だった。一人の先生が「あの二人は本当に仲が良かった」と言っていた。

        　なんとか他の生徒の名前も教えてもらって、その先輩たちにも話を聞きに行ったけど、優さんのことを質問しても特に変わった反応はなかった。みんな、どうして退学したか知らないと異口同音に唱え、それは嘘に見えなかった。

        　結局、行き着く先は丘村先輩だった。

        　だから、やっぱり彼女こそがキーパーソンなんだと確信して、改めて会うことにした。

        　放課後、また礼拝堂に行ってみると、予想通りに彼女はそこにいた。祈るように手を合わせていたけど、私が入ってきたことに気づくと警戒心から目を細めた。

        「今日は一人なのね」

        　当たり前のように、あの人とセットのように扱われていることに腹が立った。

        「別にあの人といつも一緒じゃないですよっ」

        「……喧嘩でもしたの？」

        　あっさりと見透かされて、それが妙に恥ずかしく「違います」と嘘をついた。

        「……まあ、そういうことにしてあげるわ」

        　興味がないのか、面倒を避けたのか、彼女は嘘と見抜いても追求はしなかった。

        「それで、何の用？」

        「生徒会長から優さんの退学理由を聞きました」

        　驚いた様子も見せず「そう」と頷いた。

        「久留間さん、事情を知ったら教えることを躊躇するんじゃないかって期待してたけど……残念だわ」

        　彼女は憐れむような視線を向けながらも、口調を強くした。

        「だから、ここで忠告したのよ。どう？　憧れの人の秘密を暴いた気分は？」

        　自分の忠告を無視したから、というより、本当に優さんの秘密を勝手に調べて暴いたことに怒っているようで、今までで一番迫力があった。

        「最悪です……」

        「でしょうね。秘密を知られた優は、もっと嫌な気分でしょう。可愛がってた後輩には、絶対に知られたくなかったはずよ。あなたたちは、配慮が足りなかった」

        　指をさして、的確に責めてくる。そしてそれに一切、反論できなかった。

        「私があれを秘密にしたのも、そういう理由よ。私にできる、唯一のことだったからね」

        「先輩はいつ、知ったんですか」

        「あの子が退学してから、すぐよ。生徒会長と先生たちに教えて欲しいと頼み込んだし、家の力まで使った」

        　その時のことを思い出しているのか、彼女は遠くを見ていた。

        「知られたくなかったことなんでしょうけど、相談くらいして欲しかったわ」

        　その言葉にハッとなる。

        　それは私も思ったことだったから。そんな事情を抱えているなら、力になれるかわからないけど、せめて相談して欲しかった。

        　去年、私と優さんは離れて暮らしていたけど、丘村先輩はルームメイトだった。きっと、その想いは私よりずっと強いはず。

        　胸がキュッと痛くなる。

        「でも、まだわかりません。優さんは誰かに裏切られたって泣いてました。私は、そのことが――」

        「いい加減にしなさいっ！」

        　その一喝で肩をビクッと震わせてしまった。

        「秘密を暴いて良いことはないわ。それを学習しなさい」

        　マスクで口元は見えなかったけど、牙を剥き出しているんじゃないかってくらいの怒気を感じた。

        　でも、ここで怯むわけにはいかない。

        「優さんは泣いてたんです。彼女を傷つけた誰かがいるなら、その人を許せないっ。優さんだって同じ想いのはずですっ！　後輩として、私は諦めるわけにはいかないんですっ！」

        　胸に手をあてて、必死に訴えかける。

        　その気持ちに嘘はないし、それだけのために、私はここにいる。

        「呆れたわ」

        　それなのに丘村先輩は、その一言だけで切り捨てた。

        「知りたいことを知っても、どうにもならない。もう優はここにいない。あの子がそれを望んでいるか、わからない」

        「わかりますよ。あの人はきっと」

        「あの子の気持ちなんて、相談もされなかった私たちにわかるはずがないでしょう？」

        　自嘲の混じった顔で問われると、奥歯を噛み締めることしかできなかった。

        「優の言葉を忘れることは無理でしょう。でも、それはいつか、あの子が見つかった時に聞けばいい。あなたは、今を大切にすべきよ」

        「そんなのいつになるかわからない。先輩、去年、一体何があったんですか。先輩は知ってるはずです」

        　昨日の推理は絶対に間違ってる。あんなはずない。だからこそ私は、本当のことを知りたい。

        「感心しない。往生際が悪すぎるわ。優って後輩を甘やかしていたのね」

        　話はこれで終わりだと言うように彼女は私の横を通り過ぎて行こうとした。

        　逃がさないように、その腕を力強く掴んだ。

        「じゃあ答えてください。先輩にとって、優さんはどんな存在だったんですか」

        　彼女はその手を簡単に払い除けた。

        「……少なくとも、私は親友だと思ってるわ。今もね」

        　

        　２

        　

        　丘村先輩と別れたあと、あてもなく校内をうろついていたけど、疲れたから水を飲みに食堂に入った。

        　一杯の水をもらって、ガラ空きだった食堂の隅っこに座り、頭を抱えた。

        　丘村先輩にあの人の推理は話さなかった。だってあれはあまりにもあり得ないことで、話す価値もないと思ったから。

        　でもあの反応を見ていると、それが確信に近づいてしまった。先輩はまだ何かを隠している。でも、それは優さんが悪いことをしてしまったからかもしれない。

        　先輩は退学の理由も知っていたけど、優さんの名誉のために隠していた。だったら、まだ隠してることも、それが優さんにとって良くないことだからかもしれない。

        　知りたい。でも、知るのが怖い……。

        　コップの水を煽るように一気に飲み干して、カンッと音をたててテーブルに置いた。

        「そもそもっ、あの人があんな無茶苦茶な推理をするから、こんな思いをしなきゃいけないんだっ！」

        　頭を掻きむしりながら、他に誰もいない食堂で思いっきり愚痴る。

        「あそこまで人でなしだとは思わなかった」

        　思い出すと、また怒りがこみ上げてくる。確かに彼女からすれば無駄骨だったかもしれないけど、勝手に協力すると言い出したのは彼女自身だし、そんなの自業自得じゃないか。

        　それなのにあんなひどい言い方をして、さらにはあんな無茶苦茶な推理までして優さんを貶めて……本当に最低だ。

        　気ままなだけで、実はいい人なんじゃないかって考えてたのがバカみたいだ。

        　もう知らない。あんな人と関わったのが間違いだった。そもそも私のことだってずっと市民派だって見下して、名前すら覚えていなかった人だ。常識なんてあるはずがないんだ。

        　そんなつもりはないのに、あの人のことを考えてしまい、それに腹が立って、空になったコップでコツンッコツンッと何度もテーブルを叩いてしまう。

        　ああ、ムカつく……。

        「あ、あの……」

        「なんですかっ」

        　背中から小さな声をかけられて、噛みつきそうな勢いで振り向いた。

        「ひゃっ」

        　その私の態度に怯えた芙蓉先輩が身を小さくして「ご、ごめんなさい……」とビクビクしながら謝っていた。

        「せ、先輩？　す、すいません！　怖がらせるつもりはなかったんです！」

        　先輩相手にすごく失礼な態度をとってしまった。しかも、芙蓉先輩の場合はそれに怒らないで、怖がってしまうから一層の罪悪感がのしかかってくる。

        「ううん……。私こそ、ごめんね。急に、声をかけたから」

        「いえいえ、声をかけてくれるなんて嬉しいです。どうぞ、座ってくださいよ」

        　まだ怖がる先輩に、隣に座ってもらうと、なんだか懐かしい気分になった。

        　ヘアブラシの扱い方を教えてもらってからは会っていなかった。あれからそこまで日は経っていなかったけど、その間に色々ありすぎて随分と久しぶりに感じる。

        「それで、どうかしたんですか？　先輩から声をかけてくれるなんて」

        「う、うん。なんだか、悩んでいるように見えたから……何かあったのかなって」

        「ああ。いや、なんていうか」

        　色々あったけど話せないことが多くて、うまく言葉にできない。こめかみに手をあてて「うーん」と唸ってしまう。

        「悩んでるっていうか、頭にきてて」

        「前に話していた人のこと？」

        「そうですね。ちょっと、その人が信じられなくて。もう腹が立ってしょうがないんです」

        　芙蓉先輩は「そっか」と呟いてから、しばらく指をモジモジとさせて、何か悩んでいるようだった。

        「あの、ね。よかったら、聞かせて」

        　思いもよらぬ申し出に「え」と声を裏返してしまう。

        「不満は、溜め込むと……よくないから、ね。私なんかじゃ、相談には乗ってあげられないけど、誰かに話すだけで、楽になるよ？」

        　そういえば芙蓉先輩も、身近に常識が合わない人がいるんだった。そういう経験から、何事にも控えめな性格なのに、こんな優しさを向けてくれるんだろう。

        「なら、ちょっと聞いてくれますか？」

        「うん」

        　そこから私は人の名前は一切出さず、とにかくこの数日に起きたことを話した。もちろん、優さんの退学理由とか口にできないことが多いから、話の内容はとっ散らかっていたと思う。

        　とにかく、自分が知ろうとしていたことが知れたけど、それがショックな内容だったということと、それを基にある人がとんでもない推理をして、むちゃくちゃ腹が立っているということを、身振り手振りを交えながら大袈裟に訴えた。

        「あの人はひどいんですよ！　そもそも、言い方ってものがあるじゃないですか。それなのに、こっちの気持ちを逆撫でするようなことばっかり言ってきたんですよ。人でなしですよ！」

        　話しているとまた腹が立ってきて、テーブルをバンバンと叩く。その間、芙蓉先輩は小さな声で相槌を打ってくれて、それが心地よく、たまっていた怒りを遠慮なく吐き出すことができた。

        「そもそも！　あんなこと、気づいたって口にしない方がいいのに、ペラペラと喋ってっ！　いつもは口数が少ないのに、あの時だけは本当にあの人かって疑いたくなるくらいに饒舌でしたよ。ああもうっ！　絶対に許せないですっ」

        　最後に一番強くバンッとテーブルを叩いてから、ハァハァと荒い呼吸を繰り返した。自分が思っていたよりずっとヒートアップしてしまった。

        　芙蓉先輩が自分用に持ってきていた水を差し出してくれたから、お礼をしてからもらった。

        「ありがとうございます。かなり、スッキリしました」

        　自分の中に溜まっていた鬱憤を吐き出すと、先輩の言う通り、かなり楽になった。口に出して、誰かに聞いてもらうって効果絶大なんだ。

        「そっか。よかった。ちょっとは、力になれた、かな？」

        　先輩が自信なさそうに訊いてくるので、何度も頷いた。

        「もちろんですよ。あの人への苛立ちが、少しマシになりました。少しですけど」

        　気持ちはスッキリしたけど、あの人を許すかどうかは別だ。むしろしっかりと言葉にしたら、あの人がどれだけひどいかが改めてわかった。

        「う、うん。そっか……」

        　先輩が気まずそうに目を伏せて、また指をモジモジとさせていた。表情もパッとしないし、小さく「うーん……」と唸っていて、何かが気になっている様子だった。

        「先輩、どうしましたか？」

        「な、なんでもない、よ」

        「なんでもない反応じゃないですよ。何かあるんなら、ぜひ言ってください」

        　そう促しても、彼女はしばらく「でも」や「やっぱり」と、持ち前の引っ込み思案を発揮させて中々話してくれなかった。

        　その反応を見ていると、こういうタイプの人は女王陛下は苦手だろうなって、不本意にもあの人のことを考えてしまった。

        　五分ほどかけて先輩を説得すると、やっと重たい口を開けてくれた。

        「あの、ね。これは話を聞いて、私が勝手に思っただけ、だからね」

        　しつこく念押しをした後、先輩はゆっくりと、遠慮がちに喋り始めた。

        「私は、その人が悪い人には思えなくて……」

        「え？」

        「その仮説は、剣舞さんにとっては、許せないくらいにひどいもの、だったんだよね？」

        「そうですね。殴りかかりそうになるくらいには」

        　そんな余計な一言のせいで先輩が「ヒィッ」と怖がってしまった。

        「いや、先輩は殴りませんよ！　こんなによくしてもらってるんですから」

        　それで彼女はホッと安堵してくれた。

        「えぇと、だから、ね……そんな仮説を話せば、剣舞さんが怒るってことは、その人もわかってたはずだよね？　仲、良いんだよね？」

        　仲が良いかどうかは微妙だけど、それには頷いた。いくらあの人でも、あの推理なら私が怒ることくらい予想できたはずだ。

        「私なら……それに気づいても、言わないなって。剣舞さんを怒らせて、もしかしたら嫌われちゃうかもしれないから」

        　芙蓉先輩はさらに指遊びを加速させて、自分の考えをなんとか言葉にしようとしてくれていた。

        「でも、その人があえて仮説を話したのは……剣舞さんが自分で気付くのを防ぎたかったからかもって」

        「私が、自分で？　あの推理を？」

        　確かに私と女王陛下は同じ情報を持っていた。だから、私だってあの推理はできたはずだ。もちろん、あんなひどいことは考えつかないと自分では思ってるけど、可能性は十分にあった。

        「どうして、そんなことを？」

        　それが一番わからない。芙蓉先輩の予想が当たっていたら、あの面倒ごとを嫌い、他人に興味を持たない女王陛下があえてそうした理由があるはずだけど、それがさっぱりわからない。

        「えぇ、と……だから、なんていうか」

        　芙蓉先輩が上目遣いで、怯えるようにしながら教えてくれた。

        「そのことに、剣舞さんが自分で気づいたら、きっと傷ついちゃうから……」

        　――――。

        　フラッシュバックしてきたのは、百合先輩から窃盗事件のことを聞いた翌日の出来事。それの犯人が優さんじゃないかと自分で考えてしまい、私はかなり狼狽えていた。

        　あの時は女王陛下がそんなわけないって否定してくれた。

        　そうだ。そうだ。

        『呆れた。そんなに怖かったの？』

        　そう言われて、私はそう決まってると返した。

        　彼女は、私が自分で優さんを疑うことを恐れていることを知っていた。だから、先手を打ったとしたら……。

        　わざとらしく挑発してきたのも、憎しみを自分に向けることで、私の思考を優さんから切り離すことが目的だったとしたら……。

        　血の気が、サァッと引いていく。

        「私には、本当のところはわからないけど……その人のこと、信じてあげてもいいと思う」

        　芙蓉先輩が相変わらず自信なさそうに続ける。さっきまでなら否定できたはずのアドバイスは、私の胸を的確に突き刺した。

        「どうしよう、私……ひどいこと、言っちゃった……」

        　怒りに任せて『心が寂しい』なんて、ひどい悪口をぶつけてしまった。

        　自然と手が震えるし、何も考えられなくなった。取り返しのつかないことをしてしまったと、汗が噴き出てくる。

        「あ、あの、これはただの、私の思いつきですからねっ」

        　焦燥した私に驚いた芙蓉先輩が必死に取り繕っているけど、それにすら反応できない。

        「剣舞さん、しっかりしてください……」

        　肩を揺さぶってくる芙蓉先輩を見つめる。

        「……先輩は、その考え、あってると思いますか？」

        「え？　あぁ、と……」

        　回答によってはまた私が大変なことになると思ったのか、彼女は即答してくれなかった。

        「いいですよ、言ってみてください」

        「……なんとんなく、あってると思う、かな」

        　この人は遠慮がちだから、よっぽどの自信がないと口には出さないと思う。だから、彼女の中ではすごく確度の高い『なんとなく』なはず。

        　だって、私もそう思う。なんとなくじゃなくて、最近ずっとあの人と一緒にいたから、わかってしまう。

        　大きく、本当に大きく息を吐いてから、自分の頬をペチペチと叩き、立ち上がった。

        「芙蓉先輩、ありがとうございました。このお礼は、またいつか。いちごミルクより豪華なものを奢りますよ」

        「えっ、そんなのいいよ。本当に。気にしないで」

        　先輩は首を振りながら、両手の手の平を見せるようにして、本気で遠慮していた。

        　そのときが来たら、この人にちゃんとお礼を受け取ってもらう方法を考えないといけない。でも、今はそれよりやらなくちゃいけないことがある。

        「私、行きますね」

        　ある覚悟を決めると、先輩に頭を下げて食堂を出て行った。

        「あ、あの……頑張って、くださいね」

        　言い慣れてない様子で、先輩がそう送り出してくれたから、親指を立てて笑った。

        　食堂から出て行った私は、真っ直ぐと寮へ向かった。

        　女王陛下と会う前に、自分で最後の確認がしたかった。それで自分の中で結論を出してから、あの人に会おう。

        「あ、剣舞さん！」

        　後方から呼ばれて振り向くと、部長が手を振りながら駆け寄ってきた。

        「どうかしたんですか？」

        　部長はずいぶん焦っているようで、額にかいた汗を手の甲で拭いながら、息を整えていた。

        「竈山さんを知らないかな？　週明けに、風鳥に挨拶に行ってもらう件で、伝えたいことがあって」

        「ああ、そういえばそんな伝統があるんでしたね」

        　以前、部長が教えてくれたことを思い出した。大前の人が、練習試合の前に挨拶に行くことになっていると。

        「そうなの。最近は部活に顔を出してくれるし、後輩の指導もしてくれてるけど、ああいう人でしょう？　失礼がないようにって念押しがしたくて」

        　部長の懸念はもっともで、あの人なら挨拶を土壇場で「面倒」と投げ出す可能性もゼロじゃない。

        「そうだ。よかったら剣舞さんから伝えてもらえないかな？　その方が――」

        「すいません。私、用事があるんで。女王陛下なら、きっと中庭で昼寝でもしてると思いますよ」

        　早口で断ると、部長が「え、ちょっと」と止めてくるのを無視した。

        　今、あの人と会うわけにはいかない。合わせる顔がない。

        　寮へ戻ると、週末に地元へ帰るための外出許可を申請した。

        　

        　３

        　

        　私と優さんの地元は、華月から電車で三時間くらいかかる場所にあった。乗り継ぎも多くて、ウトウトしてしまうことも許されない。

        　土曜日の朝に華月を出発してから、地元の駅に辿り着いた時にはお昼を大きく回っていた。

        「……なんか、久しぶりだなぁ」

        　地元に帰るのはたった三ヶ月ぶりだったけど、駅から出た瞬間、見慣れた光景にジーンときた。

        　座りすぎて疲れた体を「うーん」と伸ばすと、パキパキと骨が鳴って、それが心地よかった。

        　少しだけ感傷に浸ったあと、まずは優さんの家に向かって歩き出した。歩けば二〇分ほどで、そこまで遠くない。

        　それこそ中学生の頃はよく優さんと歩いたり、自転車を漕いだりした思い出の道だ。

        　その道を緊張しながら歩いていた。いきなり地元に帰ってきたけど、その目的は当然優さんだ。

        　女王陛下の推理が当たっているかどうかを確かめる必要がある。だから、もう直接、優さんのおばさんたちに話を聞こうと決めた。もし本当にお金が原因なら、知っているはずだから。

        　おばさんたちには昔からお世話になってる。だから、それがどれだけ失礼なことで、最悪の場合、嫌われてしまうってこともわかっている。

        　でも、もうそれしか私には残っていなかった。学校で調べられることは全部調べ尽くしてる。あとはもう、その上でそれに間違いがないかを確認するだけ。

        　それで、諦めがつくから。

        　神妙な面持ちで懐かしい道を歩いていく。初夏の暑さと緊張のせいで、額や背中にじんわりと汗をかいた。

        　重たい気持ちで歩き続け、やっと優さんの家に辿り着いた。

        　住宅街のちょうど角に彼女の家はあった。何年か前に建て替えて、まだ真新しさが残る、白い壁面の洋風の家だ。家庭菜園ができるくらいの小さな庭には、いつもたくさんの植物が植えられていて、優さんとおばさんがよく水をあげていた。

        　その家の前で立ち尽くしてしまう。

        「なに……これ……」

        　家からは人の気配が感じられず、不気味な雰囲気が漂っている。植えられていた植物が手入れされず、無作法に伸びているし、落ち葉や枯れ葉がそこら中に散乱していた。

        　郵便ポストには大量のチラシが詰め込まれていて、それが溢れかえっている。雨にうたれたせいで、そのチラシもパリパリになっていた。

        　人が住んでいるとは思えない。

        　でも、確かにここには優さんのおじさんとおばさんが住んでいた。私が華月に旅立った日も、ちゃんと挨拶しに来た。その時だって『優が見つかったらすぐに連絡を入れるね』と言ってくれた。

        　たった三ヶ月でどうしてここまで様変わりしているのか理解できない。

        　門扉に手をかけ、家を見上げる。暑いのに窓だって閉められていたし、中からはカーテンがされている。

        「あれ、蓮？　ねえ、蓮でしょ？」

        　立ち尽くしていると後ろから突然肩を叩かれた。慌てて振り向くと、地元の高校の制服を着た見慣れた少女がいた。

        「やっぱり蓮だ。あれ、華月に行ったんじゃなかったっけ？」

        　彼女は地元の知り合いで、中学の同級生。会うのは卒業式以来で、その時は色白だったのに小麦色に焼けた肌になっていた。

        　そんな懐かしい顔の登場にも、衝撃から立ち直れないせいで、ただ彼女を見つめるだけになってしまった。

        「…………」

        「なによ、オバケでも見たような顔をしてさ。まさか、私のこと忘れたわけ？」

        「ああ、違うよ。いきなりだったから驚いただけ」

        「驚いたのはこっちでしょうが。また羽馬先輩の家に誰か押しかけてきたのかって思ったわよ。というか、帰ってくるなら連絡くらいしなさいよね」

        　その苦情に体がピクッと反応した。

        「また？　またって、どういうこと……」

        　彼女は「はぁ？」と声を裏返して、私が理解してないことを、どこか不満そうにしていたけど、すぐにハッとした。

        「あんた、もしかして何も聞いてないわけ？」

        「な、何もって……今日、こっちに戻ってきたばっかりなんだけど」

        　彼女はあちゃーと目を覆って、天を仰いだ。

        「そっかぁ……てっきり、もう知ってるんだと思ってた」

        　それで確信した。彼女は優さんの家のことを何か知ってる。

        「何、どういうこと？　ここは、どうなってるのさ」

        　彼女の両肩を激しく揺さぶると「落ち着きなさいって！」と、彼女は私の両手を払いのけた。

        「本当に、何も聞いてないわけ？」

        「だって、ずっと華月にいたんだよ。地元からはほとんど連絡が来なかったし……」

        　彼女はその説明に「そっか……」と同情したあと、ゆっくりと説明をしてくれた。

        「この家、もう誰も住んでないと思う。あんたが華月に行って、少ししてから羽馬先輩のおじさんとおばさんも家を出たらしいから」

        　心のどこかで予想していたことだけど、それでも他人から聞くと、やっぱりかなりの衝撃だった。

        「噂じゃ、変な人たちとよくお金のことで揉めてたらしいから、そのせいじゃないかって言われてる。確かにたまに地元の人じゃない男が、この家の周りをウロウロしてるのは見たことある。だから、この辺じゃ知らない人はいないと思うけど……」

        　驚きの連続で体が震えてくる。優さんのおじさんが事業で失敗したって話は、本当だった……。

        「で、でも、優さんのことがあるのに、おじさんとおばさんだけで、どこかに行っちゃうなんて」

        「いや、羽馬先輩は見つかってるんじゃないかって噂だよ」

        　あっさりと告げられた最も衝撃的な言葉に、瞠目してしまう。

        「見つかってる？」

        「これも噂だけどね。見つかってるけど、そういう奴らに先輩が狙われないようにするために、表沙汰にしてないんじゃないかって」

        　足元の地面が一気に崩れ落ちていくような衝撃のせいで、よろめいてしまう。彼女が慌てて「しっかりしなさい」と支えてくれた。

        　そしてそのまま彼女に勧められて、その場でしゃがみ込んだ。

        「大丈夫？　まあ、あんたは羽馬先輩にゾッコンだったもんね……」

        　しゃがみ込んだ私の背中をさすりながら同情してくれたけど、気持ちはちっとも落ち着かなかった。

        「それって、あくまで噂だよね？　誰も優さんを見たわけじゃないよね？」

        　縋るような思いで確認すると、彼女は「うーん」と唸った。

        「まさか……誰かが優さんを見たの？　誰？」

        「いや、それが先輩かわからないけど、たまにこの家の周りで若い女の人がいるのを何人かが見てるんだって。それが先輩じゃないかって話だよ。なんかポストを確認してたって話だし」

        　おぼつかない足で勢いをつけて立ち上がり、遠慮もなくチラシが詰め込まれていたポストを開けた。

        　彼女が何度も止めてきたけど、それを全部無視した。

        　ポストにはボロボロになったチラシがいっぱい詰め込まれていた。でも、その中に私が送った手紙はなかった。誰かが持ち去っている……。

        　力が入らなくなって、そのまま膝から崩れ落ちた。彼女が「しっかりして」と声をかけてくれるけど、頭の中がぐちゃぐちゃで考えがまとまらない。

        「ごめん……一人に、して……」

        　これ以上はどんな話も頭に入らないし、彼女の時間をとってしまうのも心苦しい。

        　それでも彼女はしばらくは黙って側にいてくれた。ただ、遠慮して「また遊ぼうよ」と肩を叩いてから帰って行った。

        　一人になってしまうと、いよいよ落胆が大きく感じられた。

        　私はずっと何をしてたんだろう……。今聞いた話は、地元に残っていれば、もっと前に知ることができた事実だ。

        　きっと女王陛下の推理は間違ってない。でもここにいれば、その推理だってあんな遠回りでたどり着く必要もなかった。

        　優さんを追って華月に入学したばっかりに、ずっと一人で空回りしていた。

        　唇から乾いた笑いが溢れてきた。

        　少し落ち着いてから、自分の家に帰った。両親は急に帰宅した私に驚いていたけど、その二人に優さんのことを尋ねると、二人は顔を見合わせ、さっき聞いた話と同じ内容のことを教えてくれた。

        「手紙で教えるようなことじゃないから、帰ってきたら直接説明するつもりだった」

        　両親はそう口を揃えた。確かに、こんな内容を手紙で教えられても信じられなかったし、その判断を責めることはできなかった。

        　でも、その現実を突きつけられると虚無感がすごかった。

        　久しぶりに実家に戻ったっていうのに、話を聞き終えると「気分転換したい」と、すぐに散歩に出た。

        　時間はもう夕方になっていて、空がオレンジ色に染まっていた。

        　向かったのは近所の公園。成長したせいで、そこは子どもの頃よりずっと狭く感じるようになった。でも昔と変わらず、誰もいない。

        　古びた遊具と砂場。それらをぐるりと見渡したあと、ブランコに座った。子どもの頃はこれが一番好きな遊具だった。

        　高校生になってしまった私では重いようで、ブランコはギシッと軋んだ。

        　子どもの頃は私が座ると、優さんが背中を押してくれた。そんな思い出がたくさんある。

        「……懐かしいな」

        　小さくブランコで揺られながら、公園の隅っこに目をやる。私が初めて優さんに声をかけてもらった場所。あそこで寂しがっていた私を、彼女が慰めてくれた。

        　小学生になって、中学生になって、こうして高校生になった。あれから十年以上経つけど、私の人生にはいつだって優さんがどこかにいた。でも、今はそこにポッカリと穴が空いてしまっている。

        　公園に一人でいても、誰も声をかけてくれない。

        　浜木綿の花言葉は『どこか遠くへ』だ。優さんは本当に、どこへ行ってしまったのかわからない。でも、もうここに戻ってくることはないとは思う。

        　私の手紙をきっと受け取ってるはず。でも返事はなかった。きっと、もう会いたくないんだ。

        　学校を退学して、地元から消えた。彼女は自分の過去を捨ててる。

        　そんな彼女からしたら、私はもう目障りでしかないんだと思う。今、どんな気持ちでいるのか想像もできないけど……きっと、私の知っている彼女じゃない。

        『金は簡単に人を弱く、醜くするわ』

        　女王陛下の言葉を思い出す。きっと、ここでも彼女の言う通りだったんだろう。

        「ああ……謝らなきゃ」

        　結局、彼女の推理通りだったみたいだ。受け入れたくないけど、そうするしかない。気を遣ってくれた彼女にひどいことを言ってしまったし、ちゃんとケジメをつける必要がある。

        　沈んだ気持ちでブランコを漕ぎ続け、真っ暗になったところで家に帰った。

        　両親は私が急に帰省したのに、晩御飯にご馳走を用意してくれたし、翌日には昨日会った彼女が、数名の友達を連れて遊びに来てくれた。

        　そのおかげで少しだけ気持ちを回復させることができて、夕方にはみんなに見送られて、華月に戻った。

        　

        　４

        　

        　週明けの月曜日はただでさえ憂鬱なのに、今日はそれが一段と酷かった。

        　頭ではやっぱり優さんのことを考えてしまって、気分が落ち込む。その上、日曜日の夜に華月に戻ったせいで、睡眠時間を十分とれなかったから、授業中はずっとボーッとしていた。

        　そんな辛い状態でなんとか授業を乗り切り、放課後には真っ先に中庭に向かった。

        　女王陛下がいつもみたいに昼寝をしているはずだと予想していたのに、彼女の指定席であるベンチには誰も座ってなくて、思わずズッコケてしまいそうになった。

        「今日は部活に顔を出してるのかな……」

        　踵を返して弓道場に向かおうとしたとき、金曜日のことを思い出した。部長が『週明けに風鳥に挨拶に行ってもらう』と言っていた。

        「ああ、そうか……今日は、夜まで帰って来ないんだ」

        　きっと今頃は風鳥に向かう準備をしているか、もう向かってる最中のはず。いち早く地元でのことを説明して謝りたいけど、今日は邪魔になってしまうから我慢するしかない。

        「ハァァァ……なんか、うまくいかないなぁ」

        　大きくため息をついてベンチに座り、空を見上げる。鳥が優雅に飛んでいるのが羨ましい。

        「……許して、くれるかな」

        　それがちっとも予想できない。昨日も電車の中で何度も考えたけど、事情を説明して謝ったら、彼女はどんなリアクションをするだろう。

        　少しは同情して「ご苦労だったわね」と労ってくれそうな気もするし、自慢げに「だから言ったでしょう」とバカにされる気もする。

        　でも――。

        　一番想像できるのは、興味なさそうに「そう」と聞き流す姿だった。

        　それで私にも愛想を尽かし、以前みたいに棘のある接し方をされる。

        　自業自得だけど、それを想像すると胸がチクチクと痛い。

        「……何をしているの」

        　急に声をかけられたせいで、ベンチに座ったまま一度だけピョンッと体を跳ねさせてしまった。

        　ベンチの前にいつの間にか丘村先輩がいて、いつも通りのマスク姿で、私を見下ろしていた。

        「またサボり？　感心しない」

        　彼女はキョロキョロと周りを見渡したあと、もう一度見下ろしてきた。

        「さすがに竈山さんはいないわね。良かったわ」

        「……まさか、女王陛下のことが心配で見に来てくれたんですか？」

        　彼女は腕を組んで、ハァと大きく息を吐いた。

        「一応ね。前回の大前は私だったし、そのせいでああなったから……。あなたのところの部長さんが最後まで不安そうにしてたから、念のために確認に来ただけ。でも良かったわ。今日の挨拶を投げ出すようなことはしなかったみたいね」

        　後半になるにつれて、口調が優しくなっていき、表情も柔らかくなっていった。

        　いがみ合っているように見えるけど、少なくとも丘村先輩は女王陛下のことを手のかかる後輩だと思っていて、目を離せないようだ。

        　本当に嫌いなら、頼まれてもないのによその部活のためにこんなことはしないだろう。

        「一度引き受けたことですから、あの人は最後までちゃんとすると思いますよ。だからこそ、普段は腰が重いんです」

        　ここ最近は一緒にいたから、それはよくわかる。私に協力すると申し出てくれた時も、こっちが期待していたこと以上のことをしてくれた。彼女の中で『約束』というのは、それだけ重いんだと思う。

        「あら、仲直りしたの？」

        　からかうように笑われたので、礼拝堂のときと同じく「違いますよ」と否定した。

        「できるとも思えませんけどね」

        　自虐的に笑うと、彼女は「え？」と驚いた。

        「あなたが原因なの？」

        「まあ……そうですね。あの人に非がないってわけじゃないですけど、悪いのは私だったみたいです」

        　先輩は私たちの喧嘩の原因を女王陛下だと決めつけていたようで、目をぱちぱちとさせていた。

        　そういえば、この人にも謝らなきゃいけないんだ。

        「先輩、色々すいませんでした」

        　ただでさえ驚いていたところに、急に謝られたから、先輩は余計に混乱した。

        「え、な、なによ、急に……」

        「実は土日の間に、地元に戻りました」

        　そこから私は地元で知ったことを彼女にも説明した。話を聞いている間、彼女は静かに頷くだけで、言葉は発しなかった。

        　全てを聞き終えても、しばらくは遠くを見つめていた。

        「……つまり、優はどこかで生きてるのね」

        「はい。それだけは間違いないと思います。自分の意思で地元に帰ってこれるくらいに自由でもあるみたいです」

        　断言すると、彼女は目を閉じて、胸に手を当てた。

        「……良かった」

        　ずっと心配してくれてたんだと、改めて思い知った。

        　いまだに見つかってないし、これからも会えないけど、とにかく無事で、なんとか生きているってことだけでもわかれば、それだけで十分みたいだ。

        　それくらいに先輩は優さんのことを思ってくれていたんだ。

        　その人を犯人扱いしてたなんて、本当に申し訳ない。

        「先輩は、優さんを庇ってくれていたんですよね。それなのに疑ったりして、すいませんでした」

        「――――え」

        　彼女はパチッと目を開け、瞳を点にしてこちらを見つめる。

        「女王陛下が推理したんです。去年、優さんが先輩から何か盗んで、先輩は練習試合のためにそれを隠蔽したって。でもそれが原因で喧嘩になって、怪我をしたんじゃないかって……。私はそれが信じられなくて、そのせいで喧嘩したんですけど、調べてみるとその推理が当たってるみたいで……。先輩が優さんを庇ってくれて、知らない方がいいって忠告もしてくれたのに、私ってば空回りで――」

        「待ちなさい。いいから、待って」

        　彼女は手のひらを私の顔の前に突き出して、理解が追いつかないといった様子で、また「待って」と繰り返した。

        「……何を言ってるの？　それは、なんの話？」

        「いや、だから……去年、先輩と優さんの間にあったトラブルのことですよ」

        　先輩は困惑した表情でこめかみに手をあてて、しばらくぶつぶつと何か呟いたあと、やっと「ああ……」と息を漏らした。

        「そういうことね……」

        　彼女は大きく息を吸うと、首を小さく横に放った。

        「優の友達として、あの子の名誉のため、否定するわ。その推理は間違ってる」

        　また、足元が崩れ落ちていくような感覚に見舞われた。

        　だって、ここ最近はずっとこの推理があってるかどうかを考えてきて、やっと受け止められたっていうのに……。

        「よく考えなさいよ。学費に困っていたとしても、私の私物を盗んでも仕方ないでしょう。数ヶ月分の学費を補えるような現金や、それに代わるような高級品を寮の部屋に置いておくわけないじゃない」

        　先輩が付け足した理屈は、本当にその通りだった。

        　そもそも、やっぱりルームメイトから何か盗むっていう行為自体が、自供しているようなものなんだから当然だ。

        　でも――。

        「だったら、なんだっていうんですか？　去年、先輩と優さんの部屋で窃盗事件があったのは間違いないですよね？」

        　なにも盗まれていない不思議な窃盗事件。それは練習試合のため、丘村先輩が被害を隠蔽したから。そう考えたから、辻褄があったのに。

        　そこを否定されると、次の『優さんが丘村先輩に怪我をさせた』という推理まで成立しなくなる。

        　先輩はこの期に及んで「それは……」といい淀み、視線を逸らした。

        　そんな態度に今度こそ我慢できなくなった。

        「先輩っ、お願いですからちゃんと教えてくださいっ。去年、本当は何があったんですかっ」

        　女王陛下の推理が間違っていたとしても、ならちゃんとした真相を知らないといけない。

        　そして、それに淡い期待をするような気にはなれなかった。何か、もっと悪いものだ。だからこそ、先輩は必死に隠している。

        「…………」

        　先輩は地面を見下ろして、何かに悩んでいるようだった。

        　そんな彼女の両肩を掴んで、激しく揺さぶった。

        「先輩っ！」

        「……そうね」

        　彼女はやっと顔を上げると、泣きそうな目をしていた。

        「あの子のために隠しておくべきだと思ったけど、あなたにはきっと、知る権利があるのよね」

        　彼女は私の手をゆっくりと払い落とすと、ごくりと唾を飲み込んだあと、強い視線を向けてきた。　

        　まるで『覚悟しろ』と宣告されたようで、思わず一歩後ずさってしまう。

        「あなたたちの推理は、真逆なの」

        「真逆？」

        「ええ。去年起こった窃盗事件、それの犯人は私なの」

        　彼女がいきなりした自白を受け止めきれず、頭が真っ白になる。

        　先輩が、窃盗事件の犯人？

        「そして、被害者が優よ。私は優からある物を盗んだ。そして、あの子はそのことに気づきながらも、それを隠蔽したの」

        　先輩が犯人である仮説は考えたけど、それはすぐにあり得ないと棄却した。だって、華族派である先輩が、市民派の優さんから何か盗むことはないだろうと思ったから。

        　でも、実際はそうじゃなかった。

        「先輩は一体、何を盗んだんですか？　どうして、優さんはそれを隠したんですか？」

        「私が盗んだのは、手紙よ」

        「手紙？」

        「あの日、私は先に寮に帰った」

        　先輩は追想するように目を閉じて、少しだけ上を向いた。

        「そこで、寮母さんから手紙を受け取ったの。実家からだっていうから、私は部屋に戻ってすぐにその手紙を開封したわ。でもね、それは私宛ての手紙じゃなくて、優の家族からあの子に宛てた手紙だった」

        　ふと、あることを思い出した。

        　それは私が部長と一緒に寮に帰った日のこと。去年のことを知りたくて彼女から色々聞き出した日だ。

        　あの日、寮に帰った時に寮母さんから手紙を渡された。最初は私のだって言って渡してきたけど、結局それはルームメイトのものだった。

        　あれと同じことが、去年起きていた……。

        「読むつもりなんてなかったわ……。でも、目に入ってしまったの。私は慌てて、部屋を荒らして他の手紙も探した。そして手紙を一式、盗んだの。私の予想通り、優は被害には気付いても、それを公表しなかった」

        「待ってくださいよ。なんで、手紙なんか盗んで……。それに、優さんはどうしてそれを隠したんですか？」

        　閉じていた目を開けた先輩が、悲しそうにその目を細めた。

        「手紙には、ある計画が書かれていたわ」

        「計画？」

        　少し間を置いてから、先輩は一年間ずっと黙っていた、優さんの秘密を告白した。

        「優は、華族派の生徒を誘拐する計画をたてていたの」

        　

        　５

        　

        「――ゆ、誘拐？」

        　信じられずにオウム返しをする私に、先輩が無情にも「ええ」と頷いた。

        「優と優の家族は、練習試合の日に街に出る華族派の生徒を誘拐して、身代金を得る計画をたてていたの。手紙には、その詳細が書かれていたわ」

        　まだ理解が追いつかない私を置いて、先輩は次々と説明していく。

        　それはまるで、自分一人で抱えるのはもう限界だというように。

        「たまたま手紙を読んでしまった私は、当然、その計画を阻止することにしたわ。だから手紙を盗んだ。私は優に、計画はもうバレているって教えたかったの。そうすれば、きっとあんなことはしないと思ったから」

        　先輩が悔しそうに顔を歪めて、ギュッと両手の拳を握って震えさせた。

        「確かに優は手紙が盗まれたことに気付いたわっ。そしてそれが私の仕業だってことも察してた。ねぇ、あなた、優は私になんて言ったと思う？」

        　そんなの、わかるわけがない。いまだに誘拐計画のことを信じられないのに。

        　何も答えない私に、先輩は苛立ったように声を荒げる。

        「優は笑って言ったわ。黙っててねって！」

        「そんな……」

        　その光景を想像しようとする。でも、できない。理性が必死に、そんな邪悪な笑みを浮かべている優さんの姿を想像しないようにストップをかけていた。

        「ああ……だから、先輩は怪我を……」

        　あの怪我も先輩の自作自演。だって、そうすれば練習試合が中止になるから。

        「そうよ。優が諦めてくれないから、私は練習試合を中止させることにした」

        　先輩はわざと怪我をした。大前である先輩が試合の前日に怪我をした影響で、部内は混乱して、結局は棄権することになった。

        　そういえば、棄権するかどうかを部内で揉めたとき、優さんは代役をたてるべきだって主張してたはず。きっと、それもその目的のために……。

        　信じがたい話だけど、ようやく全ての辻褄があった。

        　ガクッと肩を落とすと、先輩が大きく息を吐いた。

        「あなたが知りたがったことだからね」

        　あれだけ必死に女王陛下の推理を否定しようと頑張ったのに、待ち受けていたのはよりひどい現実だった。

        　優さんはお金のために、誰かを誘拐しようとしていた。確かに厳重な警備がされている華月の寮や校内じゃなくて、普通の街中でなら、大人の力を借りれば誘拐もできるかもしれない。

        　そのために練習試合の日を狙った。

        　結局、先輩が自作自演をしてくれたおかげで、練習試合は中止になり、優さんたちの計画も頓挫した。

        　でも、その影響でお金に困っていた優さんは退学するしかなくなった……。

        　やっと、あの言葉の意味を理解できた。

        『信じてた人に、裏切られたの』

        　あれは間違いなく丘村先輩のことだった。でも、違う。先輩は当たり前のことをしただけ。それを優さんが勝手にそう受け取ってしまった。

        　これが……真相。

        「どうして……黙ってたんですか？」

        　優さんが計画していたことは犯罪。警察に通報するのが当然の事案だ。なのに先輩は去年からずっと、誰にも相談することなく、この秘密を一年間も抱え込んだ。

        　先輩だって、優さんに裏切られたのに。

        「言ったでしょう。私は今も、親友だと思ってるの」

        　迷いのない言葉だった。一人で抱え込むには重い秘密を必死に隠したのも、計画が頓挫した以上、優さんが悪く言われないようにするためだろう。

        　その優さんがいなくなって、影で『裏切られた』と罵られ、私たちから散々教えろと迫られても、彼女はずっと優さんのために秘密を守ってきた。

        　私なんかよりずっと、彼女のことを考えていたんだ。

        「……すいませんでした」

        　それは何に対する謝罪だったのか、自分でもはっきりしない。ずっと犯人のような扱いをしてきたことか、忠告を無視したことか。それとも、優さんの代わりに謝っておくべきだと思ったのか。

        「気にしないで。あなたが優の後輩だと聞いた時から、こういう日が来るかもしれないとは思ってたわ」

        　私の顔を覗き込みながら、彼女は「でも」と悲しそうに続けた。

        「そんな顔をするなら、もっと強く警告すべきだったわ」

        　そっと手を伸ばしてきて、私の目元に溜まった涙を親指で拭ってくれた。

        「もっとって……部屋まで荒らしておいて、よく言いますね……」

        　そして、その手が止まった。

        「……何を言ってるの？」

        「いや、だから……私の部屋を荒らしましたよね？　メモ用紙に『余計なことはするな』って忠告のメッセージを残して」

        　あれは絶対に先輩の仕業だと思っていたのに、彼女は怪訝そうな顔をしながら「違うわ」とキッパリと否定した。

        「そんなこと、してないわ」

        「そんな、嘘でしょう？　だって、マスクをした生徒を見たってルームメイトが――」

        　その時、自分の頭の中で何かが繋がった。ずっと最悪を味わい続けたのに、それより遥かに悪い予想は、一瞬で私の頭を支配していく。

        　自然と膝が震えてきた。

        　そんな状態で頭を抱え、荒い呼吸をする私を先輩が心配そうに見つめていた。

        「ねえ、どうしたの？　それにメッセージって……」

        「先輩、弓道部のミーティングを盗み聞きしていませんでしたか？　私と先輩が初めて会った日の前日です。女王陛下が大前に指名されたミーティングがあるんですけど」

        　もう随分と前のような気もするけど、私にとっては初めてそこで丘村先輩の名前を聞くことになった、ターニングポイントと呼べる日のことだ。

        　あの日、教室から出た時に私もマスク姿の生徒を目撃している。

        　あれも彼女だと勝手に思っていたけど……。

        「そんなことしてないわよ。竈山さんが大前に指名されたのだって、ここであなたに教えられて初めて知ったんだから」

        　そうだった。大前の話を聞いたとき、先輩はすごく驚いていたじゃないか。盗み聞きをしていたなら、絶対に知っているはずなのに。

        　悪い想像が確信に変わっていくにつれ、体の震えが止まらなくなる。

        「先輩……先輩の家も銀行でしたよね？」

        「そ、そうよ。あなた、さっきからどうしたの？」

        「教えてください。融資をしていた会社の事業がうまくいかなくなったら、銀行はどうするんですか？」

        　彼女は急に家のことを持ち出されたから、困惑してすぐには答えてくれなかった。

        「教えてください、早くっ！」

        「なんなのよ……。当然、融資は続けられない。打ち切りを通達するはずだけど」

        「そうしたら、会社は……」

        「再建できないところがほとんどね。でも、事業ってそういうものだから」

        　完全に確信した。

        　気づけば私は先輩を押しのけて、全力で走り出していた。後ろから先輩が何か声をかけていたけど、そんなのに構ってる暇はなかった。

        　早く、一秒でも早く女王陛下に追い付かないといけないっ。

        　私やルームメイトが目撃したマスク姿の生徒が丘村先輩じゃないなら、マスクで顔を隠した誰かだ。

        　そしてそれは弓道部の情報を知る必要があって、私に忠告する理由がある人。

        　そんなの、一人しかいない。

        　普通なら見つかるはずだけど、マスク姿の先輩なら簡単に変装できた。制服も持っているはずだし、学校や寮の構造だって知り尽くしているから潜入は難しくない。

        　そうだ。優さんしかいない。

        　浜木綿の花言葉は『どこか遠くへ』だった。でも、違う。彼女は、ずっと側にいたんだ。

        　なら、学校や寮に潜入までして彼女が何をしていたか。きっと彼女は待っていたんだ。

        　おじさんの事業に追い討ちをかけて、自分の家を追い込んだ原因に復讐することを。

        　そう。女王陛下を襲う機会を、ずっと窺っていたんだ――。

        　百合先輩が自信を持っていた。この学校の警備は厳重だって。だから校内や寮にいる時には狙えない。女王陛下は一人でいることが多いけど、声を上げられたらすぐに助けが来てしまう。

        　でも学校の外に出てしまえば、簡単に襲える。

        　だから彼女が一人で校外に出るのをずっと待っていた。ミーティングを盗み聞きしたのも、私に『余計なことはするな』と忠告したのも、全部、今日のため。

        　何人もの生徒にぶつかりながら校内を駆け抜ける。校門や寮までの道で見張りをしていた先生たちの制止を振り切って、呼吸するのが辛くなっても、ただただ、ひたすらに走った。

        　腕を振って、できるだけ大股で、何度も何度も咽せながら、それでも必死に地面を蹴っていた。

        　こんなに必死になったのは、生まれて初めてかもしれない。

        　苦しい。まだショックから立ち直れていないから、精神的にも辛い。正直、まだ泣きたい。それでも、そんな弱音を吐いている時間はなかった。

        　絶対に、女王陛下を守らなきゃいけない。絶対に。

        　彼女は駅に向かったはず。電車に乗ってしまえば襲うことはできない。だから、駅に着くまでに狙われる可能性が高い。

        　もう、時間がない――。

        「お、お願いっ」

        　全身から汗を噴き出しながら、それでも必死に山道を駆け降りていく。

        　そして――木々に囲まれた一本道の先に、女王陛下の後ろ姿を見つけることができた。

        　やった、と喜んだのも束の間で、彼女から少し離れた位置にもう一人、誰かがいるのが見えた。私たちと同じ制服を着て、少し細めの顔つきの女性。足元にはマスクが落ちてあった。

        　痩せてしまっていたけど、見間違えるはずがなかった。

        　優さんだ。

        　やっと彼女を見つけることができたのに、喜びは湧いてこなかった。なぜなら、彼女は怒りの形相を浮かべ、両手で持ったナイフを女王陛下に向けていたから。

        　衝撃を受けつつ、ゆっくりと彼女たちに近づいていくと、私の足音に気づいた二人が同時にこちらを向いた。

        「蓮」

        　女王陛下と優さんの声が重なった。

        　

        


    


        第六章【花の嘘】

        　

        　

        「優さん……」

        　あの日以来の再会だった。息を切らせながら、足を引きずるようにして近づいていくと、彼女は不快そうに顔を歪めた。

        　ただそれだけで胸が抉られるような痛みに襲われる。

        「蓮、近づいたらただじゃおかない」

        　優さんの剣呑な声で、自然と足を止めてしまう。そんな言葉を彼女に向けられただけでショックだった。

        　動きを止めた私に、彼女は口角を釣り上げて笑った。

        「うん、いい子だね。邪魔したらダメだから」

        　彼女はまた女王陛下を睨みつけて、ナイフを持ったまま一歩近づいた。

        「っ。優さん、やめてください！」

        「ふざけないで。ずっと、今日を待ってたの。竈山が……この女が一人になるところを」

        　怒りのせいでナイフを持つ手が震えていた。キラリと光る刃先が、カタカタと揺れている。

        「たとえ蓮でも、邪魔したら許さない」

        　鋭利で攻撃的な目で睨まれる。彼女の瞳は以前と違って、随分とくすんでいた。

        　ただ、次の瞬間には見慣れた優しい笑顔を見せてくれた。

        「蓮は私の味方でしょう？　何があっても、黙っててくれるよね？」

        「そんなのできるわけありませんからっ。すぐにやめてくださいっ」

        　全力で首を横に振った。ここで何か起これば、私はありのままを話すしかなくなる。そんなのは絶対に嫌だ。

        「……ふーん。そうなんだ」

        　ヒュッと風が吹いて、彼女の髪が揺れた。

        「じゃあ、蓮も一緒に連れて行く。近くに、父さんが待機してるの」

        　脅しじゃない。彼女は本当にそうするつもりだ。

        　今ここには彼女しかいないけど、おじさんが近くにいるということは、恐らく車か何かで待機しているんだろう。大人の男性にここに来られたら、いよいよ抵抗できなくなる。

        　早くなんとかしないと。

        　滑らすように足を動かすと、優さんが瞬時に反応した。

        「動かないでっ！」

        　ナイフの刃先を一切の躊躇なく私に向けてくる。動きを止めてしまったのは怖かったからじゃない。

        　もう、本当に私の知っている彼女じゃないと理解して、ショックだったから。

        「……去年のこと、丘村先輩に聞きました。あの人は、今も優さんを――」

        「うるさいっ、うるさいっ！　紗希は私を裏切ったのっ！　あんな奴のこと、知らないっ！」

        　一段と声が跳ね上がって、彼女がどれだけ丘村先輩を恨んでいるかが伝わってくる。

        　興奮した彼女は自分を落ち着かすように、一度大きく深呼吸をした。

        「……二人とも、こっちに来て。変なことをしたら、殺すから」

        　ナイフをまた女王陛下に向けて、優さんは意味のない復讐を本当にしようとしていた。

        「――蓮」

        　そんな憎悪にとり憑かれた優さんを目の前にしながら、女王陛下が話しかけてきた

        　その声は本当にいつも通りで、怯えどころか、焦りも感じられない。表情も平然としたままで、こっちが正気を疑いたくなる。

        「状況を説明しなさい」

        　彼女の声を聞くのは久しぶりだった。場違いだとわかっていても、ただそれだけで安心できた。

        「蓮、早く」

        「え、あ……真相が全てわかりました。窃盗事件と怪我は、丘村先輩の自作自演です。理由は――」

        　チラリと優さんを一瞥した後、心が締め付けられる感覚を味わいながら、その事実をありのまま伝えた。

        「優さんが企てていた誘拐計画を阻止するためです」

        　優さんが眉間に皺を寄せ、犬歯を覗かせて、怒りの形相を浮かべる。

        「あいつ……本当に喋ったんだ……」

        　信じられないといった様子だった。でも、私から言わせれば、それこそ信じられなかった。あんな秘密を今日までずっと隠していてくれたのに。

        　女王陛下はその端的な事実だけで、理解できたようだった。

        「私の仮説が間違っていた。その代わり、もっととんでもない事実が出てきたというわけね」

        　彼女は大きくため息をつくと、長い金髪をファサッとかきあげた。

        「面倒ね」

        　今まさに、自分が危機的状況だっていうのに、彼女は恐ろしいほど肝が据わっていた。

        「羽馬、お前はどうするつもり？」

        「はぁ？」

        「ここで私や蓮を攫って、何になるの？　もうお前は退学になっているし、父親の会社もどうせ潰れているんでしょう？」

        「女王陛下っ！」

        　どうしてこの状況で優さんの感情を逆撫でするようなことを言うのか、本当に理解できない。

        　でも優さんは怒ったりせず、余裕の笑みを浮かべた。

        「ええ、そうよ。でもお前を攫えば、親から金をとれるわ。それで借金はなんとかできるし、その後に身を隠せばいい。馬鹿にしないで。計画はもうでき上がってる」

        　優さんが一歩、女王陛下に近づいた。

        「お前は黙って言うことを聞けばいい。命乞いをするなら、身代金を受け取った後に、解放してあげるかもね」

        　ニヤッと笑う顔が物語っている。彼女は、絶対に解放なんかしない。

        「蓮はどうするつもり？」

        　女王陛下が私を指さすと、優さんは気に食わないという様に片方の口角を釣り上げた。

        「どうして、あんたが蓮の心配をするのよ」

        「質問をしているのはこっちよ。さっさと答えなさい」

        「お前っ、立場がわかってないのっ！」

        　我慢できなくなった優さんが怒鳴っても、女王陛下は顔色を変えなかった。

        「うるさい。喚くんじゃないわ、見苦しい」

        　できることなら、今すぐにあの人の口を塞ぎたい。動けないことがもどかしい。

        「……蓮は私の後輩よ。一旦は一緒に来てもらうけど、口外しないと約束させるだけ」

        　優さんも顔を真っ赤にしているけど、これ以上は言っても無駄とわかったみたいで、相手にしないことにしたようだ。

        「なるほど。目的はあたしへの復讐で、他を巻き込むつもりはないと……。へぇ、まだ少しは理性が残っているようね」

        「女王陛下っ、死にたいんですかっ！」

        「ここで黙っていても、殺されるわ。だったら、言いたいことを言うべきじゃない？」

        　彼女が損得勘定で動く人だとはわかっていたけど、こんな時までそうしないで欲しい。心臓がいくつあっても足りない。

        「身代金は借金返済と逃走資金にすると言ったわね？」

        「……ええ」

        「呆れた。一度失敗しただけで、事業をやり直すつもりもないのね」

        「知った様なこと言わないでっ！　お前みたいに生まれた時から恵まれてるやつに何がわかるのよっ！」

        　唾を飛ばしながら激昂する優さんを、女王陛下はつまらなそうに見ていた。

        　本当に見下すように。

        「生まれは違うもの。あたしだって、そのせいで見たくもないものをたくさん見てきたわ」

        　人を信じたことがないと言っていた姿を思い出す。そんなことは本人が望んでいたはずもないから、それが私たちにはわからない彼女の苦悩なんだろう。

        　でもそんなことは、今の優さんには関係なかった。

        「知らないわよっ！　お前がどんなものを見たかなんてっ！　お前の家のせいで、私の人生は無茶苦茶になったのっ！」

        　優さんがまた一歩、女王陛下に近づいていく。

        「それが私にとっては全てよっ！　お前たちに復讐できれば、それでいいのっ！」

        　もう言葉が通じる状態ではないのは明らかだった。ここでどれだけ説得しても、きっとやめてくれない。そもそも、優さん自身、もう自分で自分を止められないのかもしれない。

        　慌てて学校から飛び出してきたせいで、誰の助けも呼んでいない。このままじゃ、本当に攫われてしまう……。不安と焦りで汗が出てくる。

        　優さんが血走らせた目で女王陛下を睨みつけていて、それを受け止める彼女だけが、この場で唯一、平然としていた。

        「――そうね」

        　何かに納得した彼女は持っていた鞄をその場に捨てると、私の方を向いた。

        「蓮。目を閉じていなさい」

        「……は？」

        「見たくないものを見るわよ」

        　彼女が何を言っているのか理解できなかったけど、説明はしてくれなかった。

        　ただ、彼女はあろうことか、自分から優さんに近づいていった。

        「あたし、面倒ごとは嫌いなの」

        　特有の気怠さを醸し出しながら、彼女は優さんに向かっていく。

        　そのありえない行動に私は息を飲み、優さんも目を見開いていた。

        「目的が復讐なら、ここで済ませなさい。あたしを攫って、身代金なんて要求しても無駄よ。きっと要求は受け入れられないし、むしろ時間稼ぎをされて、お前が捕まるだけ」

        　彼女はゆっくりと自分の右胸を指さした。

        「ほら、ここよ」

        　今までずっと彼女には驚かされてきたけど、今回はその中でも特別だった。何をやっているのか、理解が追いつかない。

        「じょ、女王陛下……」

        「蓮、目を閉じろと言ったはずよ。トラウマを増やしたいの？」

        「そんなことを言ってる場合ですかっ！」

        　彼女はこちらを見ない。もう別れは済んだとでも言うように。

        「お前は関係ないから。これは、こいつとあたしの問題よ」

        　彼女の覚悟には付け入る隙がなかった。こんな理不尽な復讐の対象にされているのに、それを嘆くどころか、すんなりと受け入れている。その人間離れしたところに、ちょっとした恐怖を感じた。

        　そしてそれは優さんも同じで、さっきまでの威勢を無くして、自分に近づいてくる女王陛下を信じられない様子で見ていた。

        「どうしたの？」

        「お前……なんなのよ……」

        「自惚れね、市民派。こんな経験、初めてじゃないわ。あたしが怖がるとでも思った？」

        　女王陛下がふんっと鼻を鳴らした。

        「甘いわ。どうせ、お前たちはずっとそんな甘い考えでやってきて、追い詰められたんでしょう？　それを誰かのせいにしてるだけ。見苦しいわ。その醜態をもう見たくないから、さっさと用を済ませて」

        　その言い草には身に覚えがあった。私が女王陛下をミーティングに誘うため、中庭に足を運んだ時だ。彼女はそのとき、私の軽口が嫌いで、それが聞きたくないからなんて理由で要求をのんだ。

        　あの時と同じ。だからきっと、本当にそのつもりだ。

        　ただ、その常識離れした女王陛下に対して、優さんは困惑したまま、ナイフを持って硬直している。

        「早くしなさい。それとも――お前は、復讐もまともにできないの？」

        　その挑発で、優さんの目がキッと釣り上がった。

        「バカにしやがってっ！」

        　彼女が聞き取りづらい雄叫びをあげながら、ナイフを振り上げた。

        　頭より先に体が動いていた。金縛りにあったみたいに動かなかった足が、自然と前に踏み出していたし、決して長くない手を必死に伸ばして、私も何かを叫んでいた。

        　優さんがナイフを振り下ろす、ほんの数秒前に、私の手が女王陛下に届いた。

        　彼女を突き飛ばすと、その勢いで私も彼女に覆い被さるように転んだ。

        　その瞬間、ナイフが鋭く空気を裂く、シュンッという音が聞こえた。

        「はぁ……はぁ……」

        　生まれてから一番緊張した。そのせいで呼吸が全然定まらない。そんな私を、女王陛下が背中を地面にくっつけた状態で、目を丸くして見ていた。

        　そんな彼女に一度頷いてから、地面に手をついた状態で振り向くと、血走った目で優さんに睨まれていた。

        　胸が痛い。心にグサッと、重たい何かが刺さる。

        　それでも、間に合ってよかった。この人がこれ以上、道を踏み外すのを止められた。

        　それが何より重要だった。

        「優さん……もう、やめてください。これ以上は、ダメですよ」

        　どうか、私の言葉が彼女に届いて欲しい。いつもみんなに頼られて、みんなに優しかった、あの頃の彼女に戻って欲しい。そのためなら、どんな代償を払ってもいい。

        　優さんは俯いたまま、体を震わせていたけど、すぐにガバッと顔を上げた。その目には涙が溜まっていた。

        「蓮まで私を裏切ったっ！　ずっと優しくしてあげたのに、なんで私よりそんな奴を庇うのよっ！　どれだけお世話してあげたか、忘れたのっ！」

        「優さん……」

        「私の後輩だったのにっ！　ずっと、妹みたいに可愛がってあげたのにっ！　裏切り者っ！　嘘つきっ！」

        　繰り出される拒絶の言葉が一つずつ、的確に私の心に刺さっていく。痛い。泣きたくなるのを下唇を噛み、必死に堪える。

        「蓮は私よりそいつの方が大事なんだっ！　最低っ！　消えちゃえっ！」

        　ナイフをブンブンと振り回しながら、全力で拒絶してくる。その姿を見ると、どれだけ言葉を尽くしても、もう手遅れなんだと思い知ってしまう。

        　心の一部がガタッと音をたてて、崩れていく。

        　ずっと、この人に憧れてきた。ずっと、この人が大切だった。優しくて、大きい背中を追ってここに来た。少しでも力になりたくて、こんなところにたどり着いた。

        　自分の中で大切なアイデンティティが死んでいく。

        「蓮なんて嫌いっ！　大嫌いっ！　もう、私の前から消えてよっ！」

        　なんとか彼女にまた言葉をかけようと口を開けても、何も出ないし、必死に堪えている涙が溢れそうになるだけだった。

        「消えろっ！」

        「っ」

        　もう限界だった。涙が頬を流れた瞬間、優さんではない声が聞こえた。

        「蓮、どきなさい」

        　私の下にいた女王陛下が聞いたこともないような低い声で命令してきた。

        　でも、私は「え」と戸惑って動けない。すると彼女はそんな私の肩を掴むと、力尽くでどかせて、ゆらりと立ち上がった。

        　雰囲気が明らかにいつもと違った。声をかけることもできないほど、殺気立っている。

        　そしてまだナイフを手にしている優さんに、なんの迷いもなく近づいていった。

        「な、何よっ！」

        「自分のことばかり……いい加減にしなさい。醜くて見てられないわ」

        　その罵倒に優さんがまたカッとなって、ナイフを振り上げると、女王陛下はいつもの彼女からは想像できないほどの速さで、優さんの手首を掴んだ。

        「っ」

        「口を開けば誰かのせいにして、事実を向けられたらこうやって暴れて、お前はどれだけ自分勝手なの？　はっきり言って、あたし以上よ」

        　優さんがなんとか手を振りほどこうとするけど、女王陛下の力が強くて、ナイフを動かせないでいた。

        「う、うるさいっ！」

        「うるさいのはお前よ。喚いてばかりで、耳が痛いわ」

        　優さんの手首を掴んだまま、女王陛下が彼女へ近づいていき、ついに目前に迫った。

        　ナイフを持っている優さんの方が優位なはずなのに、こんな状況で怖気付いていない女王陛下に畏怖していた。

        「裏切られたですって？　嘘よ。お前は裏切られてなんかいない。だって、お前は誰も信じていないんだから」

        「そんなこと――」

        「そんなことしかないわ。だからお前はルームメイトに相談せず退学して、蓮に事情を説明せずに消えた。お前のことを真剣に考えていた二人を、全く信用していなかったのよ。お前は裏切られてなんていない。お前が、裏切ったのよ」

        　優さんが悔しそうに顔を歪ませても、女王陛下は彼女を睨みながら続けた。

        「蓮がどんな思いで華月に入学して、今日までどれだけ必死だったかも知らないで、こいつを侮辱するんじゃないわ」

        　女王陛下が少し手に力を加えると、優さんが「ああっ」と呻いて、彼女の手からナイフが滑り落ちた。

        　慌ててそれを拾い上げて、茂みに向かって全力で投げた。

        　ナイフは回転しながらヒュンヒュンと音をたてて、森へと消えていった。これで、とりあえず危機は去った……。

        　女王陛下もそれを見届けると、乱暴に優さんを解放した。まるで、もう用はないと言わんばかりだ。

        　そしてそんな彼女を私はただただ、ボーッと見上げていた。必死になって助けたつもりだったけど、彼女なら単身でもなんとかできただろう。強い人だとは知っていたつもりだけど、ここまでとは思わなかった。

        　彼女が黙って手を差し出してくるから、少し迷ってから、その手をとると、引き起こされた。

        　優さんは涙をボロボロと流しながら、悔しそうに歯を剥き出しにしていた。もうナイフは持っていないけど、それでも溢れ出す憎悪に恐怖を感じる。

        「そうやって……また、私から奪っていくんでしょうっ。優は、私のものなのにっ！」

        　私を指さしながら、涙声で優さんが女王陛下を責めた。

        「消えろとさっき言ったじゃない。蓮はもうお前のものじゃない。蓮は――」

        　彼女は私の手を引くと、自分の隣に立たせた。

        「あたしのよ」

        　当然のように、そう高らかに宣言した。もちろん、私は誰かの所有物になったことはなくて、普段なら得意の軽口で否定するところなのに、そういう気は起きなかった。

        　優さんは宣言した女王陛下と、それを否定しない私を交互に見たあと、両手で顔を覆った。

        「……また、全部なくすんだ」

        　どこで彼女が歪んでしまったか、わからない。でも、あの人が望んでこんな風になってしまったとは思えない。女王陛下は責めたけど、誰にも相談しなかったのも、心配をかけさせたくなかったからという理由だってあるはずだ。

        　もう彼女の計画は破綻している。でも、この計画のために、彼女がどれだけ犠牲を払ってきたかを想像すると、息がつまりそうだ。

        　学生という身分、自分が育った家や故郷、たくさんの友達に、私。この一年で彼女が失ったものが多すぎる。しかも主因は彼女じゃない。

        　だからこんなにも歪んでしまっても、同情してしまう。

        　何かできることがあるかもしれない。一言、声をかけたい。具体的なことは何も考え付かなかったけど、それでも彼女に近づこうと一歩踏み出した。

        「蓮」

        　小声で女王陛下に止められた。彼女は全てを悟ったように「無駄よ」と首を横に振った。

        「でも」

        「お前もしつこいわ。お前はあいつに何もしてやれない。自分でもわかっているでしょう」

        　私にも厳しい彼女は、心の奥ではわかっていたけど知らないフリをした真意を、的確に見抜いてきた。

        「っ」

        「それに、それはお前の仕事じゃない」

        「……え？」

        　足音が聞こえた。全力でこっちに駆けて来る足音。

        　音のした方を向くと、遠くから女子生徒が走ってくるのが見えた。マスクをしているせいで息苦しそうにしている。

        　それでも丘村先輩は、必死に走っていて、私や優さんの姿を確認すると、そこで足を止めた。

        　膝に手をあてて、ハァハァと荒い呼吸をしていた。その度に、マスクがペコペコと膨らんだり萎んだりを繰り返していた。

        「紗希……」

        　優さんが驚きながら丘村先輩を呼ぶと、彼女は優しい笑みを浮かべて頷いた。

        「優、会いたかったよ」

        　久しぶりの再会を本当に喜ぶように、丘村先輩は日頃の彼女からは想像できないくらい穏やかな表情になった。

        　でもそんな彼女に、優さんは「うるさいっ」と拒絶を示した。

        「裏切ったくせに！　去年、紗希が邪魔をしなかったら、私はまだ学校にいられたのにっ！」

        　理不尽な怒りをぶつけられても、丘村先輩は怒ったりショックを受けたりすることなく、穏やかに「そうだね」と優さんの憎悪を真正面から受け止めた。

        「優だけは味方だって、紗希がそう言ったくせにっ！　だから私もっ！　それなのにっ！」

        「うん。ごめん。優を傷つけて、あなたの窮地に気づいてあげられなくて、あなたを一人にして……本当にごめんね」

        　息を整えた丘村先輩が一歩ずつ、優さんへ歩み寄っていく。

        「来ないでよっ！」

        「嫌だよ。優をもう一人にしたくないから」

        「紗希のことなんて嫌いなんだから、今更友達みたいに振る舞うのはやめてよっ！」

        「うん。嫌われてもいいよ。友達と認めて貰えなくてもいい」

        　そこには、いつも私や女王陛下に『感心しない』と厳しく指導する彼女の面影はなかった。

        　優しく、穏やかに、迷子になってしまった子どもに接するように優さんに語りかけていた。

        　そして彼女も「来ないで」と繰り返していたけど、逃げることはなかった。

        「でも、私は優が嫌がっても、絶対に側にいるから。だって……寂しかったから」

        　二人の距離がほとんどなくなったところで、丘村先輩がゆっくりと優さんに手を伸ばして、抱き寄せた。

        「また会えて、本当に嬉しいよ」

        　少しだけ抵抗した優さんも、しばらくすると、丘村先輩の胸に顔を埋めて、嗚咽を漏らしていた。そんな彼女の背中を、丘村先輩がトントンと、優しく叩いていた。

        　それを見ていると、本当に私にできることはないんだと思い知った。

        　私にとって優さんは憧れで、甘えさせてくれる存在だった。ずっとそんな彼女でいて欲しいと思っていた。でも、今の彼女に必要なのは私みたいな存在じゃないんだ。

        　きっと先輩みたいに対等に、時には彼女を甘えさせてあげられる存在だったんだ。

        　胸がチクリと痛い。でも、諦めがついた。もう私にできることはない。

        　少しすると、丘村先輩が来た道から、今度は百合先輩が現れた。そして抱き合う二人の姿を見ると、安堵の息をついて、こちらに向かってきた。

        「せ、先輩……どうして」

        「ハスミンが慌てて校外に出て行くのをたまたま見かけたの。で、君の後を追っていた丘村くんと一緒に来たんだよ。ただ、駆けっこは苦手なんだよねー。あれは身長が低い人への嫌がらせだよ」

        　こんなシリアスな空気を一瞬で変えてしまうほど、百合先輩はあっけらかんとしていた。

        「なんとかなったのかな？」

        「はい……。あの、詳細は」

        「うん。今は取り込み中みたいだし、また今度でいいよ」

        　そこで百合先輩は手に持っていた物を差し出してきた。

        　それは、私のストラップシューズだった。

        「え？」

        「ハスミンってば、上履きでここまで来たでしょう？　持ってきてあげたよ」

        　指摘されて初めて思い出した。慌てて自分の靴を見ると、ここまで走ってきたせいで、上履きが土で汚れていた。

        「あ、ありがとうございます……」

        「うん。じゃあ、気をつけて行って来るんだよ」

        「え、行って来るって……どこに……」

        　ストラップシューズを受け取ってから気づいた。いつの間にか、隣にいたはずの女王陛下がいない。

        　百合先輩が微笑みながら道の先を指さしていた。慌ててそっちを確認すると、女王陛下がもう歩き始めていた。

        　そうだ。今日は元々、風鳥に挨拶に行く予定だったんだ。

        「一緒に行って来なよ。許可は私が出すし、後処理はやっておくからさ」

        　百合先輩が「ほら」と背中を叩く。

        　まだ優さんと丘村先輩は抱き合っていた。優さんのことがまだ気がかりだけど、もうあそこに私が入る隙間はなさそうだ。

        「……はい。後のこと、よろしくお願いします」

        　細かい事情は何一つ知らないはずなのに、百合先輩は親指をグッと突き立ててくれた。

        　靴を履き替えると、急いで女王陛下の後を追った。

        「女王陛下」

        　呼びかけると彼女は背中を向けたまま、足を止めてくれた。

        　ゆっくり歩いていた彼女にはすぐ追いつくことができたけど、追い抜かしたり、隣に並んだりすることはできなかった。

        　だって、私は彼女にひどいことを言った。まだ、そのことを謝っていない。

        「あ、あの」

        「蓮」

        　勇気を出して謝ろうとしたのに、気ままな彼女に言葉を被せられた。

        　ただ当然、彼女はそんなことは気にしてなくて、やっと振り向いてくれたと思ったら、自分の鞄をこちらに差し出してきた。

        「重い。持ちなさい」

        　それが当たり前だというような態度で命令してくる彼女は、さっきまでの雰囲気ではなく、いつもの彼女だった。その姿を見ていると、脱力してしまう。

        「……はぁ。はいはい」

        　謝る気がなくなってしまった。だって、本人が全然気にしてなさそうなんだから。

        　鞄を受け取ると、彼女はまた歩き始めて、私もその後をついて行く。

        「挨拶はあたしだけでするから、お前は適当に待ってなさい」

        「私はただの鞄持ちってわけですか？」

        「そうよ」

        　普通ならイラッとくるような傲慢な彼女の態度だけど、今はそれが懐かしい。

        「あと」

        「はいはい。次はなんですか？」

        「さっきは助かったわ。ありがとう」

        　命令のついでにお礼をする感覚が私にはわからなかったけど、もしかしたら、彼女なりの照れ隠しなのかもしれない。そんな期待をしたけど、表情を見るとそういうわけでもなさそうだった。

        　もう話は終わったというように、小さくあくびをしている。

        「ふふ。じゃあ、貸しってことでいいですか？」

        　女王陛下が足を止めると、素早く振り向いて、鼻をつまんできた。

        「いたっ」

        「ふん。調子に乗らないことね」

        　鼻をおさえる私に釘を刺した彼女は、そのまま頭に手を乗せてくれた。

        「……？」

        「よく頑張ったわ」

        　ぽんぽんと頭を撫でられた。すると、緊張感から解放されて自然とまた涙が出てくる。

        「また泣くの？」

        「だ、だってぇ……女王陛下のせいですよぉ」

        「わけがわからないこと言わないで」

        　大きなため息をついた彼女が、私の手を引いて歩き始めた。

        「みっともないから、駅に着くまでに泣き止みなさい」

        「うぅ」

        「それまでは、付き合ってあげるわ」

        　突き放したような言い方だけど、それは間違いなく彼女の優しさだった。だから、私はそれに甘えることにした。

        　こんな貸し、返しきれないなって思いながら。

        　

        　２

        　

        　あれから数日後の放課後、中庭のいつもの場所に四人で集まった。

        　私と女王陛下、それに丘村先輩と百合先輩。丘村先輩はいつも通りマスク姿で、百合先輩は大きなキャンバスを手にしている。先輩が二人もいるのに、女王陛下だけは当然のようにベンチに座っていた。

        「詳細を聞いたときは驚いたけど、ひとまず被害が出なくて良かったよ」

        　百合先輩には、私と丘村先輩から経緯を全て説明している。去年のことは丘村先輩から、今年のことは私から。初めて聞いたときは、さすがの彼女も「本当にぃ？」と驚いていた。

        「羽馬くんの件、学校に侵入したり生徒を狙ったりと、本当を言えばすぐに学校側に報告して、通報するところなんだけど……今はそうしてないよ。二人からの要望だからね」

        　優さんは犯罪を企て、実際に女王陛下を誘拐しようとしていた。普通ならそれだけで捕まってしまうのはわかってる。でも、私と丘村先輩は見逃して欲しいと頼み込んだ。

        　こっちが驚いてしまったけど、百合先輩はそれを二つ返事で了承してくれた。

        「羽馬くんは、丘村くんがお世話してるんだよね？」

        「ええ。昨日までは、その関係で休みをもらっていたから」

        　優さんと家族はしばらくの間、丘村先輩が実家に頼み込んで用意してもらった仮住まいで暮らすことになった。

        　そのことで忙しかったようで、丘村先輩は昨日まで学校を休んでいた。理由などは学校に言えるわけがないから、そこは百合先輩が適当に誤魔化したらしい。

        　でもそのおかげで、優さんは安定した暮らしが保証された。

        「だから、もし今度怪しげな行動をしたら、全てのことを公にすると釘を刺してるわ。久留間さんには無理を言って悪いけど、信じてあげてほしい」

        　丘村先輩が申し訳なさそうに頭を下げると、百合先輩は「いやいや」と笑った。

        「元とはいえ、うちの生徒だったんだ。更生してくれるなら、それが一番だよ。竈山くんも、それでいい？」

        　被害者である女王陛下に確認をしてみても、彼女は「さあ」と興味なさそうな答えをした。

        「もう、どうでもいいわ」

        「今回ばかりはその性格に感謝しなきゃね。素直じゃない後輩で助かったのかな？」

        「本当に興味がないのよ」

        　百合先輩は照れ隠しと思っているようだけど、個人的には本当に興味がないんだと思う。

        「羽馬くんが寮を荒らしたことの隠蔽や、今後のために彼女の退学理由を再偽造、ハスミンが勝手に校外に飛び出したことの事後承認……色々やることは多かったけど、これで私の役目は終わりだよね？」

        「はい。本当にありがとうございました」

        　改めて頭を下げてお礼をするけど、百合先輩は「いいよいいよ」と笑ってくれた。

        「後輩に頼られるのは好きなんだよね。今回はハラハラすることも多かったし、不謹慎だけど楽しかったよ」

        　小柄な見た目からは想像できないくらいに、懐の大きな人だ。そのおかげで、本当に助かった。

        「あ、でも……これは貸しだよね？」

        　何かを思いついたようで、彼女がニヤッと不敵に笑った。

        「めざといわね」

        　女王陛下が不快そうにするけど、どの口で言うかと思った。

        「竈山くんにだけは言われたくないなぁ。でも、せっかくだから、お願いしたいことがあるんだよね」

        「お願い？」

        「あのね、私には今、特に可愛がってる後輩が二人いるの。もしも彼女たちと会うことがあったら、その時はよろしくね」

        　私と女王陛下が二人揃って首を傾げる。可愛がってる後輩って、誰だろう？　一人はもしかしたら彼女の妹のことかもしれないけど、もう一人は見当もつかない。

        「ま、それだけかな。ああ、これはプレゼントだよ」

        　意味深な笑みを浮かべるわりに、彼女は二人が誰かを教えてくれなかった。その代わりだというように、女王陛下にキャンバスを差し出した。

        　美術室で描いていたものが完成したみたいだ。私と女王陛下の絵だった。二人で並んでいて、私は笑っているけど、女王陛下は目を閉じて無表情。

        　少し捏造が加えられていて、私と女王陛下は手を繋いでいた。

        　まるで品定めをする商人みたいな目でその絵を確認した女王陛下は、意外にも素直にそれを受け取った。

        「……さすがね」

        「ありがとう。大切にしてね」

        「気が向いたらね」

        「本当に素直じゃないなぁ。おっ、そろそろ時間だ」

        　何かに気づき、慌てた様子で腕時計を確認した百合先輩。

        「今日は生徒会の定例会議なんだよ。一〇分だけ遅刻して行く予定だったけど、もう三〇分も過ぎちゃってる」

        「え、それ……大丈夫なんですか？」

        「ううん。そろそろ怒った副会長が探しに来る頃だから、今日はもう逃げようかな」

        　結局会議には出席しないらしい。女王陛下とはまた違った自由気ままな性格だ。

        「じゃあ、あとは好きにやってよ。バイバーイ」

        　大きく手を振りながら、百合先輩は校舎の方へと駆けて行った。

        　その背中を見つめながら、体とは真逆で大きな人だなぁと改めて思った。

        「――あなたたちにも、本当に迷惑をかけたわね」

        　三人になると、丘村先輩に頭を下げられた。

        「やめてください。迷惑をかけたのは、こっちもですから。……優さんは、どうですか？」

        　頭を上げた先輩は気まずそうにしながらも、ここ数日の優さんのことを教えてくれた。

        「もう、誰かに危害を加えるようなことはしないと思う。そこはしっかりと説き伏せて、あの子もわかってくれたから。今はこれからどうするかを、家族で話し合ってもらってるわ。どういう結論を出しても、私はそれをバックアップするつもり」

        　決意に満ちた瞳を見ると、もう優さんのことはこの人に任せるのが一番なんだと改めて思った。私が余計な心配をすることは、もう必要ない。

        「優さんのこと、よろしくお願いします」

        「うん。落ち着いたら、あなたとも話すように説得してみるけど……」

        　そこで彼女が伏せたので、全てを察した。

        「それは難しいんでしょう？」

        「……私に対しては、まだ信用してくれてるみたい。以前ほどじゃないけど、気を許してくれてる。でも……」

        　そこで女王陛下と私に交互に視線を向けて「……ごめんなさい」と謝った。

        「まだ、許せないみたい。あなたたちは悪くないって、説明してるんだけど……」

        　優さんが女王陛下に向けてる憎悪は、間違いなく逆恨みだし、八つ当たりだ。もしかしたら本人もわかってるかもしれない。でも、一度心に強く刻んだ感情は、理屈でどうにかできるものじゃない。

        　そして、あの日、女王陛下を庇ったことで、私も恨んでるんだろう。悲しくならないといえば嘘だけど、それも覚悟しての行動だった。

        「気にしないでください。もう、踏ん切りはつけてるつもりです」

        　あの日、みっともなく女王陛下に手を引かれながら、散々泣いて、スッキリしている。傷は癒えてないけど、心の整理はできてるつもりだ。

        「今は優さんのことだけ考えてあげてください」

        「……ごめんね」

        　いつか、優さんが以前のようになって、また話すことができたら幸せだと思う。でも、彼女が私を恨んでいても、それでも人生をやり直してくれたなら、それも幸せだと思える。

        　どっちでもいい。あの人が幸せなら。

        　そして、それは丘村先輩が側にいてくれれば、なんとかなりそうな気がする。私じゃなく、この人なんだ。

        「あなたにも、怖い思いをさせたわね」

        　退屈そうに自分の髪を指に絡ませていた女王陛下に丘村先輩が詫びても、彼女はすました顔で「別に」と応じただけだった。

        　あんな目にあったのに、もう過去のことだって割り切ってるみたいだ。

        「……ただ、これは貸しよね？」

        　さっき百合先輩に『めざとい』なんて言っておいて、その舌の根も乾かぬうちに、何か企んでいた。

        「そうね。優がかけた迷惑は、私の責任よ」

        　力強く断言する丘村先輩に、女王陛下は満足そうに頷いて、ゆっくりとした動きで彼女を指さした。

        「名前を教えてちょうだい」

        「――は？」

        　彼女が何を要求したのか理解できず、すっとんきょうな声をあげてしまった。

        「お前は丘村紗希ではないでしょう。だから、名前を教えて」

        　丘村先輩は眼球が飛び出してしまいそうなほど大きく目を見開いていた。

        　

        　３

        　

        「じょ、女王陛下、できればわかるように説明してください」

        　慌てて彼女に説明を求めても、肩をすくめられた。

        「面倒なんだけど」

        「私にも、知る権利があると思いません？　是非とも思ってください」

        　肩を揺さぶってみると、なんと舌打ちをされた。ひどい。

        「説明も何も、こいつが丘村紗希ではないってだけよ」

        「それの意味がわからないんですって。だって、私は最近会ったばかりですけど、女王陛下たちは違うでしょう？　どこかで入れ替わったとでも言うつもりですか？」

        　確かにマスクや前髪のせいで顔ははっきりとわからない。そういう特殊な事情があったから優さんは彼女に変装することができた。

        　でも、それは優さんが誰とも話さなかったからだ。普通、この寮生活で入れ替わりなんてできない。

        「違うわよ。こいつは最初から『丘村紗希』として華月に入学した別人なの」

        　今も固まっている丘村先輩を顎でさして、さらにとんでもないことを言い出した。

        「替え玉受験ってことですか……」

        「受験だけじゃないんでしょう。丘村として受験して、高校生活を送っている。マスクで顔を隠しているのは、顔を覚えさせないためでしょうね。入れ替わっているんじゃないわ。将来、本人と入れ替わる予定なのよ」

        　そこで丘村先輩のことを思い出した。昔から病弱で、華族派でも会ったことがない人がほとんど。

        　もし、今もその本人が病弱なら……。

        「そんなことって、あるんですか」

        「将来のことを考えると、病気が理由とはいえ学校に通っていないなんて経歴は持ちたくない。特に華族派なら出身校というのは将来に大きく影響するわ。でも、華月なら学歴としては申し分ない。代役を立ててでも、その経歴を欲しがったというならおかしくはないわ」

        　そこまでして華月に入学することに拘るものかって不思議に思ったけど、すぐに優さんのことを思い出した。そうだ、彼女がまさにそうだった。

        「でも、証拠は……」

        「証拠はないわね。でも、説明はできるわよ。羽馬が証明してる」

        「優さんが？」

        「羽馬は最初、手紙を盗まれたことで誘拐計画が露見したことを察した。普通、慌てるわ。なのにあいつはこいつに『黙ってて欲しい』と口止めしただけ。おかしいじゃない」

        　指摘されてしまうと、去年の優さんの行動は明らかにおかしかった。初めて説明された日は焦っていて、そこまで考えられなかったけど、そんな計画を黙ってて欲しいなんて非常識なお願いするわけがない。

        　でも、もし、優さんが丘村先輩の秘密を知っていたら？

        「優さんは、それを知っていたから、口止めだけでなんとかなると思ったってことですか……」

        「多分ね。じゃないと、去年にこの女を誘拐しようとしなかった説明がつかない」

        「ああ、そうか……。今年の大前は女王陛下でしたけど、去年は丘村先輩……挨拶の時を狙えたってことですか？」

        　優さんは女王陛下が一人になるのを狙った。それが練習試合の挨拶。でも、それは去年、丘村先輩もやっていた。

        　華族派を誘拐することだけが目的なら、練習試合の当日じゃなくて、挨拶の日を狙えばいい。標的が一人でいる機会が多いんだから。

        「人質として価値があるかわからなかったんでしょうね。丘村本人じゃないなら、身代金の要求をしても無駄かもしれないから」

        　女王陛下が「そうでしょう？」と確認してみても、丘村先輩は固まったままだった。

        　説明されても信じ難い話だったから、彼女がなんと答えるのかを固唾を飲んで待っていた。

        　やがて、彼女が諦めたように目を閉じた。

        「あなたを侮っていたみたいね……」

        　それは自白だった。

        「先輩、じゃあ……」

        「ええ、私は丘村紗希じゃない。お嬢様のお世話係よ。歳も実はもう十九歳なの」

        　彼女はとんでもない告白をしながら、胸ポケットにしまっていたメモ帳を取り出して、それを見せてきた。

        「私があらゆることをメモしてたのは、いつか『丘村紗希』という人生を引き継ぐためなの。とったメモは丘村の家に送って、お嬢様に読んでもらってる。お嬢様の病状が回復したら、ちゃんと『丘村紗希』という人生は、彼女に問題なく引き継げる。私は、それまでの代役」

        　本物の丘村紗希のお世話係だという彼女は、メモ帳をしまって、今度はマスクを指さした。

        「これは顔を覚えさせないため。目元は生まれつき、少し似ているの。将来、私が卒業して、卒業生の誰かがお嬢様と出会っても、きっと入れ替わっていることに気づかないわ」

        　元々、人付き合いも深くはしていない人。声だってマスク越しだし、よく咳もしていたから、はっきりと記憶には残らないかもしれない。

        　包み隠すことがなくなった彼女は、長い束縛から解放されたように晴れやかだった。

        「丘村紗希は確かに病弱だった……。でも、そこまでするものなの？」

        　今度こそ自分の推理が当たっていたのに、女王陛下でさえ、先輩の自白を信じきれていないようだった。

        「勘違いしないでね。これは私が望んでやっていること。お嬢様は反対されたわ。でも、私が旦那様と奥様を説き伏せたの」

        　先輩は胸に手をあてて、誇るようにしていた。

        「お嬢様は病弱で、小学校もちゃんと通えなかった。中学では少し回復されたのに、周りに馴染めず、辛い思いをされて、心を閉ざしてしまったの。でも、あの方はいつか丘村の家を背負う。その時に経歴なんかが足枷になってはダメ。だったら、お世話係として、私が代わりになるべきだと思ったの」

        　自分がやっていることを正しいと信じて疑っていないようで、彼女に『非常識』とか『それはおかしい』と正論をぶつける気にはなれなかった。そんな当たり前のことをぶつけたところで、きっと無意味だ。

        「そうか。だから『造花』なんですね」

        　初めて礼拝堂で彼女が言っていた。自分は造花だって。ずっと意味がわからなかったけど、ようやくそれを理解できた。

        「ええ。私はラベンダーじゃない。この名前は、いつかちゃんとお返しする」

        　姿形は一緒でも、全くの別物。決して花にはなれない存在。

        　あれは、そういう意味だったんだ。

        「優さんは、知ってたんですか？」

        　話題が彼女のことになると、誇らしげにしていた表情を曇らせた。

        「……あなたたちも、どうかしていると思っているでしょう？　少しくらい、自覚はあるわ。色んな人を騙している罪悪感だってあるつもり。優は、それを見抜いてきた」

        　先輩の話によると、優さんは先輩が何かを隠していることに気づいていたようだ。ただ、それを追求することはなく、いつもこう声をかけてくれたという。

        『何か悩みがあったら言ってね。いつでも相談にのるよ』

        　それは秘密を抱え、それを必死に隠していた先輩にとっては、信じられないくらいにありがたいことだったはずだ。

        「一年生の頃から、優とはよく話していたし、部屋が一緒になってからは、より親しくなってた……。最初は暴露なんてできないと思ってた。でも、あの子がいつも親身になってくれていたから……」

        　ある日、どうしても耐えられなくなった先輩に、優さんがこう言ったという。

        『誰にも言わない。誓うよ。だから、私にだけ教えて。あなたの力になりたいんだよ、親友さん』

        　それは、私の知ってる優さんだった。まだ追い詰められていなかったころの彼女なら、絶対にそうやって先輩に寄り添っただろう。

        　先輩が穏やかな視線を私に向けてきた。

        「きっと、この騒動であの子に失望したことが多いと思う。でもね、あの子は、どんな状況になっても、その約束を守ってくれた」

        「……はい。そのことは、絶対に覚えておきます」

        「それなのに、あの子に甘えてばかりで苦悩に気づいてあげられなくて、追い詰めたのは私なの。確かに、私はあの子を裏切ったのよ」

        　先輩がどうして、優さんや家族のことを気にかけ、普通なら考えられないくらいに手助けしているのかがやっとわかった。あれは先輩にとって、贖罪だったんだ。

        　名前を無くした先輩が、座ったままの女王陛下に視線を戻した。

        「どこで気づいたの？」

        「最初から。去年、初めて会った時には気づいてた」

        「そんな……どうして」

        　完璧に別人になりすましていた先輩にとっては、それは少なからずショックだったようだ。

        「だって、子どもの頃に顔を見ているもの」

        「……覚えてないと言ったのは、嘘だったのね」

        　確かに女王陛下は丘村先輩のことを覚えてないって話してた。そういえば、あの時、先輩はどこか安心したような表情を浮かべていたけど、それにはこういうわけがあったんだ。

        「いいえ。あたしは丘村紗希の顔は覚えていないわ」

        「だって」

        「あたしが覚えていたのは、丘村紗希のそばにいて、ずっとあいつを介抱してた使用人だけよ」

        　それって……。

        　信じられないという顔をしている先輩を、女王陛下が細い指でさした。

        「お前だってことは、一目でわかった」

        　女王陛下は興味がないことは覚えない。私の名前だってそうだった。

        　そんな彼女が子どもの頃に会った人を覚えていた。しかも、名前も知らない先輩のことを。

        　彼女にとって先輩は、それだけ印象に残る存在だったんだろう。

        「あれだけ懸命に主人を支える使用人は珍しかったからね」

        　先輩がどれだけ必死に隠していても、一年以上も前から、女王陛下はその正体を見抜いていた。

        「……本当、敵わないわね」

        　ショックを受けていた先輩だけど、女王陛下の言葉に少し嬉しそうにした。あの褒め言葉は、彼女にとって最高の誉れなのかもしれない。

        「名前を知りたいと言ったわね。悪いけど、それだけはできない。丘村の家に迷惑がかかるもの。条件は他のことにしてくれない？」

        「秘密にすると約束しても？」

        「あなたとの約束は、信用できないわ」

        　そこで女王陛下が珍しく「ククッ」と笑った。ここで怒らないで、面白がるところが彼女らしい。

        「それもそうね。なら――」

        　女王陛下が私を一瞥した後、条件を変更した。

        「羽馬のことをしっかりと支えてやることね。また狙われたら、面倒だもの」

        　付け足した一言が少し早口だった。まるで言い訳みたいに。

        「――ええ、もちろん」

        　そしてそれに余計なことは言わず、先輩はしっかりと約束してくれた。

        「あなたも、そして剣舞さんも、このことは秘密にしておいて。一生ね」

        「も、もちろんです」

        　こんなこと、迂闊に口にすることはできない。そもそも話したところで、信じられるとも思えない。

        「あたしも話さない。説明するのが面倒だってことがわかったからね」

        　もっと素直に返事をしてあげればいいのに、それはプライドが許さないみたいだ。

        　でもその真意を汲み取った先輩は「ありがとう」と頭を下げた。

        「じゃあ、私もこれで」

        　先輩が背中を向けて、中庭から立ち去ろうとした。

        「ラベンダーの花言葉を知ってる？」

        　その背中に向けて、女王陛下が聞いたことのある質問を投げつけた。

        「……あなたが言ったんじゃない。花言葉は『疑惑』でしょう？」

        「花言葉は一つじゃないわ。そしてラベンダーは、日本と西洋で花言葉が違うのよ。日本では『疑惑』だけど、西洋では――『献身的な愛』よ」

        　初めて知ることだった。そしてそれは先輩も同じみたいで、足を止めて呆然としていた。

        「あたしが思うに、お前は造花ではないわ」

        　疑惑を包まれ、本当に秘密を隠していた人。

        　でも、確かに造花なんかじゃない。

        「……ありがとう」

        　先輩は目元を隠し、震えた声でお礼を言ったあと、それ以上はそんな姿を見られたくなかったみたいで、足早に去って行った。

        　どんなことがあっても、私はこれからも彼女のことを『丘村先輩』と呼ぶんだろうな。少なくとも彼女が卒業するまでは。

        　いつか本名を知ることができたら、そのときまた、挨拶をしたい。

        　二人きりになった中庭に一陣の風が吹いた。女王陛下の長髪が靡いている。

        「とんでもない話でしたね。というか、どうして教えてくれなかったんですか？」

        　重たい空気を振り払うために、拗ねたように抗議してみると、なんと女王陛下は首を傾げた。

        「言ったじゃない」

        「は？　いやいや、そんなこと、一度も言ってくれてませんよ」

        「いいえ。言ったわ。最初に、ここで」

        　意味がわからなかった。だって、そんなことを教えられてたら忘れるわけがない。でも、彼女がそんなつまらない嘘をつくはずもない。

        　顎に手を当てて、よく思い出してみる。最初に、ここで？

        　それって……。

        「――あ」

        　そして思い出した。女王陛下に優さんと丘村先輩のことを、ここで初めて質問した日のことだ。

        　あの時、私が丘村先輩のことを教えて欲しいと頼むと、彼女はこう答えた。

        『そんな名前のやつは知らない』

        　そうだ。確かに、そうだった。

        「あれって、そういう意味で……」

        　そして、立て続けにあることを思い出す。

        　女王陛下は一度も、丘村先輩を名前で呼んだことがなかった。私と話している時も『あの女』や『あいつ』で、本人がいるときは『お前』だった。

        　仲が悪いんだって勝手に思っていたけど、あれは単純に本当に名前を知らなかったからなんだ。

        「いやいや……はっきりと教えてくださいよ」

        「なんでそんなことをしないといけないのよ？」

        　純粋に聞き返されてしまうと、もう何も言う気になれなかった。

        「じゃあ、女王陛下が私に協力した理由って、丘村先輩の名前を知るためだったんですか？」

        　彼女は「そうだけど、そうじゃない」と首を横に振ってから、先輩が去っていた方を指さした。

        「あいつの正体を掴みたかったの。あれだけ献身的な従者なら、弱みを握って、自分のものにしたかったから」

        「うわぁ……かなりサイテーな理由ですね」

        　こんなゲスい理由は聞かなきゃよかった。本気で後悔してる。

        「なら、どうしてそういう条件にしなかったんですか？」

        　彼女の細い指が、ゆっくりと私の顔に向いた。

        　その指先をキョトンと見つめる私に、彼女は当たり前のように断言した。

        「あたしにはもう、お前がいるでしょう」

        「……そういえば、私は女王陛下のものでしたね」

        「そうよ。何か、不服？」

        「そりゃ言いたいことがいっぱいありますよ。そんな契約をした覚えはないですからね」

        　それが強がりであることがわかっていても、何も反抗せず素直に受け入れるのは、なけなしのプライドが許さなかった。

        「ふーん。色々、世話をしてやったと思うのだけどね、泣き虫」

        「……本当に意地の悪い先輩ですね」

        「それだけではないわ」

        　彼女はおもむろに、あのヘアブラシを取り出して、それを見せつけてきた。

        「ここ、ヒビが入ってるのがわかるかしら？」

        　彼女はヘラブラシの端っこを、トントンと指先で叩く。確かにそこには以前にはなかったヒビが入っていて、今にも欠けてしまいそうだった。

        「どうして、こんな傷がついていると思う？」

        「うっ」

        　そんな理由ははっきりしている。美術室で私が投げつけたからだ。

        「知らないでしょうけど、このヘアブラシは高価で希少なのよ」

        　知っている。芙蓉先輩に教えてもらった。

        「そういえば、これを投げつけたやつはそのとき、随分とひどい言葉を言っていたわ。ああ、思い出すだけで傷ついてしまうわね」

        　そのこともしっかりと覚えていた。でも絶対に傷ついてなんかいない。今だって、無表情だし。

        　言いたいことはある。でも、それをぶつけたところで、勝てる気はしない。

        「――ああ、もうっ！　そうですよ、私のせいですよっ！」

        　だから素直に負けを認めると、彼女は満足そうに唇を綻ばせた。

        「そうね。お前のせいだし、これはあたしからお前への『貸し』よ。だから」

        　彼女はヒビの入ったヘアブラシを私に差し出した。

        「今度は、大切に扱いなさい。二度目はないわ」

        　もう優さんのことも、丘村先輩のことも調べなくていい。私と彼女の協力関係は終わった。

        　でも、私はそのヘアブラシを受け取った。

        　これからも、彼女のそばにいるために。

        「これからは、せいぜい借りを返せるように頑張りなさい」

        　彼女がどこまで本気かわからない。いや、わかってる。本当に素直じゃない人だけど、もうなんとなくわかる。彼女も私と同じ。口実が欲しいだけ。

        　ヘアブラシを胸に抱きながら「ええ」と返事をした。

        「ところで、質問していいですか？　ちょっと気になることがあるんですよ」

        「今日はもう喋り疲れたんだけど」

        「きっと女王陛下なら知ってることですよ。さっき、花言葉は一つじゃないって言ってたじゃないですか。だったら『浜木綿』にも、別の花言葉があるんじゃないですか？」

        　知っている花言葉は『どこか遠くへ』だ。その言葉はある意味ではその通りで、別の意味では全く違った。

        　だから他の花言葉があるなら、それを知ってみたかった。

        「……面白くないわよ」

        「花言葉って面白いとか、そういうのじゃないでしょう」

        　口ぶりからすると、あまりいい意味じゃなさそうだった。でも、知りたい。

        「浜木綿のもう一つの花言葉は……『あなたを信じます』よ」

        　女王陛下が面白くないと断じた理由はわかった。だってそれは皮肉にも思えたし、ピッタリな気もしたから。

        　でも、いいことを聞いた。少しは希望が持てる。

        「いいですね。なら、私はもう少し優さんのことを信じてみます」

        　まだ私や女王陛下を恨んでいるという彼女。いつか、また昔みたいに一緒に話せることを信じてみようと思えた。

        「……ほんと、懲りないわね。散々、信じて痛い目を見ているのに」

        　目を細めて、心底呆れたという表情をされた。

        　人を信じたことがない彼女には、この期に及んでいまだに優さんを信じると決意した私が理解できないらしい。きっと、彼女じゃなくてもそうなる。

        　でも、もう決めた。

        「いいんですよ。だって、女王陛下が言ったんですよ？　信じるっていうのは、裏切られる覚悟をすることだって。私は、そういう覚悟をしたんです」

        　またあんな出来事があれば、今度こそショックで立ち直れないかもしれない。それなのに、そんな覚悟をしてしまう。

        「だって私には、あなたがいますから」

        　今だって、優さんとあんな関係になってしまったのに、こうしていられるのはこの人がいるから。だから、次も信じてみようと思える。

        　またショックな結末を迎えても、どうせ『仕方ないわね』とか言って、慰めてくれるはずだから。

        　でも女王陛下は、やっぱり意地悪だった。

        「あたしにも裏切られるかもしれないのに？」

        　ちょっと嗜虐的な笑みを浮かべながら、そんな不穏な可能性を告げる。でも、それにショックを受けたりしない。

        　むしろ、この人らしくて好きだ。

        「そうですね。だったら、約束しましょう」

        　小指を突き立てると、彼女の目の前に差し出した。

        「女王陛下、誓ってあげます。私はこれから先、どんなことがあってもあなたの側にいます。絶対に離れたりしません」

        　不思議そうに私の指先を見つめる彼女に「だから」と続ける。

        「あなたも、私の側にいてください。たまには、優しくしてくれると嬉しいですね」

        　顔が赤くなるのを必死に我慢してる。彼女以外の誰かに聞かれていたら、恥ずかしくてどうかしてしまうだろう。だってこれはもう、告白みたいなものだから。

        　でも告白じゃない。これは約束。人を信じたことがない彼女に、初めて人を信じるという素晴らしさを教えるための契約。

        　なんて、私の言い訳。

        「……ずっと、ねぇ。どこまで本気で言ってるのかしら」

        「どこまでだって本気ですよ。ずっと、ずぅっと、側にいますよ」

        　その気持ちに嘘はない。だって、もう私は、彼女の支えがないと生きていけないから。

        　気ままでわがままで、他人に興味がなくて、気遣いもしてくれなくて、空気も読めない人だけど、時々は優しくて、たまには頼れる先輩で、芯がある人。

        　彼女が嫌がっても、離れてやるもんか。

        「ふふ。お前の軽口は治りそうにもないわね。でも、いいわ……お前らしくて」

        　ここでミーティングに誘ったときは、その軽口が原因で本気で嫌悪されたのに、今の彼女は笑ってくれた。

        　これが、この一連の騒動で、私が得たものなんだと思う。

        　彼女の白くて細い小指が、私の小指と重なった。

        「これは特別よ。蓮のことを、信じてあげるわ」

        「はい。側にいます。信じてください」

        　お互いに目を合わせると、笑顔で、しっかりと指を結んだ。

        　

        　

        【完】






    


        電子書籍特別短編１【シークレットディスタンス】

        　

        　

        　お嬢様が私を嫌っていることは知っていた。

        　子どもの頃は、一つ歳上の私を姉のように慕ってくれていた。だからこそ私も、彼女に仕えることは全然苦痛じゃなく、むしろ誇りに思っていたほどだ。

        　しかし、それも長くは続かなかった。理由は、旦那様と奥様だ。

        「あの子はしっかりしているし、優秀なのに、あなたは……」

        　お二人は何かにつけて、お嬢様と私を比較して、彼女を叱責した。

        　自分で言うと嫌味っぽいが、確かに優秀だったと思う。幼い頃から屋敷の仕事に従事していたが、学校の成績も上位だったし、お嬢様の付き添いで習っていた弓道も上達が早かった。

        　しかし、それらは全て、お嬢様のバックアップをするためのもので、彼女がいなければ、頑張ることもしなかったはずだ。

        　ただ、私がそうして結果を出せば出すほど、旦那様たちはお嬢様を責めた。

        　それが彼女にとって、どれだけ苦痛だったかは想像できない。お二人から叱られている時、彼女は唇を噛み、拳を握りしめ、なんとか怒りを堪えていた。

        　そのあとは一人で部屋にこもってしまうので、慰めることもできなかった。

        「お嬢様はお体のこともあるので、厳しい教育はよろしくないかと思います」

        　一度、お嬢様がいないタイミングで、二人にそう進言した。それが使用人として出過ぎた真似であることはわかっていたが、これ以上放置してしまうと、お嬢様が壊れてしまうと怖かった。

        　それに事実として、お嬢様は体が弱く、人より活動が制限されていた。

        　しかし、二人は聞き入れなかった。

        「君にはお世話になっているけど、紗希はいずれ、丘村の家を継ぐ。その時に、今のようなままではダメだ。今はあの子のためにも、厳しくしていく」

        　旦那様がそう断言すると、首振り人形のように奥様も頷いた。

        　でも、それが嘘であることは知っていた。二人は単純に金持ち同士のコミュニティの中で、娘を自慢できないのが悔しいだけだ。

        　銀行の頭取である旦那様は、よく知り合いのパーティに顔を出していた。そこには私やお嬢様と同年代の少女たちが、親と一緒に来ていた。

        　そうなると当然、親同士は子どもの自慢をしたがる。

        　しかし、お嬢様は体が弱く、そういう場に顔を出すことを医師から勧められていなかったため、旦那様たちは歯痒い思いをしていた。

        　だからせめて、自慢話だけでも作って欲しいんだ。そのために、お嬢様のお体の事情など考えず、無理ばかり言う。そういう自己中心的な考え方に辟易した。

        　でも、お嬢様はそんな二人の期待に応えようとしていた。使用人として、何度も「無理をされると、お体に障ります」と忠告したが、聞き入れてもらえなかった。

        　それどころか――。

        「あなたには、わからないわよっ」

        　そう拒絶されたことも一度や二度じゃない。日頃は穏やかなお嬢様が、その時だけは犬歯を覗かせて、全力で私にそれ以上踏み込ませないようにしていた。

        　私はお嬢様の使用人であり、それ以外の自分に興味はなかった。彼女の隣に立つとき、情けない姿でいたくなかったから、全てのことを頑張ったが、それがかえって彼女を追い詰めることになっていた。

        　彼女が中学に進学するとき、私とは違う中学が良いと旦那様たちに直訴したのも、当然だった。とにかく彼女は私と距離をとりたかったようだ。

        　それまでは屋敷だけじゃなく、学校でも私が彼女のサポートをしていたから、お二人はそれに反対した。

        　親子の間で決定的な亀裂が入りそうだったから、私から申し出た。

        「お嬢様にもそういう経験が必要だと思います。屋敷では、今までと変わらずお役立ちいたします」

        　その他にも、お嬢様が一人でもやっていける根拠を、できるだけ多く並べて、説得に成功した。

        　お二人は「あなたがそこまで言うなら」と承諾し、私はそれに安堵したが、その時にお嬢様を見て、すぐに気持ちが冷めた。

        　彼女は私を、敵意と殺意に満ちた目で睨みつけていた。

        　おそらく、両親の説得を自分でやりたかったのだろう。きっと、差し違えるくらいの覚悟で挑んでいたのに、私が横槍を入れて、彼女がやろうとしていたことを奪ってしまったことが許せなかったんだと思う。

        　この時から、お嬢様は私と口をきいてくれなくなった。

        　彼女が無事、中学に進学しても状況は改善しなかった。

        　それからは学校から最短で屋敷に帰り、仕事をこなしながら彼女の帰りを待つ日々が続いた。

        「お帰りなさいませ」

        　彼女が帰ってくると、玄関でそう出迎えたが、それに彼女は何も返してくれなかった。

        　でも、他の使用人には気さくに話しかけ、楽しそうに談笑する。

        「学校は楽しいわ。ええ、とっても」

        　そう笑顔で話す彼女に、他の使用人は「良かったですね」と答えていた。彼女たちはそれが私への当て付けであることに気づいていたが、知らないふりをしていた。

        　しかし、それに傷つくことはなかった。私がどんな扱いを受けても、彼女が学校を楽しんでいるなら、それで良かった。

        　確かにこの頃になると、病弱だった彼女の症状は改善されて、小学生の時は外出するのも医師の確認がいるくらいだったのに、そういうこともなくなっていた。

        　私というプレッシャーからも解放された影響で、勉強も弓道も、以前より伸び伸びとされていた。だから、私もそれに安心してしまった。

        　それがいけなかった。

        　最初に異変に気づいたのは、彼女が中学二年になって少し経ってからだ。

        「お帰りなさいませ」

        　玄関で彼女を出迎えて、いつも通り無視された。

        　ただそのとき、彼女が私の横を通り過ぎる際にカバンが汚れていたので、すぐにお教えした。

        「お嬢様、カバンに少し汚れが――」

        　すると彼女が、異様に驚き、カバンを隠すように抱えた。

        「あ、あの、お嬢様、よろしければ手入れを」

        「うるさいっ！　あなたには関係ないわよっ！」

        　久しぶりの会話はそんな一方的な拒絶だけで、すぐに彼女は走って自分の部屋に戻ってしまった。

        　ただ、幼い頃から彼女に仕えていたから、すぐにわかった。お嬢様は何かを隠している。

        　しかし、あの態度を見ると、私が踏み込んでしまうと逆効果になることは明白だった。だから、他の使用人に「お嬢様の様子をよく見てあげて欲しい」と頼んでおいた。

        　まだ中学三年生だった私だが、住み込みで働いているおかげで、使用人の中では自分の両親を除き一番の古株だったから、みんながそれに了承してくれた。

        　しかし、それからしばらくすると、最悪の状況であることを知ることになった。

        　帰ってきた彼女が、少し濡れていた。雨も降っていないのに、まるで水でもかぶったように制服が上半身だけ濡れていて、登校するときは綺麗にセットしていた髪型も乱れていた。

        　つい挨拶を忘れてしまうほどの衝撃だった。ただ、彼女はそんな私を睨みつけた。

        「……あなた、二度と出迎えなんてしないで」

        　また部屋に駆け込もうとした彼女の腕を咄嗟に掴んだ。

        「先生方に相談されていますか」

        　その一言で、彼女は私が全て察していることに気づいたようで青ざめた。

        「……うるさい」

        「イジメられているのであれば、まずは大人を頼るしかありません」

        「うるさいっ！」

        　腕を振り払うと、彼女は私の両肩を掴んで、グッと引き寄せてきた。

        「もしお母様たちに変なことを言ってみなさい。あなたも、あなたの両親も、屋敷から追い出してやるから！」

        　そう釘を刺すと、また部屋に篭もってしまった。

        　私の両親は父が旦那様の秘書で、母が奥様の専属使用人だった。だからこそ私は、幼い頃からお嬢様に仕えている。

        　あんな脅され方をされてしまうと、その二人への相談もできなくなってしまった。

        　やはり私が側にいるべきだったと後悔したが、もう全てが手遅れだった。

        　誰に相談すべきか。どう対応すべきか。そんなことを悶々と考えているうちに、最悪の事態は起きてしまった。

        「あ、あの……お嬢様が」

        　ある日の朝、一人の使用人が気まずそうに話しかけてきた。

        「お嬢様が？」

        「学校に行かないと。それになんだか、様子も変で……」

        　すぐに彼女の部屋に向かい、何度かノックをした。ただ、相手が私だとわかっているせいで、彼女は扉を開けてくれなかった。

        「お嬢様……申し訳ございませんが、私が知っていることを、旦那様たちに報告いたします」

        　扉越しにそう宣言した途端、ドタバタと慌ただしい音が鳴って、扉が勢いよく開かれた。

        　まだパジャマ姿のお嬢様が、怯えたように首を横に振って「やめてよっ」としがみついてくる。

        「……では、登校されますか？」

        「そ、それは……」

        　私の前ではいつも強がる彼女が、返答に詰まった時点で私の心は決まった。そこまで彼女を追い詰めている何かが、学校にある。それが許せない。

        「先生方や、旦那様たちを頼るべきです」

        「いや……また、失望されるわ」

        「そんなこと、ありません。きっとお嬢様のお力になってくれるはずです」

        「……あなたには、わからない」

        　話が平行線になったので、私はお嬢様を他の使用人に任せ、自分が知っていることを旦那様たちに報告した。

        　お嬢様がいじめられていると聞くと、お二人ともひどくショックを受けていたが、すぐに動いてくださった。

        　学校側に抗議をし、それに学校も素早く対応したようで、お嬢様に危害を加えていた生徒を特定し、指導したらしい。

        　お嬢様は学校に再び登校するようになったが、長くは続かなかった。他の生徒が危害を加えてくることは無くなった反面、クラスメイトから腫れ物のように扱われるようになってしまったそうだ。

        　なんとか状況を打破しようと、旦那様たちがお嬢様を説得したが、状況は改善されなかった。

        「君からも説得してもらえないか」

        　旦那様にそう頼まれたので、断るわけにもいかなかったが、逆効果になることはわかっていた。

        　お嬢様の部屋にノックをしてから、返事を待たずに入った。失礼なことだったが、返事が永遠に来ないとわかっていたから仕方ない。

        　カーテンが締め切られ、灯りもついていない。広くて、暗い部屋の中に大きなベッドがあり、お嬢様はその上で三角座りをして、顔を膝に埋めていた。

        「…………」

        　口を少し開けたが、言葉が出なかった。私が下手なことを言えば、状況が悪化しかねない。

        　沈黙してしまうと、お嬢様がゆっくりと顔を上げた。少し痩せこけてしまった頬に、真っ赤に充血した目。とても痛々しいお姿だった。

        「……だ」

        　小さな声でお嬢様が何かを言った。

        「え？」

        　思わず聞き返すと、彼女は目を釣り上げ、ベッドの上で立ち上がった。

        「お前のせいだっ！　全部、全部っ、お前のせいだっ！」

        　真っ赤になった目で睨みつけられ、そう罵倒されると、息が詰まりそうになった。

        　そんな私に向かって、彼女は枕を投げつけてきた。

        「出て行けっ！　私の前から消えろっ！」

        　枕がボフンッと間抜けな音をたてて、私の顔にぶつかった。

        　お嬢様が他にも何か投げつけようとしていたので、慌てて我に返り、頭を下げてから退室した。

        　扉を閉めた途端、何か硬い物が扉にぶつかる鈍い音が鳴った。

        　顔を覆い、背中を扉に預けたまま、その場にへたり込んだ。

        　お嬢様に嫌われているのだと思っていた。でも、違った。

        　私は、お嬢様に憎まれていた。

        　

        　それからはお嬢様に関わらないように心がけた。彼女に関する仕事は、全て他の使用人に任せ、彼女の部屋に近づかないように注意した。

        　ただ、それでも彼女が部屋から出てくることはなく、むしろそんな生活をしていたせいで、また体調を崩し、医者が連日屋敷に通うようになってしまった。

        　側にいたい。しかし、それが許されないことが歯痒く、何度も泣きそうになった。

        　そんなどうしようもない日々が一年ほど続いたが、痺れを切らしたのは旦那様だった。

        「いい加減、出てきなさいっ！」

        　ある日、屋敷に響くような怒鳴り声をあげながら、お嬢様の部屋の扉を何度も叩きだした。

        　他の使用人たちが彼を止めようとしていたが、迫力に負けてしまい、お嬢様の部屋を囲むようにして、オロオロと戸惑うだけだった。

        　どれだけ旦那様が怒鳴ろうが、お嬢様は部屋から出なかった。部屋の中からしっかりと鍵をかけ、自分の親でさえ拒んでいた。

        　旦那様が焦っている原因は受験だった。

        　このままではお嬢様は高校進学さえ、ままならない。娘が不登校になっているというのは、彼にとって汚点でしかない。早くこの状況を打破し、他の金持ちに自慢できるくらい立派な高校に彼女を進学させたいんだろう。

        　しかし、今のままでは当然、そんなことは無理だ。

        　いつか、こんな日が来ると思っていた。だからこそ、私はあることを考えていた。

        　意を決して、私はお嬢様の部屋に近づいた。すると、私が来たことに気づいた使用人たちが、わざわざ道を空けてくれた。

        「旦那様」

        　まだ何かを怒鳴り、扉を叩いている旦那様に、なるべく平静を装って声をかけた。

        「少しお時間をいただけませんか」

        「君、今は……」

        「お嬢様のことで、私に考えがあります。必ず、今の状況を改善できる方法です」

        　旦那様がそれに興味を示してくれたので、二人で彼の部屋に移動した。

        　そして私はそこで、あることを提案した。

        　それが、私がお嬢様になりかわるというものだった。

        　旦那様は最初、私の正気を疑っていた。それも仕方ない。私はその時すでに高校に入学していて、自分の人生があった。それを捨てるというのだから、どうかしていると思ったようだ。

        　しかし、私が本気であることを察すると、その作戦に乗ってくれた。

        　当然、私は彼に、お嬢様に手荒な真似はしないことと、しっかりとしたカウンセラーを雇うという約束を取り付けた。

        　このことは旦那様と奥様、そして私の両親に共有され、秘密裏に作戦が進められた。

        　だから、お嬢様への報告は、私が替え玉受験を成功させ、華月に入学が決まった後にした。

        　その報告だけは志願して、私から彼女に直接した。

        　あの拒絶された日から一年以上が経っていた。久しぶりにお嬢様の部屋に入ると、空気の入れ替えさえされていないようで埃っぽく、床にも物が散乱していた。

        　お嬢様は私が入ってくると、またベッドの上で睨みつけてきた。

        「……明日、私は屋敷を出ることになりました」

        　そう報告すると、彼女は目を点にした。

        「は？」

        「私が『丘村紗希』として、華月に入学いたします。お嬢様はその間、ゆっくり心を休めてください」

        「……は？」

        　混乱する彼女に、捲し立てるように全てを明かした。その間、彼女は何度も「待って」「黙りなさい」と制止してきたが、それを全て無視した。思えば、そんなことは初めてだった。

        「――以上です。また、これは全て決定事項であり、旦那様と奥様のご意向でもありますので、お嬢様には従っていただきます。ご了承ください」

        　自分ができる最大限の平静を保ちながら、頭を下げた。

        「あ、あなた……何が目的よっ！　そんな無茶苦茶なこと、私は頼んでいないわっ！」

        　私が憎い彼女にとって、私が彼女に成り代わるというのは許せないようだ。

        「異論は、旦那様へお願いいたします」

        　冷たく突き放すと、彼女は奥歯を噛み、悔しそうに顔を歪ませた。

        「本日はその報告と、ご挨拶のために伺いました。しばらくの間、屋敷をあけますので、よろしくお願いします」

        　また頭を下げてから、もう返答を待たずに退室した。

        　部屋の中でお嬢様が何か、声にならない声で叫んでいた。それを扉越しに聞きながら、私は心の中で何度も「大丈夫、間違ってない」と自分に言い聞かせた。

        　お嬢様は頼んでいないと言っていたが、これは彼女の命令だ。

        　言われたとおり、私は彼女の前から消える。そして、その上で彼女の役に立つには、これしか方法がない。

        　それに、私たちは一度、距離をとるべきだ。お互い、冷静になればまた以前のような関係に戻れるはず……。

        　そうだ、きっと、そうだ……。

        　

        　２

        　

        　華月に『丘村紗希』として入学してからは、ずっとマスクをすることになった。顔を覚えさせないための処置だったが、怪しまれないようにお嬢様が元々病弱だったということを利用して、嘘の咳を一日何度もするようにした。

        　学校では自分の性格ではなく、なるべくお嬢様の性格を演じるようにした。本当の自分は無口だったが、お嬢様はもう少し口数が多いし、意見をするときははっきりと言う人だったので、そう演じた。

        　お嬢様学校ということもあり、いわゆる名家の子どもが多く在籍していた。そんな彼女たちでさえ、丘村の名前を聞くと一目置いてきた。

        　当然、親しくなろうとしてくる少女たちは多くいたが、学校生活でそこが一番の悩みの種だった。

        　距離だ。

        　彼女たちとの距離の縮め方については、試行錯誤を繰り返した。

        　親しくなるわけにはいかない。どこかでボロが出てしまい、正体がバレてしまうと、丘村の家に迷惑がかかる。何より、お嬢様に汚点を作ってしまう。

        　しかし、無下に扱うわけにもいかなかった。それはそれで印象が悪くなり、もしかしたら将来、お嬢様に迷惑がかかるかもしれない。

        　秘密を守れる距離を模索する日々が続いた。

        　結果、少し近寄り難い雰囲気を出すことになった。話しかけられたら、素直に応えるし、相手を無下にしないよう心がけつつ、自分から積極的に誰かに関わることはしないようにした。

        　三年間、これを続ければいいと思っていた。

        　彼女と出会うまで。

        　

        「丘村さん、今日も上手だったね」

        　部活が終わり、更衣室で胴着から制服に着替えて、荷物をまとめていたところに、そう声をかけられた。

        「……ありがとう、羽馬さん」

        　人懐っこい笑みを浮かべるのは羽馬優さんだった。同じ一年生で、奇しくもクラスも、そして弓道部ということも一緒だったので、よく話しかけられる。

        　彼女は一般家庭出身の『市民派』だったから、他の生徒に比べて警戒はしていなかった。しかし、頻繁に話しかけられるので、対応に困っていた。

        　華族派の生徒とは違った距離をとる必要があったのに、相手が詰め寄ってくるので、それがうまくいかなかった。

        「すごいね。先輩たちも丘村さんの腕前に驚いてたよ」

        「まあ、子どもの頃からやってるから」

        「私なんて全然だから羨ましい。ねえ、今度教えてもらえないかな？」

        「いや……私じゃなくて、先輩の誰かに」

        　断りたかったのに、彼女は手を合わせて「お願い！」と頼み込んでくる。

        「いやっ、丘村さんがいい！」

        「なんで……」

        「だって、先輩には頼みづらいし、それにほら、派閥があるでしょう？」

        　それについ「ああ」と納得してしまった。

        　彼女は市民派。しかし、弓道部は部員の大多数が華族派なので、先輩からいい顔をされていなかった。

        「丘村さんは、派閥は気にしてなさそうだから。ね？」

        　首をちょこんと斜めにしてお願いされる。

        「……わかった。今度ね」

        　しつこいから仕方なく承諾すると、彼女は目を輝かせた。

        「ありがとう！　あ、お礼に持ってあげるね」

        　彼女はまとめたばかりの私の荷物を勝手に持ってしまう。

        「あ、ちょっと」

        「じゃあ、一緒に帰ろ。そうそう、今日の数学の宿題なんだけど、難しくない？」

        　こちらの話を聞かずに鞄を持って、寮へ帰ろうとするので、慌てて追いかけた。

        　子どもの頃からお嬢様の荷物を持つことは仕事だったが、誰かにこんなことをされたのは初めてだった。

        　思えば、ずっと使用人であることを最優先に考えて生きてきたから、私生活では友達も作っていなかった。

        　学校が終われば屋敷に帰って仕事をするのが当たり前だったから、こうして普通に学生生活を送ってることに、今更新鮮味を感じた。

        　その日から、羽馬さんはより親しくしてきた。

        　部活もそうだったけど、教室でもしょっちゅう話しかけてきたし、私が一人で昼食をとっていると「一緒に食べよ」と誘ってきた。

        　あまり私が話すことはなかった。でも、彼女から色々話題を振ってきて、一緒にいて話が途絶えることはなかった。

        　強引な人だと最初は思っていたけど、嫌ではなかった。彼女のそういう性格に、実は救われていた。

        　ずっと秘密を抱え、それがバレないように暮らしている。それは想像以上に疲弊する生活だった。

        　そんな中、強い警戒心を抱かず接することができる彼女の存在はありがたいものだった。彼女が相手なら、演技もそこまで必要じゃなくて、素の自分でいられた。

        　一緒に学校生活を送るうちに、私にとって、彼女は初めて『友達』と呼べる存在になっていた。

        「紗希、次のテスト、勝負しない？　負けた方が、お昼ご飯を奢ること」

        「優、あまりそういう賭け事は感心しない」

        「いいじゃん。紗希は真面目すぎだよ。時々は、肩の力を抜いていかないと。ね？」

        「はぁ……いいわ。どうせ、私が勝つし」

        「あ、言ったな。後悔するよ」

        　秋になると、お互いのことを名前で呼び合い、教室でも部活でも、二人で過ごすことがさらに多くなっていた。

        　たわいもないやりとりも増え、彼女と過ごしている時間が好きになっていた。

        　そんなある日、優が突然、満足そうに「よかったよ」と言った。

        「よかった？　何が？」

        「紗希の笑顔が増えて。入学した頃は、思い詰めた顔してることが多かったから、放っておけなかったんだよね。今も時々、そんな顔してるけど、前より少なくなったから」

        　衝撃だった。当然、そんな自覚はなくて、上手に演技ができていると安堵していたくらいだ。

        　でも、出会ってばかりの彼女に看破されていた。

        「でも紗希、悩みがあるならいつでも言ってね。そんな理由で近づいたけど、今はそうして良かったなって思ってるから。紗希の力になるよ」

        　未だに私が秘密を抱えていることさえ見抜いて、でもそれ以上は踏み込んでこない。これほどありがたい距離感はなかった。

        「……うん、そうする」

        　彼女への信頼として、秘密があること自体は否定しなかった。

        「いつでもどうぞ、私の親友さん」

        　そう笑う彼女には打算的な感情は一切感じられなかった。

        　ただ、改めて自分を引き締め直す必要があった。

        　まさか初対面だった優に見抜かれていたなんて思いもしなかった。もしかしたら、異変を感じていたのは彼女だけじゃないかもしれない。

        　私が抱えている秘密は丘村の家を、お嬢様の人生を左右するもの。決して誰にも知られてはいけない。

        　たとえ、優でも。

        　

        　３

        　

        　二年生に進学すると、大きな変化が二つあった。

        　一つは寮の部屋が変わったこと。寮の部屋とルームメイトは毎年変わる。そして、今年のルームメイトは、なんと優だった。

        　その発表を聞いたとき、二人揃って口をあんぐりと開けて固まってしまったが、すぐに優が「やったぁ！」と抱きついてきて、我にかえることができた。

        　まさか彼女とルームメイトになれるなんて、奇跡的で感動さえした。

        　そして二つ目が、竈山さんの入学だった。

        　彼女の存在は入学前から知っていた。なぜなら、一度会っているから。もちろん、私は直接言葉を交わしていない。

        　何年か前に竈山の父親が主催だったパーティにお嬢様の付き添いで参加した。日頃はそういう社交の場に顔を出すことがない彼女だったけど、その日は旦那様の強い意向で強制参加になった。

        　彼が強引になった理由は、竈山の家も丘村と同じく銀行だからだろう。ライバル意識があったに違いない。

        　ただやはりお嬢様の体調は優れなくて、パーティが始まるとすぐに人の多さに疲弊してしまい、立ってるのさえ辛くなった。私はすぐに彼女を支え、旦那様に状況を報告した。

        　外で休ませるべきだと主張した私に、旦那様は首を横に振った。どんな形でもいいから、お嬢様をパーティに参加させたかったようだ。

        　結局、椅子を会場の隅に移動させて、そこにお嬢様を座らせた。

        「お嬢様、大丈夫ですか？」

        　顔を青くした彼女は少しも大丈夫そうではなかったが、気丈にも頷いた。

        「……ええ、少し休憩をしたら問題ないわ」

        　当時のお嬢様は旦那様の期待に応えようと必死だった。それをわかっていたから、私も余計な口は挟まなかった。

        「失礼するわね。あなたが、丘村紗希さんかしら？」

        　少し外国の訛りが混じった日本語で、お嬢様にそう声をかける女性が現れた。

        　すらりと長い身長に、同じく長い金髪。そして美しい碧眼。白く豪奢なドレスを身に纏った彼女が誰か、すぐにわかった。

        　竈山家の奥様だった。このパーティ会場において、最重要人物だった。

        　私はすぐさまお嬢様から一歩離れ、彼女も椅子から立ち上がると、作法通りの礼をした。

        「はい。私が丘村の娘、紗希でございます。以後、よろしくお願いいたします」

        「そう。あなたはこういう場に中々顔を出せないと伺っていたから、ぜひ挨拶したかったの」

        　そう優しく微笑んだ奥様の後ろに、一人の少女がいることに気づいた。それは彼女にそっくりな少女で、すぐに誰かわかった。

        「娘を紹介させてもらうわね。祥撫というの。あなたの一つ歳下で、弓道もしているのよ」

        　母親に促されて前に出てきた少女は、明らかに疲れていた。瞼を重そうにしていて、そのせいで自然と目が細くなり、まるで睨んでいるかのようだった。

        「ほら、祥撫、ご挨拶をして」

        　彼女はこの面倒ごとを早く終わらそうと、気怠そうにしながらも右手を差し出した。

        　ただ、お嬢様がそんな少女に気圧されてしまっていた。

        　お嬢様はこういう場に慣れていない。それなのに、初めて挨拶する同年代の少女がこんな態度では、怖がってしまうのも仕方ないことだった。

        　ただ、お嬢様の反応が遅れたことに、竈山の娘がムスッとした。

        「お嬢様、手を」

        　身守る予定だったけど、このままにしておけば印象が悪くなると思い、慌てて耳打ちをした。

        　その後、お嬢様はぎこちなく握手をして、竈山の娘は「どうも」と素っ気ない挨拶をした。

        「同じ弓道もしていることだし、もっとお話ししたらどうかしら？」

        　娘は全然乗り気ではなかったけど、奥様がそう提案すると、仕方ないという様子で頷いた。

        　ただ、お嬢様が緊張のせいで、さっきより顔色を悪くしていた。この様子では、楽しく会話することなんてできない。

        「奥様、口を挟むことをお許しください」

        　お嬢様と奥様の間に割って入り、すぐに頭を下げた。

        「あら、あなたは？」

        「丘村の家で使用人をしております。お嬢様の付き人です」

        「そうなの。まだこの子ともそんなに年齢も違わないでしょう？　すごく立派ね」

        「ありがとうございます。奥様、申し訳ございませんが、お嬢様は少し体調が優れないようでして……」

        　彼女は「あら」と口元に手を当てると、お嬢様の顔を心配そうに覗き込んだ。

        「大丈夫かしら？　よかったら、医者を呼びましょうか？」

        「い、いえ！　少し休めば、問題ありません」

        　奥様の申し出に、お嬢様が首を横に振って遠慮した。

        「そう……なら、しばらくはここでゆっくりしてね。何かあれば、会場の人間に言ってくれていいわ。あなたたちのことは、伝えておくから」

        「はい、ありがとうございます」

        　私とお嬢様が声を揃えて礼をすると、彼女は娘の手を引いて、会場の人混みの中へ消えていった。

        　その時、娘と目があった。というより、彼女が私を見ていた。さっきまではほとんど開けていなかった目を半開きにし、品定めするような視線を向けてきていて、直感的に苦手だと感じた。

        　そんなことを思い出す。あれからもう随分と経っているが、個人的には忘れられない出来事だった。

        　だからこそ、警戒心を最大限に高めていた。彼女は、子どもの頃のお嬢様と会っている。もしかしたら入れ替わりに気づくかもしれない。

        　

        　そんな警戒すべき相手との再会場所は弓道場だった。彼女もやはり弓道部に入部したようで、新入生として紹介された。

        　変わっていなかった。眠そうな目に、気怠そうな態度。あの子どもがそのまま大きくなっていた。

        　バクバクと鳴る心臓を抱え、平静を装いながら、竈山さんに挨拶をした。

        「久しぶりね、竈山さん。覚えている？」

        　なるべく自然に、右手を差し出した。

        「……？」

        「子どもの頃、一度だけ挨拶したことがあるんだけど」

        　言葉にしなかったが、彼女はあの日のことを覚えていないようで首を傾げた。普通なら、不機嫌になるようなことなんだろうけど、今はそれがありがたかった。

        「覚えてないなら仕方ないわ。丘村紗希だよ。改めて、よろしく」

        　ただ、彼女は握手をしてくれない。ジッとこちらを見つめたままだ。

        　その反応が不気味で、冷や汗が出てくる。

        「コラ、紗希が挨拶してくれてるんだから、ちゃんと返事をしてあげて」

        　そんなやりとりを見ていた優が、竈山さんの態度を注意すると、彼女は私たち二人ともを無視して、別の生徒のところへ挨拶に行った。

        「あ、ちょっと」

        「優、いいよ。気難しい子だって知ってるし」

        「でも、ああいうのは良くないと思う」

        　優は竈山さんの態度がよほど目に余ったのか、珍しく怒っていた。

        　その時は竈山さんのあんな態度に救われたけど、その後も彼女は誰に対してもああいう不遜な態度をとるようになったので、私と優が注意することが増えた。

        　みんな、竈山という名前に遠慮して距離をとっていた。私もそうしたかったけど、優が彼女を放っておけないみたいでよく注意したので、仕方なくそれに同調した。

        　それに竈山さんは市民派という理由で優を見下していて、そこは気に食わなかった。

        　しかしいくら関わっても、正体がバレることはなかったので、最大の難関を乗り切れたんだと確信した。

        　そんなことがあったのが四月。

        　そして、運命の五月になった。

        　

        　私は学校生活のどんなこともメモ帳に記し、それを丘村の家に送っていた。もちろんメモ帳だけではなく、お嬢様に宛てた手紙も、月に一度くらいの頻度で送っていた。

        　ただ一年間、返信はなかった。

        　それなのに五月のある日、私宛に手紙が届いた。宛名がお嬢様になっていたので、寮母さんから手紙を奪うように受け取ると、すぐに部屋に戻って、慌てながらも丁寧に開封した。

        　手紙はこう始まっていた。

        『偽物へ』

        　とても攻撃的な一行目に、思わずヒュッと息を飲んだ。自然と手が震え始める。

        『あなたの報告は全て読んでいます。優秀なあなたは、やはりそんな無茶な仕事も、完璧にこなすんですね』

        　手紙の文章が、脳内でお嬢様の声になって再生される。

        『あなたが屋敷から消えて、ほぼ毎日、カウンセラーが来るようになりました。あなたの差し金ですよね。頼んでもいないのに、余計なお世話をどうもありがとう。そのカウンセラーが言うんです。私は心を病んでいると。原因に心当たりがありませんか？』

        　そこで文章が途切れていて、二枚目に続いていた。震える指で、手紙を捲った。

        『お前のせいだ』

        　大きく、そう書き殴られていた。その一文だけ、念入りに、何度も何度も、重ね書きをされていた。

        　汗が止まらない。それでも、続きを読んでしまう。

        『昔から、あなたは私の側にいて、私から奪っていった。わかりますか？　ずっと、あなたに比較され続けた私の気持ちが。お父様も、お母様も、私を見ていませんでした。あなたより娘が優秀でないことだけを気にしていました』

        　その恨みには気づいていた。でも、私は彼女の仕えるため、恥ずかしくない自分でいたかっただけ。

        　彼女のためだった。

        『今もそうです。あなたが頑張ってくれているから、頑張りなさいってお父様とお母様は毎日言います。こんなこと、頼んでないのに！』

        　叫んでいた彼女を思い出した。きっと、あんな表情でこの手紙を書いていたんだろう。

        『どうぞ、勝手にしてください。決して、感謝なんてしません。これだけ言いたかったんです。私はあなたを許さない。この手紙は私の名前さえ奪い、私の人生を勝手に書き換えた、名前のないあなたへの、別れの挨拶です』

        　そして、最後にこう締め括られていた。

        『あなたから全てを奪われた人間より』

        　二枚分の手紙にびっしりと書かれた怨嗟の言葉。読んでいると、気分が悪くなってきて、その場で口元を押さええずいた。ただ、何も出なかった。

        　バカだった。少しの間だけ彼女と距離をとれば、元の関係に戻れると、私のことだって理解してくれると勝手な期待をしていたけど、全然そんなことはなかった。

        　むしろ私のとった距離は、もう手の届かない場所に彼女を置き去りにしただけじゃなく、二人の間に決定的な溝を作ってしまった。

        　机に手をついて、息を整えた後、気持ちが落ち着かない状態でお嬢様への返信を書いた。

        　手紙を読んだことの報告と、そして勝手なことをしたことへのお詫びと、私の嘘偽りない気持ちを丁寧に説明した。

        「……一度、屋敷に戻ろう」

        　手紙を書き終えてから、そう決意した。入学してから、お嬢様の精神に負荷をかけてはいけないと考え、屋敷に戻っていなかったが、ちゃんと彼女と会う必要がある。

        　私が今もこうして演技をしているのは、彼女の役に立つためだ。感謝なんかいらない。それが私の使命なんだから。でも、できれば、この気持ちだけはわかってほしい。

        　翌日、彼女に読んでもらえることを祈りながら、手紙を送った。

        　ただやはり、数日待っても、一週間、二週間と経っても、返信は来なかった。わかっていたことだけど、さすがに気持ちが沈んだ。

        「紗希、顔色が悪いけど、どうかした？」

        　そんな感情が表情に出ていたようで、ある日の授業が終わった後、優にそう心配されてしまった。

        「最近、ずっとそうだよ。何か悩みがあるなら言ってよね」

        　優が自分の胸に手を当てながら、優しく微笑んでくれる。

        「親友でしょ？」

        「……ありがと」

        　当然、彼女にだって相談できる話じゃない。でも、その優しさが嬉しかった。

        「じゃあ、部活行こう」

        「うん」

        　二人で弓道場に向かおうとしたら、教室の扉が急に開き、生徒指導の先生が額に汗をかきながら入ってきた。

        「丘村さん、お父様がお越しです。すぐに、来賓室へ行きなさい」

        「旦――お父様が？」

        　急なことで、ついいつもの呼び方をしてしまいそうになったが、慌てて訂正した。

        　もちろん、旦那様が来校するなんて聞いていない。突然どうしたんだろうと、嫌な予感がしてきた。

        「紗希？」

        　心配そうにする優に、無理矢理作った笑顔を向けた。

        「ごめん。お父様が急に来たみたいだから、部活には先に行ってて。部長たちには、用事が終わってから行きますって伝えておいてね」

        　彼女は何か言いたそうにしていたけど、それ以上追求される前に、私は生徒指導の先生と来賓室へ向かった。

        　そこにはスーツ姿の旦那様がいて、先生は私を連れてきたことを報告するとすぐに退室したので、二人きりになった。

        「さあ、座ってくれ」

        「はい」

        　促されるまま、旦那様の正面の椅子に腰掛けた。

        「会うのは久しぶりだ。少し、背が伸びたようだね。学校はどうかな？」

        　まるで本当の娘にするような質問だった。

        「問題ありません。正体を気づかれるような危険もありません。手紙でも報告しましたが、竈山家の娘とも会いました。ただ、お嬢様のことを覚えていないようでした」

        「失礼な話だが……今は、それに感謝するしかないな」

        　旦那様が「タバコをいいかな？」と確認してきたので、私は当然頷いた。

        　彼がタバコに火をつけている時に気づいたが、屋敷を出た頃より痩せていた。しかもあまり健康的には見えない。

        「旦那様、お食事はとっておられますか。お忙しいでしょうが……」

        「――君は本当によくできた使用人だ。そんな変化にも気づくのか」

        　彼も自分が痩せたことに気づいてるようだった。

        　フゥーと、彼がタバコの煙を天井に向かって吐き出した。

        「今日は、少し大事な報告があって来たんだ。いきなりですまないが、こっちもバタバタしていてね。やっと時間を取れたのが今日だった」

        「構いません。しかし、お話なら手紙でも」

        「手紙で済ませられない」

        　その言葉に背筋がピンとなる。胸の内にあった嫌な予感が、さらに大きくなった。

        「紗希のことだ」

        「はい」

        　当然、彼女のことであることはわかっていた。

        　膝の上で拳を握り、激しく鼓動する心臓を少しでも落ち着かせようと、小さく深呼吸をした。

        　旦那様はタバコを灰皿に押し付けると、神妙な顔で私と向き直った。

        「――紗希が、飛び降り自殺を図った」

        「…………」

        　何を言われたかわからなかった。頭が真っ白になり、そのまま硬直する。

        　お嬢様が……自殺……。

        　ただ、ことの重大さに気づいた瞬間に立ち上がり、旦那様に駆け寄った。

        「お嬢様はっ、あの人は今っ――」

        「落ち着きなさい。命に別状はない。もう意識も戻っているよ」

        　旦那様は取り乱す私の肩に手を置いて宥めてきた。

        　とにかく生きている。それだけで安堵できた。

        「申し訳ございません。取り乱しました」

        「無理もないことだ。さあ、座って」

        　生きていると聞いても、やはり落ち着かず、ソワソワとしてしまう。

        「先月末、自分の部屋の窓から飛び降りた。ただ、階下にあった植物がクッションになったおかげで、大事にはならなかったよ。頭を強く打って、骨折もしたが、今は治療中だ」

        「先月末……」

        　あの手紙のことを思い出す。あれは今月の頭に届けられた……。

        　一気に血の気が引いていく。お嬢様は、あれを書いた後に飛び降りた。だから『別れの挨拶』だったんだ……。

        　今更になって彼女の真意に気づいた自分の愚鈍さが憎い。

        「今は車椅子生活だが、それもリハビリをすれば元に戻るそうだ。ただ、体は大丈夫なんだが……」

        　旦那様が目を伏せて、何かを言い淀んでいた。彼のそんな態度は初めて見た。何せ、旦那様は私と両親の雇い主だ。私に遠慮することなんかないはず。

        「頭を強く打った影響で、記憶がね……」

        「まさか、記憶喪失？」

        　物語の中ではよくある話だが、本当にそんなことが起こるのかと信じられなかった。

        「いや、厳密には違う。確かに当初は記憶をなくしていたが、それも数日だけで、すぐにほとんどのことを思い出した」

        「……ほとんど？」

        「――君のことだけは、思い出せないらしい」

        「……嘘です」

        　そんなわけないのに、弱々しく首を横に振って否定するけど、旦那様は「すまない」と詫びるだけだった。

        「でも本当だ。私たち夫婦のことも、他の使用人のことも思い出した。でも……君のことだけは、名前を聞かせても、写真を見せても、思い出さないんだ。無理に思い出そうとすると、ひどい頭痛がするみたいだ……」

        　足元が崩れて落ちていくような感覚に見舞われる。お嬢様が、私のことだけを忘れてしまった？　幼い頃からずっと一緒で、あんなにも必死に仕えたのに？

        「医者の話では、無意識的に記憶を封じ込めている可能性があるらしい……。そういう場合は、無理に思い出すと心身に悪いと……」

        　無意識に、記憶から消去してしまうほど、私という存在は彼女にとって邪魔だったのか。思い出してもらうことも許されないほど、害悪なのか。

        　自分を支えていた芯が、ポキッと折れたような気がした。

        「これ、見てくれ」

        　絶望している私に旦那様が一枚の写真を見せてきた。

        　お嬢様の写真だった。車椅子に座ったお嬢様に、その車椅子を押す使用人。そしてお嬢様を挟むように旦那様と奥様が立っている。

        　信じられなかった。お嬢様が笑顔で、ピースをしている。そして彼女以外も、みんな幸せそうにしていた。

        「今のあの子だ。怪我をしてからは、以前のように部屋に閉じ籠もることもなくなって、私たちにも笑いかけてくれるようになった。他の使用人にも……。まるで、昔に戻ったみたいだ」

        　これが私という呪縛から解放されたお嬢様。これが、本来の彼女……。

        「だから……紗希には、君のことを忘れてもらうことにした。すまない。ただ――」

        　旦那様が何か続けようとした。しかし、そんなのもう聞きたくなかった。

        　私は声にならない声をあげて、耳を塞ぎ、来賓室から飛び出し、そのまま寮に向かって走り続けた。

        　どうして、どうしてっ、どうしてっ！　

        　私が何をした？　ずっと、彼女を支えたかっただけ。そのために頑張った。今だって、そうなのに……。

        　寮の部屋に戻ると、抑えきれない感情に任せて、自分の荷物をぶちまけたり、壁にぶつけたりした。自分の存在を示す全てのものが憎かった。

        「っ」

        　そんなことをしていたら、一枚の写真が机から出てきた。お嬢様と私のツーショットの写真。まだ仲が良かった頃の私たちが、笑顔で並んでいた。

        「どうしてっ！」

        　叫んで、その写真を破り捨てた。

        　どうして、私がこんなに苦しまないといけない。どうして、私だけが消えなければいけない。どうして……私だけが、彼女を忘れられない。

        　涙が溢れてきて、止まらない。もう、どうかしてしまいたい。本当に、消えたい。

        　その時、光に気づいた。

        　窓から差し込む光。それを見つめていると、自然と足が動いた。

        　そうだ、そうしてしまえばいい。だって、お嬢様だってそうしたんだ。彼女が私を忘れたように、私だって彼女を忘れよう。或いは、お望み通り、消えてやろう。

        　窓を全開にして、窓枠に手をかけ、勢いをつけて身を乗り出そうとした。

        「――紗希っ！」

        　誰かが後ろから、私の腰に抱きついてきた。

        「何してるのっ。早く、戻ってっ！」

        　振り向けば、血相を変えた優が私の腰にしがみついていた。

        「……優、なんで」

        　まだ部活をしているはずなのに……。

        「紗希が突然、消えたって聞いて探したんだよ。ね？　落ち着いて？」

        　寮と弓道場の距離を考えれば、彼女はきっと全力疾走してきたはずだ。その証拠に汗だくになっている。

        「……離して」

        「やだ。そっちこそ、話して。どうしたの？　何かあったんなら、相談に乗るよ。いつも言ってるじゃん」

        　今まさにルームメイトが飛び降りようとしているのに、彼女はいつものように優しく話しかけてくれた。

        　でも今は、そんな優しささえ不愉快だった。

        「うるさいっ！　離してっ！　優には関係ないっ！」

        「関係ないわけないよ。言ったよ、親友だって。ねえ、何があったか教えてよ。紗希のためなら――」

        「その名前で呼ぶなっ！」

        　鬼のような形相で、怒鳴って拒絶すると、さすがの彼女も目を丸くした。

        　そして自分でも驚いてしまった。そんな正体を明かすようなことを、自分から口にするなんて思わなかった。

        「もう、放っておいてっ……」

        「――そんなこと、できるわけないでしょ」

        　窓枠を握る私の力より、ずっと強く、彼女が私を引っ張った。抵抗したけど負けてしまい、ドスンッという派手な音をたてて、二人で倒れてしまう。

        　仰向けになった状態で、飛び降りようとしていた窓を眺めていると、涙で差し込む光がぼやけた。

        　私は、消えることもできない……。

        「ごめんね。でも、親友が傷ついてるのは見過ごせない」

        　仰向けのままの私を覗き込む優は、少し複雑そうに微笑んだ。

        「私ね、妹みたいに可愛がってる後輩がいるの。その子も、初めて会った時は泣いてた。でも今は、よく笑うようになったよ。だからね……」

        「そんなの、知らない」

        　優の言葉を、震えた声で遮った。

        「私は消えたいのっ。忘れたいのっ！　忘れられたいのっ！」

        　喉がはち切れそうな勢いで叫んだのに、優は一瞬だけキョトンとした後、なんと笑った。

        「なんで笑うのっ」

        「だって、そんなの無理だよ。私は、あなたのことを忘れない」

        　彼女は手を重ねると、優しく握ってきた。

        「親友だから。忘れない。あなたが忘れてくれって頼んでも、全力で嫌がるから。というか、やっぱり無理だよ。忘れられるはずがないよ。こんな、大切な存在を」

        「っ」

        　彼女はもうお嬢様の名前で私を呼ばなかった。

        「ねえ、教えて。何があったの？　名前で呼ぶなって、どういう意味？　大丈夫。誰にも言わない。誓うよ。だから、私にだけ教えて。あなたの力になりたいんだよ、親友さん」

        　初めてだった。こんなにも、私という存在を求めてくれた人は。

        　ずっとお嬢様を支え、彼女のために尽力してきた。彼女のための私であって、それ以外の自分はいらないと、自分でさえそう思ってきた。だから、彼女に忘れられた今、その存在価値がなくなってしまった。

        　でも……優がいてくれた。

        「どんな話でも……信じてくれる？」

        　怯えながら確認すると、彼女は「もちろん」と頷いてくれた。

        　そして、私は全てを明かした。お嬢様のこと、自分が『丘村紗希』ではないこと、そして自分が彼女に忘れられたこと。

        　とんでもない話なのに、優は全て信じてくれた。

        　そして、私が話し終えると、優しく頭を撫でてくれた。

        「頑張ったんだね」

        　その一言だけで、胸が軽くなった。泣いていたのに、また涙が出てくる。でもそれはさっきまでとは違った涙だった。

        「ねえ、名前を教えてよ。ちゃんと、呼びたいから」

        　少し迷った後、この学校では決して口にすることはないと思っていた本名を、彼女にだけ教えた。

        　

        　４

        　

        　優の励ましのおかげで、私は立ち直ることができた。

        　再度旦那様と話し合いをし、作戦の続行をこちらから進言した。

        「お嬢様が回復された後も、経歴は必ず必要になります。その役目は全ういたします」

        　今更、計画を変更したり中止したりするわけにもいかなかった彼からすると、私からそう言ってくれたことは本当に助かったようで、何度も頭を下げられた。

        「――ただ、計画が終わっても、屋敷には戻りません。できれば……」

        「わかっている。君の今後の人生は、丘村の家が保証しよう。いつでも、何がしたいか言ってくれ。君の望みであれば、全て叶える。約束しよう」

        「はい。ありがとうございます」

        　この学校で私が『丘村紗希』として過ごすこと。それをお嬢様への最後の奉仕にした。

        　決して感謝されることはない。だって、もう会うことがないんだから。でも、私は今も彼女の幸せを願っている。だからこそ、私は彼女との関係を絶つ。

        「屋敷から、私の痕跡を消してください。何かのきっかけでお嬢様が思い出すかもしれませんから」

        　そう念押しすると、旦那様は「すまない」とまた頭を下げた。こんな悲しいお願いをするなんて思ってもいなかったが、それで踏ん切りがつけられた。

        　今までの自分の全てを捨てることになったのに、私の心が晴れやかだったのは、間違いなく優のおかげだった。

        　その後の学校生活は以前より気が楽になった。

        　優には「学校ではこれまでと変わらず呼んで」と頼み、彼女もそれに応じてくれた。ただ、寮の部屋では本名で呼んでくれた。きっと、彼女の優しさだったんだろう。

        　私たちは間違いなく以前より親密になっていた。私も、秘密を守るためにとっていた距離を、彼女にだけはとらないようにした。

        　寮で、教室で、部活で、学校生活の全てのシーンに彼女がいる幸せを噛み締めた。

        　

        　だからこそ、その異変に気づけた。

        　

        　七月に入ったところで、彼女はソワソワすることが増えた。寮でも教室でもそうだったけど、特に顕著だったのは部活だった。

        　弓道場で何故か落ち着きなく、他の生徒を見ていることが増えた。特に彼女は華族派の生徒に視線を向けることが多く、何度かそれを注意されていた。

        「ねえ優、最近どうかしたの？」

        　寮の部屋で話しかけると、彼女は驚いたような表情を浮かべた後に首を横に振った。

        「なんでもないよ。どうして？」

        「いや……なんでもないなら、いいんだけど」

        　一歩踏み込む勇気がなかった。でも彼女が何か秘密を抱えていることに確信は持てた。

        　だって、その距離のとり方は、私がずっとしてきたことだから。

        　散々迷ったけど、私は触れないことにした。何かあればきっと相談してくれる。その時にちゃんと力になろう。助けてくれたお礼をしよう。

        　そう楽観的に考えていた。

        　寮の部屋で時々、険しい顔で彼女が手紙を読んでいるのも見ていたのに。

        　夏休みが終わり、二学期に入ると、弓道部ではある大きなイベントがあった。風鳥学園との練習試合で、公式戦より気合いが入るイベントだった。

        　私はその試合で大前を任されることになった。二年生としては異例の抜擢で、とても光栄なことだった。

        　あまり目立ちすぎてもよくないとは思ったが、これもまたお嬢様の経歴になるなら、安いリスクだった。

        　それからはより練習に時間を費やすようになった。

        　でも、その間、気がかりなことも増えた。優が落ち着かないことが、以前より増えた。そんな状態だったのに、私は練習を言い訳にして、踏み込まなかった。

        　何かあれば、彼女はきっと私に相談してくれる。そう自惚れていた。

        　そして私がその理由を知った時には、全てが手遅れになっていた。

        　練習試合の大前は、事前に風鳥と挨拶をすることになっていた。その日、私は放課後に一人で風鳥を訪問して挨拶を済ませると、陽が沈む寸前に寮に戻ってきた。

        「あ、丘村さん、ちょうどよかったわ」

        　寮に入ると、寮母さんが笑顔で一通の手紙を差し出してきた。

        「はい、これ。届けようとしたところだったのよ」

        「いつもありがとうございます」

        　手紙を受け取って、すぐに部屋に戻った。

        　優はまだ戻っていなかった。そのころは練習試合が近づいていたので、弓道部は遅くまで練習していたから、きっとその影響だった。

        　旦那様からの連絡だと思って手紙を開封したが、すぐ違和感に気づいた。いつもの手紙と違った。

        　そして手紙の冒頭が目に入った。

        『優へ』　

        　そう書かれていた。慌てて封筒の宛先と差出人を見ると、優のお父さんから彼女に宛てた手紙だった。どうやら寮母さんが勘違いしたようだ。

        「ああ……開けちゃった。謝らないと」

        　すぐに手紙を封筒に仕舞おうとしたのに、本文が目に入ってしまった。

        「……『誘拐計画について』って……何これ……」

        　血の気が引いた。ダメだとわかっていたけど、見過ごせない。罪悪感に苛まれながら、手紙を全て読んだ。

        　信じられなかった。優と、彼女の父親は練習試合を利用して、華族派の生徒を誘拐するつもりのようだ。手紙にはその詳細な計画が記されていた。

        　そして最近の優のことを思い出す。彼女の様子がおかしかったのはこれが理由だったんだ。

        「……どうしよう」

        　混乱して、自分が何をすべきかわからなかった。誰かに相談できるはずがない。こんなことを学校に知らせたら、優はここにいられなくなる。

        　そんなのは私が耐えられない。

        　でも、優を直接説得する勇気もなかった。理由はわからないけど、こんな計画を企てるほど追い込まれている彼女を、どうやって止められるのか。しかも、ずっと悩んでいた彼女を放っておいたのに。

        　ただ、絶対に見てみぬふりはできない。こんな計画、うまくいくかわからない。失敗したら彼女の父親だけじゃなく、彼女も捕まってしまう。

        　頭を抱え、グチャグチャの思考をなんとかまとめ、ある一つのプランを見出した。

        　きっと、誘拐計画のために何回も手紙をやり取りしているはず。だったら、それを盗んでしまおう。そして、間接的に『計画を知っている』と釘を刺す。そうすれば思いとどまってくれるはず。

        　時計を見ると、もうすぐ優が部屋に戻ってくる時間だった。

        　覚悟を決めて、私はそのプランを実行した。部屋を荒らし、残りの手紙を見つけると、それを全て回収した。

        　そして優が戻ってくる前に『部屋で窃盗が起きた』と、生徒会に報告した。

        　その後、部屋に戻ってきた優は、手紙を盗まれていたのに「何も盗られていない」と言った。予想通りだった。

        　生徒会には練習試合を理由にして、事件を隠蔽してもらうことにした。

        　二人で部屋を片付けているとき、私たちは普通に話した。優は私がしたこと、私が計画を知ったことに気づいたはずだけど、不気味なほどいつも通りだった。

        　もしかしたら、全てが私の勘違いじゃないかって思ってしまうほどだった。

        　でも、それは淡い期待だった。

        「ねえ、手紙……盗ったよね？」

        　就寝時間になって、部屋の明かりを消す直前、優から切り出してきた。

        「……うん」

        「そっか。なら、計画も知ってるんだよね」

        「……うん」

        「そっか」

        　手紙を勝手に読まれたことも、盗ったことも、彼女は怒らなかった。落ち着いていて、それがかえって怖いくらい。

        「ねえ、優、何があったかわからない。でも」

        　相談にのるよと続けようとしたのに、彼女は首を横に振った。

        「華族派には、わかんないよ」

        　その一言が驚くほど冷めきっていて、次の言葉が出なくなった。彼女とは確かに派閥が違った。でも、お互いに今まで、それを意識したことはなかったはずなのに……。

        　彼女は人差し指を唇にあてて、まるでイタズラをした子どものように笑った。

        「黙っててね」

        　そんなことできるはずないのに、彼女はそれだけ言い残して、ベッドに潜ってしまった。

        　どうしたらいいかわからず、その日は眠れなかったし、それからしばらくは何をしても集中できなかった。

        　なんとかしなきゃいけない。でも、優の態度を見ると、彼女を説得することは不可能だ。でもやっぱり、誰かに相談できない。彼女が学校からいなくなってしまう。

        　どれだけ悩んでも答えは出ず、無常にも時は過ぎ、練習試合の前日になった。

        　もうどうしたらいいかわからなかった私は、とにかく目の前の危機を回避するためだけに、あえて階段から落ちて怪我をした。

        　予想通り、練習試合は中止になった。

        　そしてその後すぐ、優は私の前から消えてしまった。

        　皮肉にも、私の行動が、一番恐れていた事態を引き起こしてしまった。

        　

        　５

        　

        「優、来たよ」

        　華月から離れたマンションの一室。最近は休日になれば、ここを訪問するようにしていた。

        　いきなりの別れから一年近く経ち、私は優と再会ができた。それがついこの間のこと。

        　竈山さんに復讐しようとしていた彼女。その計画は剣舞さんと竈山さんのおかげで失敗に終わり、今はここに暮らしている。

        　退学してからずっと、竈山さんに復讐することを考えていたらしい。だから、その計画が終わると、彼女と家族は行き場を無くした。

        　今度こそ彼女の力になると決めた私は、旦那様に頼み、彼女たちを支えることにした。　それがまずこのマンション、そして彼女の両親が新しい職につけるよう斡旋した。安定した暮らしを手にすれば、もう馬鹿な計画はたてないはずだから。

        　そしてそれは当然、全て丘村家のバックアップによるものだ。

        「君が優という子を助けたいなら、どんなことでも協力しよう。それが約束だからね」

        　旦那様に事情を説明すると、彼は本当に私の望みを全て叶えてくれた。あの家にずっと仕えてきたことは間違いじゃなかったと、心から感謝した。

        　優の両親は私や旦那様の支援に感謝し、もう馬鹿なことはしないと誓ってくれている。その言葉をどこまで信じていいかわからない。優を犯罪に巻き込もうとした彼らを、私は許せなかったから。

        「次に何か妙なことをしたら警察に通報して、全てを話します」

        　だから、そう釘を刺している。

        　しかし、私が向き合うべきは彼らじゃなくて優だった。

        　彼女の心の傷は重傷だった。未だに竈山さんのことを恨んでいるし、彼女に味方した剣舞さんも許せないようだ。可愛がっていた後輩のはずなのに。

        　

        「優、元気？」

        　マンションのリビングの隅に、優は座っていた。虚な目で、天井を見上げている。何をしているわけでもなく、最近はずっとこうしている。まるで生きることを放棄してるみたいで、見ているのが辛い。

        　彼女の両親は仕事に出ていて、今は彼女しかいない。私が来たことに気づいても、わざとらしく視線を逸らした。

        　再会した日に「裏切った」と糾弾されたし「嫌いだ」とはっきりと拒絶されている。

        　彼女からすれば、私も許せない存在なんだろう。彼女は秘密を守ってくれたのに、私はそうしなかった。剣舞さんに全てを打ち明けてしまっているんだから言い訳できない。

        　優は変わってしまった。私を助けてくれた彼女はこうじゃなかった。でも、それは仕方ない。あの優しかった優が、二度の誘拐計画に本心から賛同していたとは到底思えない。きっと、すごい葛藤があったはずだ。でも、家族のためにそれを押し殺した。

        　あの計画を無理やり肯定するために、自分を歪めてしまったんだろう。そして今、歪んでしまった自分をどうしたらいいかわからないんだと思う。

        　やっぱり私のせいだ。彼女の在学中、その異変に気づいていたのに何もしなかったから、こうなってしまっている。

        　お嬢様の時と同じだ。部屋に閉じ籠もった彼女に近寄らず、距離をとり、時間が解決してくれると甘えていた時と同じ。私はまたしても、大事な人を傷つけてしまった。

        「今日は天気がいいよ。どう？　一緒に散歩でも行かない？」

        　話しかけても返事をしてくれない。わかっていたことだけど、やっぱり傷つく。

        　でもそれを顔に出さず、彼女の隣に座って、背中を壁に預けた。

        「ねえ、もうすぐ夏休みだから、ここに毎日来るよ。優が嫌がってもね。よかったら、一緒に出かけたりしたいな」

        　反応のない彼女に話しかけ続ける。

        「学校じゃやっぱり息苦しいから……。優なら、そんな遠慮もいらないでしょう」

        　変わってしまった彼女を、もう放っておくつもりはない。

        　距離を詰めると決めている。

        　たとえ優が嫌がっても、絶対にそばにいる。もう彼女を一人にしない。かつて、私はそうして一人の少女を追い込み、自分の存在意義さえ無くしてしまった。もうあんな想いはしたくない。

        　自分から近づかないと、一歩踏み出さないと、手の届かない存在になってしまう。そんなのは嫌だ。

        　だって――。

        　そっと、彼女の手を握った。かつて、彼女が私にそうしてくれたように。

        　だって、この存在を手放したくない。離れたくない。

        「……せば」

        「え？」

        　目を逸らしたままの彼女が何か言った。それはここに通い始めてから初めてのことだった。

        「だから……息苦しいなら、マスクを外せばって言ったの。ここでは必要ないでしょう」

        　言われてみればそうだった。つい癖でマスクをしていたが、優の前では必要ないものだ。

        「そうだね」

        　マスクを外して、それを雑にポケットにしまう。素っ気ない言葉だけど、彼女が話しかけてくれただけで嬉しくて、笑ってしまうし、涙が出てくる。

        　優はそんな私を一瞥した後、ため息をついた。

        「こんな私に毎日会いに来るなんて、どうかしてる」

        「……親友だから」

        「もう、あの頃の私じゃないよ」

        「関係ない。優は優だよ。変わっても、私の親友だよ」

        　あなたが私を助けてくれたように、私があなたを助ける。絶対に。

        　優はまたため息をついた。

        「花って、本当に頑固だよね」

        「――――」

        　一瞬、何も言えなかった。嬉しすぎて、言葉が出なくなった。

        「なんで驚いてるわけ？」

        「だって、優が名前で……」

        「あの名前で呼ぶなって言ったのは花でしょう。だから……花って呼ぶよ」

        　そう、それが私の名前――藤野花。彼女にだけ教えた本当の私。

        　彼女に本名で呼ばれるのは初めてじゃない。それでも感激してしまう。今の私はマスクもしていない。そんな姿で名前を呼ばれるのは、それだけで救われる。

        　より一層、彼女の手を強く握った。

        「痛いって……」

        「優、そばにいるから。どんなことがあっても、あなたの力になるから。だから、もうどこにも行かないで」

        　彼女はそれにすぐ返事をしないで、また目線を逸らした。

        　ただ、肩を寄せて、手を握り返してくれた。そしてまた、諦めたようにため息をつく。

        「……花がしつこいから、そうしてあげるよ」

        「……うん、ありがとう」

        　彼女の肩にピタリと、自分の肩をくっつける。

        　秘密を抱え、距離をとり続けた私たちが、その距離をゼロにした瞬間だった。

        　

        【完】
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        　当然の結果といえば、そうだった。

        　元々、勉強は苦手で、華月にもギリギリで合格した。それなのに最近はずっと優さんや丘村先輩の調査ばかりに時間を使っていて、勉強に力を入れていなかった。

        　そのせいで、定期テストの結果はひどいものになった。目を覆いたくなるというか、実際に覆った。

        「剣舞さん、あなたには追試を受けてもらいます」

        　先生からそう宣告されても「はい……」と、その非情な現実を受け入れるしかなかった。

        　しかもそのせいで部活はしばらく休むことになった。部長には先生から事情が説明されたようで「まあ……頑張って」と、同情されてしまった。

        　そんな経緯があって、今は教室で一人、教科書と睨めっこをしている。

        　いつもの放課後なら部活に直行するのに、ここ数日はずっとこうしている。寮に戻って、自分の部屋で勉強しようとしたけど、集中できなかった。

        　クラスメイトが全員、部活に行ってしまった教室は、お昼間の喧騒が嘘のように静かな場所になる。

        　窓の外からは夕日が差し込み、運動部の掛け声が聞こえてくる。なんだかちょっとだけノスタルジックな気分になるけど、目の前の教科書とノートがすぐに現実に引き戻してくる。

        「うぅ……」

        　追試は来週に迫っていた。先生から「ちゃんとしないと、進級に響きますよ」と大真面目な忠告を受けている。だから、なんとしてでも合格しないといけない。

        　でも、全然やる気が湧いてこない。

        　元々勉強は好きじゃない。受験勉強を頑張れたのは、優さんのことがあったからだ。でも今はそういう明確な目標がない。

        「ハァァー……」

        　肺に入っていた空気を全部吐き出すほどの大きなため息をついて、机に突っ伏した。額に机の冷たさを感じていると、もういっそこのまま寝てしまおうかという邪な欲が湧いてきた。

        　だって、夜もルームメイトに手伝ってもらいながら勉強はしている。そんなに頑張ってるんだから、ちょっとくらい休んでもいいじゃないか。

        　そうだ、そうしよう。どうせ、誰も見ていないんだから――。

        「蓮」

        　頭上から突然、聞き慣れた声が降ってきたから、ガバッと顔を上げた。

        　そこにはやっぱり、女王陛下がいた。いつの間にか机の前に立って、私を見下ろしている。暑いみたいで手で自分の顔を煽っている。

        　そして、その顔がいつにも増して不機嫌だった。

        「……え？」

        　なんで、ここに女王陛下が？　という疑問が一つ。

        　なんで、不機嫌そうなのか？　という疑問がまた一つ。

        「――お前のせいで、無駄に歩いたわ」

        「へ？」

        「いつまで経っても中庭に来ないから、弓道場に行ったら、そこにもいない……」

        　見下ろしてくる眼光が鋭い。蛇に睨まれたカエルなんて諺があるけど、いくら蛇だってこんなに強くカエルを睨まないと思う。

        　つまり彼女は、私を探して校内を歩き回り、そのせいで不機嫌になったみたいだ。

        「部活を休んでいる理由を聞いたら、追試のためだなんて――このバカ」

        　今一番言われたくない罵倒を、これ以上ないくらいに真正面からぶつけられた。

        「バ、バカって……ひどい」

        「追試を受けるようなマヌケにはお似合いよ」

        　彼女は鼻を鳴らしてから、私の前の席に座ると肘をついて、呆れた様子でため息をついた。

        　よく見ると額にじんわりと汗をかいていたから、慌てて机から下敷きを取り出して、彼女に風を送る。

        　それに満足したようで、一度頷いて、少しだけ表情を柔らかくした。

        「でも、何か用だったんですか？」

        「……ヘアブラシを預けているはずだけど？」

        「あ……ああっ！」

        　そうだった。あのヘアブラシを預かってからは、定期的に中庭で彼女の髪をとかすのが習慣になっていたのに、最近はそれを忘れてしまっていた。

        　不機嫌な理由は、これが一番大きそうだ。

        「それなら今から――」

        「いいわ。バカがうつるから」

        「ひどすぎませんかっ」

        「お前のテストの結果よりマシよ」

        　彼女はわざとらしくまたため息をつくと、机に広げられている教科書やノートをチラリと見た。

        「勉強は苦手なの？」

        「得意なわけないです……華月だって、優さんのことがあったから頑張って入学しましたけど、本当にギリギリだったんですから」

        「ふーん」

        「そういう女王陛下はどうなんですか。人のことを散々言ってくれますけど」

        　どうせ彼女のことだから、授業だって真面目に受けているはずがないし、寮で勉強している姿なんて想像できない。

        「学年三位」

        　それなのに、想像を凌駕する実力をあっさりと答えられてしまい、目を丸くする。彼女は飄々としていて、自慢している感じでもない。質問されたから答えただけって態度だ。

        「……冗談ですよね？　冗談だって言ってください」

        「点数は覚えてないわ。ただ、一年生の時から順位はずっと同じだから憶えてるの。上の二人がいつも同じ名前だしね」

        　この人が見栄を張って、調べればすぐわかるような嘘をつくはずがない。

        「裏切り者……」

        「お前が勝手に訳のわからない信じ方をしただけよ」

        　全くその通りで、余計に自分が惨めになってきた。ガクッと項垂れる。

        「……勉強とか、好きなんですか？」

        「面倒ごとは嫌いよ。テスト前に教科書と参考書を読んでいるだけ」

        「に、憎い……」

        　この人は本当に、なんでもできる。こういう性格じゃなければ、きっととんでもないことを成し遂げたと思う。

        　とにかく要領が良いんだろうな。

        　女王陛下のことを嫌っていた先輩たちの顔を思い浮かべる。少しだけあの人たちの気持ちがわかった。

        「あたしのことはいいから、さっさと言いなさい」

        「え？　言うって、何を……」

        　顔を上げると、彼女はまた呆れたような表情をした。

        「わからないところに決まっているでしょう」

        　…………。

        　彼女が何を言ってくれているか理解するのに時間がかかった。

        「ま……まさか、勉強を教えてくれるんですか？」

        　あの面倒ごとが嫌いで、他人に興味を示さない彼女が？

        　信じられずに固まっていると、彼女は不機嫌そうに眉間に皺を寄せた。

        「お前がヘアブラシを持っているから、さっさと追試から解放されないと困るのよ」

        　いくらなんでも、それが言い訳だってことくらいはすぐにわかった。

        　彼女は私のために、特別講師になってくれるという。笑うとさらに機嫌を損ねることになるってわかっていたのに、ニヤニヤが止まらない。

        「……なに？」

        　案の定、女王陛下の声が一段と低くなった。

        「いやぁー、嬉しいなぁって。女王陛下ってば、素直じゃないんですから」

        「あ、そう。帰るわ」

        　席を立った彼女の腕を大慌てで掴んで、なんとか引き止めた。

        「嘘です！　感謝してます！　調子に乗ってすいませんでした！」

        　何度か謝ると、彼女はまた着席してくれた。

        「で、どこ？」

        「えぇと……だいたい、全部？」

        　ふざけたわけでも、誇張したわけでもなく、本当にそうだったので「あははは」と乾いた笑いと一緒に白状した。

        　彼女が青筋を立てたような気がするけど、きっと気のせいだ。

        「……まず、見せなさい」

        「な、何を？」

        「テストよ。早く」

        　母親に見せる時だって、こんなに緊張しなかった。普通なら絶対に嫌だけど、拒否なんてできるはずがないから、冷や汗をかきながら、真っ赤なテストを見せた。

        　女王陛下の眉がピクッと動いた。

        「……ひどいわね」

        「できれば、その……オブラートに包んでもらえると、嬉しいです」

        「オブラートに包んでいるわ。本当に包まずに言ってあげましょうか？」

        　殺気すら感じる脅しで、思わずホールドアップの姿勢をとった。

        　彼女は眉間をつまむようにしながら、深いため息をついた。勉強を教えるつもりだったけど、ここまでひどい有様だとは思ってなかったようだ。

        「あの……女王陛下も忙しいでしょうし、無理なら……」

        「いいえ」

        　遠慮しようとしたのに、キッパリと遮られてしまった。

        「一度やると言ったのだから、やるわよ」

        　彼女は急に机の上にあった私の筆箱を手にすると、なんとそこから一五センチの定規を取り出した。

        　そして、それで机の天板をビシッと叩いた。

        「基礎から叩き込むわ。スパルタでいくから、覚悟しなさい」

        　無理です、と逃げ出したかった。

        　でもそれすら、恐怖心に負けてできなかった。

        　

        　

        「まあ、今日はこの辺で終わりにしましょう」

        　もうすぐ完全に陽が暮れるという時間になって、ようやく女王陛下の特別授業は終わった。

        　それに安心して、そのまま倒れるように机に突っ伏した。

        「……疲れた」

        　そして怖かった。

        　彼女の指導は本当にスパルタだった。言葉足らずながら丁寧に教えてくれたけど、少しでも理解が悪いと、定規で机を叩いて脅してきた。

        　さすがの彼女も、それで私を叩いたりはしなかったけど、とにかくその迫力だけで『勉強しなきゃ、まずい！』と背筋を伸ばすことになった。

        　でも、日頃は勉強をしないのにそんな状態で頑張ったせいで、頭がパンクしそうだった。

        「どう？　少しは理解できた？」

        「はぃ……」

        　疲れたけど、格段に勉強は捗った。そこは本当に感謝しなきゃいけない。これも借りだ。また増えてしまった。

        　でも、あの彼女が私のためにこんな遅い時間まで付き合ってくれているんだから、追試が終わったらお礼はしないといけない。

        　ふと顔を上げると、彼女も慣れない指導で疲れたはずなのに、顔色一つ変えず私が起き上がるのを待ってくれていた。

        「あの」

        「なに？」

        「カッコ良かったですよ、練習試合」

        　風鳥との練習試合は無事、華月の勝利で終わった。女王陛下は大前として、相手校を含め、一番活躍していた。

        　狙い定めた場所に、寸分もずらさず射る腕前には、その場にいた全員が舌を巻いていた。

        　あの日は特に真剣だったようで、いつもの気怠そうな態度は一切感じさせない気迫を纏っていた。鋭くさせた目つきで、弓を構える姿は、本当にどこかの王族なんじゃないかってくらいの気品に溢れていた。

        　ただ、その影響で一年生の間で彼女のファンが急増しているのが、個人的にはちょっと複雑なんだけど……。

        「惚れ直しました」

        　でも、今更になって女王陛下の魅力に気づいた彼女たちじゃ、きっとこんな風に直接称賛できないだろう。

        「そう」

        　せっかく最大限に褒めたのに、女王陛下は澄ましていた。ちょっとくらい嬉しそうにしてくれてもいいと思う。

        「ちょっと、それだけですか？」

        　そんな反応に勝手に拗ねて、小さく頬を膨らませると、彼女は自慢の長髪をファサッとかきあげて、勝ち誇った笑みを向けてきた。

        「――だって、そうなるようにしたもの」

        　嘘じゃない。だって、その憎たらしいほど似合った笑顔に『計算通り』と書いてある。

        　あの日の彼女を思い出す。いつになく真剣な表情を、全身に纏ったクールな空気を。あれで惚れ直さないのが無理。

        　でも、それが彼女の狙いだったなんて……悔しい。

        「ズルい……」

        　そう唇を尖らせても、彼女がより満足そうにするだけだった。

        「さ、帰るわよ。明日もあるんだから」

        「え？　明日って？」

        　体を起こして聞き返すと、彼女は不機嫌に戻った。

        「お前、追試は一教科だけなの？」

        「いや……ほかにも、いっぱい」

        「だったら、しばらくは続けるわよ」

        　その宣言に「うわぁ」と悲鳴をあげながら頭を抱えた。

        　いや、女王陛下の特別授業は怖いけど嬉しい。彼女と二人きりでいられるのだって、そりゃ嬉しいに決まってる。

        　でも、勉強は嫌いだ。

        「もう嫌だぁ……」

        「赤点をとったお前の自業自得よ」

        　ぐうの音も出ない正論をぶつけられてしまう。

        「でも、嫌なものは嫌なんです！　勉強は嫌いなんです！」

        　もう開き直ってしまえと、ワガママな子どものようなことを言うと、女王陛下は腰に手をあてて呆れた。

        「……受験は頑張ったのでしょう？　それを思い出しなさい」

        「だからあれは……優さんのことがあったからで……」

        　ここに入学すれば優さんの後輩になれると思っていたから、中学の時は受験勉強を頑張れた。彼女が退学した後も、その真相が知りたいという執念で、勉強を続けることができた。

        「今は何もないんですよ……テンションが上がりません」

        　もちろん、追試まで散々な結果に終わったら、それこそもっとひどい目にあうのはわかっているんだけど、そんな恐怖心だけじゃ、受験のときのように頑張れない。

        　駄々をこねる私に女王陛下はため息をついた。

        「蓮、目を閉じなさい」

        「目？」

        「いいから」

        　いきなり、何が目的かわからない命令をされてしまったけど、彼女が「早く」と急かすので、恐る恐る両目を閉じた。

        　気配で彼女が近寄ってきたのはわかったけど、何もなかった。話しかけられないし、何もされない。

        「あ、あの……」

        　この時間はなんだろうと疑問に思っていた次の瞬間だった。

        　額に、何かが触れた。

        　柔らかくて、温かいもの。

        　チュッというリップ音もした。

        「――――え」

        　何が起きたのかが理解できずしばらくの間、固まってしまった。

        　許可も出てないのに目を開けると、目の前にいたはずの女王陛下はもういなくて、すでに教室から出ようとしていた。

        　そんな彼女がこちらをチラリと見て、にやりと笑う。

        「お前の頑張り次第では、二回目もあるわよ」

        　そのまま、本当に教室から出て行って、先に帰ってしまう。そんな彼女を呆然と眺めていた。

        　今、私は何をされた？　あれって……。え？　うそ……？

        　誰かに取られるわけもないのに、守るように額を押さえる。

        　全身が熱くなっていく。特に顔が紅潮していくのが自分でもよくわかった。

        「こんなの……生殺しでしょ」

        　これをご褒美にするから勉強を頑張れってことなんだろうけど……私はしばらく、これのことで頭がいっぱいで、どんな勉強をしても頭に入ってこないと思う。

        「蓮、本当に先に帰るわよ」

        　廊下から聞こえた彼女の呼び声に「はいっ」と上擦った声で返事をし、慌てて荷物をまとめる。

        　すごい悶々とするけど……とにかく死ぬ気で頑張ろうとは思えた。

        「女王陛下っ、待ってくださいよ」

        　両手で額を守るようにしながら、彼女のことを追いかけた。

        　

        【完】

        


    


あとがき

        　

        　この度は『造花と嘘つき』をお読みいただき、ありがとうございます。

        　

        　こちらの作品は同じくキンドルで配信しております『花園に来たる嵐』のスピンオフ作品になります。仕様として『花園』を未読の方でも楽しめるようにはしております。なので、もし『造花』を気に入っていただけたのなら、ぜひ『花園』も読んでください。

        　

        　本作は『人を信じる』ということをテーマにしてみました。美しいことであり、非常にリスキーなことですよね。

        　そしてむちゃくちゃに自分勝手なことでもあります。

        　わざわざ「あなたのことを信じますね」なんて宣言したことはほとんどないのに、どういうわけか、割と頻繁に「裏切られた！」と思うことは多いですよね。

        　でも人を信じられないなんて、信じてもらえないなんて、それはそれでとても寂しいものです。

        　なので、作中では人を信じたことによって生じる、様々なできごとや感情を描きました。

        　祥撫が蓮に言った「信じるというのは、裏切られる覚悟をするということ」とは、本当にその通りだと思ってます。

        　

        　短編『とっておきのご褒美』は物語の後日談。蓮と祥撫の日常です。あの主従関係は崩れないですね。蓮はずっと祥撫にいいようにやられ続けます。

        　もう一つの短編『シークレットディスタンス』は、この物語のもう一人の主人公にスポットライトを当てています。この短編含めて『造花と嘘つき』は完全版になります。

        　彼女がどのような道を歩んで、また今後どう過ごしていくのか、楽しんでいただけたら幸いです。

        　ちなみに藤の花はラベンダーとよく似ています。花言葉は『優しさ』と『決して離れない』です。　

        　

        　最初に書いた通り、この作品は『花園』のスピンオフです。『花園』も百合×ミステリーです。祥撫と蓮が登場しますし、この作品に名前しか出てこなかったキャラたちも出てます。

        　また『令月とオフィーリア』という作品も、今作と同じく華月が舞台の百合小説です。こちらには芙蓉も出てきます。『造花』、『花園』、『令月』の順でシリーズを楽しんでいただければ幸いです。

        　それでは、ここまでお読みいただき、ありがとうございました。

        　皆様が健康に日々過ごせますことを願っております。

        　

        夢見絵空

        令和三年八月某日
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